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　薄うす暗ぐらい階段を降おりて、地下室の扉とびらを開ける。

　天てん井じようのランプを点つけると、室内はオレンジ色の光で浮かび上がる。

　もう少し掃そう除じをしたほうがいいかしら、と思いつつ、金きん髪ぱつの女性は椅い子すに腰掛ける。机の上には所ところ狭せましと古こ文もん書じよが広げられ、手書きのメモが散さん乱らんしている。

　亡なき師し匠しようの書しよ斎さいで、サンデリアーナは今日も『研究』に勤いそしんでいた。聖せい剣けんの仕組みについてはまだまだ分からないことだらけなので、さしあたりは師匠ベルシコロールの遺のこした資料を当たるのが先決だ。ただ、数十年に渡る研究は膨ぼう大だいな資料を集しゆう積せきし、比ひ較かく的てき新しいものを確かめるだけでもかなりの時間を要する。

　かび臭くさい室内で、彼女は黙もく々もくと書物を読む。

　朝は早くに起きて客人たちの食事をつくり、弁当を持たせて送り出す。それから掃除や洗せん濯たくを始めとする諸もろ々もろの家事をこなし、一息ついたころには夕食の仕込みの時間。最近は薪まき割わりや風ふ呂ろ焚たきなどをレベンスがやってくれるから助かっているものの、日中にまとまった時間を作るのはなかなか難むずかしい。必然、研究に取り組もうとすれば夜中になる。

　若き鍛か冶じ屋やは黙もく々もくと書物を手た繰ぐる。時おり、亡なき師し匠しようの筆ひつ跡せきらしい書き込みを見つけると、食い入るように顔を近づける。そうやって膨ぼう大だいな資料の山から宝探しのように師の痕こん跡せきを探り、パズルを嵌はめこむように真相へと近づいていく。

　幸い、今は手元に五本も聖せい剣けんがある。『天空乃瞬ウインザー』『闘神乃腕レーヴアテイン』『死ジ神ー乃ノ爪ス』『双龍乃牙ズルフイカール』『聖女乃証クローデイア』。何か疑問が沸わけば、聖剣の現物を使って検証することもできるし、剣けん聖せいヴァリエガータに意見を求めることもできる。その意味では恵まれた研究環かん境きようと言えた。

「ふぅ……もうこんな時間かあ……」

　金きん髪ぱつを搔かき上げると、サンデリアーナは椅い子すの上でウーンと伸びをする。

　眼がん帯たいを外すと、色違いの瞳ひとみが光にさらされる。その左目は姉に敗北したあの日から彼女に光を届けることはない。

　明日も早いし、今夜はこれくらいにしておこうか。

　彼女は読みかけの書物に栞しおりを挟はさみ、椅子から立ち上がる。

　そのときだ。

　──サンデリアーナ。

　声が聞こえた。

「え……？」

　思わず、室内に視線を走らせる。

　うっすら埃ほこりを被かぶった書物の山、資料の束たば、巻まき物ものの数々。そうした物が壁かべ一面を埋うめ尽つくしているだけで、もちろん人の気配はない。

　変ね……と彼女は首をひねる。

　今の声は、どこか聞き覚えがあった。女性の声で、心の中に直じかに響ひびくような、不ふ思し議ぎな声。

　一いつ瞬しゆん、姉のドラセナの顔が思い浮かぶ。

　だが、そんなことがあるはずもなく、彼女はわずかにうつむく。視線の先には袋ふくろに入った聖剣が立てかけてあり、今は口くち紐ひもが緩ゆるんで中身がうっすらと覗のぞいている。

「きっと気のせいね……」

　紐を結び直して、彼女はランプの火を消す。

　どこか心に引っ掛かりを覚えながらも、サンデリアーナは階段を上がっていく。

　書しよ斎さいへの扉とびらがギイッと閉ざされると、地下室はまた完全な闇やみに包まれる。

　そのとき、黄金の聖剣が、かすかに光った。

　それは蛍ほたるのようにぼんやりと淡あわい光で室内を染そめると、またすぐに光をなくす。

　室内は再び闇に染そまる。

　まるで何事もなかったように、聖剣はただ静かに時を待っていた。
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「あー、ダメじゃダメじゃ！　まるでなっとらん!!」

　家のそばにある雑ぞう木き林ばやしで、小こ柄がらな師し匠しようが大声でダメ出しをする。

　銀ぎん髪ぱつの少女は大剣を地面に下ろし、不ふ思し議ぎな顔をする。

「何が、ダメ、なの？」

「何がって、前と同じ失敗じゃろ」

「前と、同じ？」

　少女は小首を傾かしげる。

「ほれ、さっきも説明したじゃろ。小こ童わつぱに必要なのは力ではなく『緩かん急きゆう』。覚えておるか？」

「うん、覚えてる」

「だったら今のはなんじゃ。わしは一いつ拍ぱく待ってから薪まきを斬きれ、と指示をした。しかるにおぬしはいきなり斬りおった。何度言ったら分かるんじゃ」

「でも、ちゃんと、斬ったし」

「いや、だから～」

　ヴァリエガータは口を酸すっぱくして、今している訓練の意味を伝える。だが、何度説明してもエリザは小鳥のように首を傾かしげるばかりで、まるで頭に入っていない様よう子すだ。

　──師し匠しようも大変だなあ……。

　レベンスは切り株かぶに座り、遠巻きに二人のやりとりを眺める。本来ならこのあとは彼の順番なのだが、エリザの修しゆ行ぎようがまったく進展しないためにこうして待ち時間ばかり長くなっている。

　この少女はエリザベート・ローザ・ショコラティエ。全世界を騒さわがす『剣けん聖せい殺し』であり、世界最強の『剣聖』を四人まで撃げき破はした人物だ。だが、こうやって子供のように叱しかられている姿を見ると、そうした大おお仰ぎような肩書きがまるで冗じよう談だんに思える。

　レベンスは、そんな少女と行動を共にし、『剣けん魔ま』という怪かい物ぶつを討うつために旅を続けている。その剣魔こそが、彼の家族を皆みな殺しにし、故こ郷きようを滅ほろぼした『仇かたき』だからだ。

　──おまえが全世界のために戦うというなら、俺おれはおまえだけの剣になろう。

　かつて、彼は眠っているエリザの前で、自分の胸にそう誓ちかった。

　エリザは世界を救うために戦い、彼はエリザを救うために戦う。仇への復ふく讐しゆう心しんだけで生きてきた彼にとって、それは人生の目的を大きく変える決断だった。

　無む論ろん、絶対に仇を討つという執しゆう念ねんは、胸の奥で業ごう火かのごとく燃もえ盛っている。家族を皆殺しにした剣魔──『光る眼めの剣士』を討つまで、彼の旅が終わることは決してない。ただ、その執念は前と少しだけ形を変え、彼はどこか自分が生まれ変わったような気さえしていた。

　そうやって、これまでのことをぼんやりと振ふり返っていると、

「小こ僧ぞう！　小僧ー！」

　師匠が大声で彼を呼んだ。

「今度はなんだ？」

「さっきみたいに、小こ童わつぱに実演してみせとくれ。どうも言葉だけではうまく伝わらん」

「師匠がやればいいだろ」

「わしは腰が痛い」

「やれやれ……」

　レベンスは腕を軽く回し、切り株に立てかけていた剣を手に取る。

「で、何をすりゃいいんだ？」

「わしが薪を連続で投げるから、それを片かたっ端ぱしから斬ってみろ。ただし、薪以外は斬らずに見送れ。いいか？」

「ああ、昨日もやったヤツな」

　レベンスは剣をすらりと抜き、わずかに腰こしを落とす。そのそばではエリザがちょっと不ふ服ふくそうにこちらを見ている。レベンスに手伝ってもらうのが癪しやくなようだ。

「小こ僧ぞう、準備はよいか？」

「いいぞ」

「では行くぞ……ほれっ」

　ひょいっ、と師し匠しようが薪まきを放る。それはゆっくりと弧こを描えがいてレベンスに近づいてくる。

「ハッ！」

　彼は剣を振ふるい、薪をすっぱりと分断する。

「どんどん行くぞー」

　師匠がひょいひょいと薪を投げてくる。山なりのものもあれば、直線的に向かってくるものもあり、レベンスは斬きるタイミングを見定めながら一つ一つ処しよ理りしていく。時おり、山さん菜さいを丸めたものや藁わら束たばなどが混じるが、それは当初の指示に従って、斬らずに見送る。これは対象物を瞬しゆん時じに見み極きわめる訓練と、時間差のあるものをうまく処理する訓練を兼かねており、飛んでくるものをただ片かたっ端ぱしから斬るよりも難むずかしい。彼もこの修行の最初は難なん儀ぎしたものだ。

　──薪、薪、木の実、薪、山菜、薪、薪……。

　そうやって、レベンスが慎しん重ちように飛来物を処理していくと、

「よし、これで最後じゃ！」

　ヴァリエガータが手にしていた物を、いっぺんに投げつける。ふわりと、十個以上の物体が雨のように降ふってくる。

　反射的に、彼はそれらを斬ろうとしたが、すぐに手を止める。

　薪が一つもない。

　だめだ、止まれ、止まるんだ。レベンスは必死に手を止める。今まで連続で斬ってきた手前、つい手を出したくなるが、そこはぐっとこらえる。

　やがて、彼の周囲にはボトボトと果くだ物ものやら山菜やらが落ちてくる。標ひよう的てきをスパッと斬る訓練に比べ、なんだかすっきりしない締しめくくりだが、それも仕方がない。

「小こ童わつぱー、今のを見たかー」

　一番弟子の『実演』が終わると、ヴァリエガータは二番弟で子しの少女に声を掛けた。

「……見た」

　エリザはやはりどこか不服そうな顔だ。

「緩かん急きゆうとはこういうことじゃ。ただズバズバ斬るだけでなく、退ひくときは退き、こらえるときはこらえる。分かるかの？」

「そんなの、分かってるし」

「いーや分かっとらん。さっきだって、飛んできた物を全部斬ってしまったじゃろ？」

「あれは、うっかりだし」

「何十回うっかりすれば気が済すむんじゃ……ほれ小こ僧ぞう、おぬしも何かアドバイスをしてやれ」

　ヴァリエガータがレベンスに話を振ふると、いよいよ少女が強ごう情じようになる。

「別に、必要ないし。レベンス、あっち、行ってて」

　少女は家のほうを指差し、レベンスを追い払うように睨にらむ。それは敵意というよりも、身近なライバルに失態を見られたくないという意地っぱりの顔だ。

「へいへい、俺おれは退たい散さんするよ」

　彼は肩をすくめ、さっき座っていた切り株かぶに戻っていく。

「小こ童わつぱ、そういう態度はいかんぞ。誰だれからも謙けん虚きよに学ぶ姿勢こそ、強い剣士には必要じゃ」

「うー」

　エリザは反論できず、妙みようなうなり声を出す。

　短気で直情的、強情で負けず嫌ぎらい。そんな少女の性格は、剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようでもまったく変わっていない。特に、レベンスが絡からんだときはとりわけ頑がん固こになる。そんなふうに肩に力が入っているから、なおさら『緩かん急きゆう』などという柔じゆう軟なん性せいが求められる訓練にはついていけない。

「いいかー、投げるぞー、薪まき以外は絶対斬きるなよー」

　ヴァリエガータがクドイほどに言い含ふくめ、エリザにヒュッと物を投げる。

　飛んできた『木の実』を、エリザがスパッと両断する。

「あ……」

　しまったという顔のエリザ。

　師し匠しようは顔面を押さえ、「わしの教え方が悪いのかのう……」と、珍めずらしく自じ虐ぎやく的てきになるのだった。
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「おお、これはうまそうじゃな」

　ヴァリエガータは目の前の皿に手を伸ばし、鶏とり肉にくにがぶりと嚙かみ付く。

「ヴァーさま、先に手を洗ってください」

「固いこと言うでないモグモグ……サンちゃん、うまいぞこれっ！」

「もう……」

　サンデリアーナは苦にが笑わらいを浮かべる。鶏にわとりを何羽か絞しめたらしく、最近は鶏肉料理が多い。

　一方、向かいのテーブルでは、

「はむ、ふぅっ、んぐっ……」

　エリザが両手で鶏肉を摑つかみ、犬のようにかぶりつく。口も手もベタベタになり、肉にく汁じゆうが盛大に垂たれていく。

「あー、あー、おまえはなんでいつもそうなんだっ」

　レベンスは少女の脇わきに控ひかえて、顔を拭ぬぐってやったり、こぼれた汁しるを掃そう除じしたりする。エリザは顔を拭ふかれると「んぐ、んももぉ」と変な声を出し、それでも夢中で食べ続ける。お行ぎよう儀ぎの悪い妹二人を、兄と姉がたしなめているような光景だ。

　いっしょに住むようになって分かったことだが、エリザだけではなく、この緑りよく髪はつの剣けん聖せいもかなり行儀が悪い。エリザと違って、マナーを心得ていないというよりは、自分が一番楽なスタイルを貫つらぬいている節ふしがある。しばしば素す手でで食材を摑つかみ、肘ひじをついて酒をあおる。対照的に、家の主あるじであるサンデリアーナは、元が貴族の令れい嬢じようだけあってマナーは完かん璧ぺきだ。たおやかな指使いで優ゆう雅がに食事をたしなむ様よう子すは気品に溢あふれ、生まれの良さを如によ実じつに示している。

「よーし小こ童わつぱ、風ふ呂ろに入るぞー」

「うん！」

　二人が親子のように連れ立って風呂場に行く。

「小こ僧ぞうー、小僧ー」

「へいへい、風呂焚たきだろ」

「覗のぞくなよー」

「の、覗かねぇし！」

　いつものごとく師し匠しようにコキ使われながら、レベンスは昼間の修しゆ行ぎようで斬きった薪まきをくべる。浴室からは少女たちが戯たわむれる声が聞こえ始め、「小童、また乳ちちが大きくなったか？」「うん」「末すえおそろしいな」「あんまり、揉もまないで」と文字通り乳繰くり合う様子が丸分かりだ。

「ったく……」

　だんだん変な気持ちになってきたレベンスは、薪を多めに足してからその場を離はなれる。

　トントンと腰こしを軽く叩たたき、彼は椅い子すに座る。「レベンスさん、お茶を淹いれましょうか？」「ああ、悪いな、頼たのむ」と会話を交わし、サンデリアーナからお茶を淹れてもらう。一日の中で、最近はこの時間が一番落ち着くなあ、と思ったりする。日中はエリザといっしょにいるので、何かとドタバタしているからだ。

「そういや、『鳩はと』ってそろそろか？」

　レベンスがふと思い出して尋たずねる。

「そうですね。早ければ明日あたり戻ってくるんじゃないでしょうか」

「そうか……」

『鳩』とは、サンデリアーナが外部との連絡に使っている伝でん書しよ鳩のことだ。

　残る剣聖は、カレン・デュランダル、ルピナス・カーネイション、そしてエリオット・コンスタンス。エリオットとは一度交戦して倒したが、聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』は半分がまだ彼女の手元に残されている。この三人の剣聖を倒さぬ限り、レベンスとエリザの旅は終わらない。

　ただ、エリオットはともかく、残り二人の剣聖はまだ所しよ在ざいすら明らかでない。そのため、今はこうしてサンデリアーナに頼んで情報収集を行っているのだった。

「軍のほうでけっこう動きがあったんだよな？」

「はい、そうです。はっきりとは分かりませんが、各地の軍が大だい規き模ぼな移動を始めているとか」

「帝国軍のアルケミラス侵しん攻こうとか、そういう可か能のう性せいはないのか？」

「どうでしょう……ヴァーさまの話では、聖せい剣けんの行方ゆくえが落ち着くまでは、国家同士の大規模な戦争は起こらないだろうということでしたが」

「ってことは、やっぱり『剣けん聖せい殺し』の絡からみか……」

　エリザとレベンスは、今まで五人もの剣聖を倒し、完全に『世界の敵』となっている。世界中の軍隊が躍やつ起きになって捜そう索さくを続けているが、幸いにもまだこの家は割れていないようだった。

「ヴァーちゃーん」

　やがて、風ふ呂ろ場のほうからエリザの声が聞こえた。

「なんじゃー」

「着替え、どこー」

「知らんわー。サンちゃんに聞けー」

「分かったー」

　そんなやりとりがあったあと、ガラリと戸が開く音がして、「サンちゃーん」と声がした。今ではヴァリエガータの影えい響きようで、呼び名が完全に『サンちゃん』になっている。対するサンデリアーナはいまだクソ真ま面じ目めに『エリザさん』『レベンスさん』の線を崩くずさない。

「はーい、ただいまお持ちしま──キャアッ!!」

　サンデリアーナが悲ひ鳴めいを上げる。

　どうしたっ、とレベンスが視線を向けると、そこにはポタポタと水すい滴てきを垂たらした全ぜん裸らの少女が立っていた。

「エ、エ、エリザさんっ……!?」

　素すっ裸ぱだかのエリザを見て、サンデリアーナは狼ろう狽ばいした様よう子すを見せる。

「んー？」

　エリザは小首を傾かしげ、何をこの人はそんなに驚おどろいているんだろう、という顔をする。

「サンちゃん、どうした、の？」

「どうしたもこうしたもないです……っ！　裸で出てきたらダメですよ！」

「でも、おんなどうし、だし」

「そこにレベンスさんがいるでしょう！」

「あー」

　少女はようやく納なつ得とくしたような声を出し、「レベンス、あっち、向いてて」と要求した。

「あー、はいはい。あっちな」

　レベンスは椅い子すを動かし、くるりと背を向ける。

「着替えはー？」

「あ、そうでした！　ただ今持ってまいります！」

　サンデリアーナは一度その場を離はなれようとして、それから少女を裸はだかのまま残していくのはまずいと思ったのか、「エリザさん、私が戻るまで、『これ』を着ていてください！」と言って自分の着けていた衣い類るいを渡す。

　──ったく、世話を焼かせるなあ……。

「レベンス」

「なんだ」

「これ、似合う？」

「ちゃんと服を着たか？」

「うん、着た」

「そうか」

　そこでレベンスはくるりと振ふり返った。

　だが。

「ウアッ!?」




　少女は裸エプロンだった。




「おまっ、バカ！　なんて格かつ好こうしてるんだ！」
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　少女の水すい滴てきで濡ぬれた体には、サンデリアーナのエプロンがぴったりと張り付き、豊かな胸が谷間を露あらわにしてる。おまけに、胸の部分が土手のようになってエプロンの布ぬの地じを盛り上げてしまい、太ももの部分の布地がだいぶ足りない感じになっている。つまり下半身がいろいろとまずい。

「ねえ、レベンス」

「なんだ！　というかあっち行けっ！」

「後ろ、結んで」

「はァ？」

　エリザはエプロンの紐ひもを手に取り、「これ、結んで」と訴うつたえる。「いやそれは──」と彼が断ろうとしたとき、少女はくるりと背を向けた。

「うっ……！」

　彼は本日二度目の衝しよう撃げきを受ける。少女の身に着けているのはエプロン一枚なので、振ふり返ったことで白くてふっくらとした臀でん部ぶが丸見えになる。エリザは自分の扇せん情じよう的てきな姿に気づかないのか、結んでよ、となおも紐を差し出す。

「お、おう……」

　勢いに飲まれて、レベンスはエプロンの紐を手に取る。それをエリザの背中で結ぼうとするが、どうも視界に少女のお尻しりが入って集中できない。

　というか、俺おれは何をやってるんだ……！

　ハッと我われに返ったところで、

「アチョー!!」

　顔面にいきなり衝しよう撃げきが走り、彼は「グアァッ!?」と椅い子すごと派は手でに倒れる。ヴァリエガータの飛び蹴げりだ。

「な、何すんだ師し匠しよう……!?」

「小こ僧ぞう！　今日という今日は許さんぞ!!　今、小こ童わつぱの服を脱がそうとしていただろう！」

「いやいや違う違う違う!!　俺はこいつを裸はだかエプロンにしようと……っ！」

「なぬっ、裸エプロン!?」

　墓ぼ穴けつを掘るレベンス。

「このヘンタイめ!!」

　ゴッ、と師匠の拳げん骨こつが脳天に炸さく裂れつする。

「ええい、崖がけに吊つるして性しよう根ねを叩たたき直してくれる……っ!!」

「いや待て師匠！　話せば分かる……っ!!」

　サンデリアーナが着替えを持って戻ってくるまで、彼は師匠から羽は交がい絞じめにあうのだった。

　エリザはエプロンが気に入ったのか、「かわいい……」と目を細めていた。




　こうして、レベンスたちの時間は騒さわがしくも平へい穏おんに過ぎて行った。それは次の戦いに身を投じるまでの、束つかの間まの休息に過ぎなかったが、今はそれを殊こと更さらに指し摘てきする者はいなかった。

　だが、平穏な日常は予想より早く破られることになる。

　きっかけは、一通の手紙だった。
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「エリオットが死んだ……？」

　レベンスは耳を疑う。

　サンデリアーナは「ええ……」と浮かぬ顔で答える。

　いつもの居間で、テーブルには一羽の白い鳩はと。前に放った伝でん書しよ鳩がようやく戻ってきたということで、今は修しゆ行ぎようを中断して家に戻ってきたところだった。

　そして最初に告げられたのが、かつて刃やいばを交えた剣けん聖せいの訃ふ報ほうだ。

「……やはり病気か？」

　ヴァリエガータが押し殺した声で尋たずねる。平静を装ってはいるが、その顔は強こわ張ばっている。

「いいえ、それが……」

　サンデリアーナは直接には答えず、伝書鳩から外した皺しわくちゃの手紙を差し出す。ヴァリエガータはそれを受け取り、皺を伸ばしてからすばやく目を通す。

「なんて書いてあるんだ？」

　レベンスが師匠の横顔に問い掛ける。

「エリオットは、わしらと戦った数週間後に殺されている。暗殺だそうだ」

「あ、暗殺!?　いったい誰だれに？」

　あの剣聖エリオットを暗殺できる者など、にわかには思いつかない。

「この手紙には『剣聖殺し』の仕し業わざ、とある」

　エリザは真剣な表情で、「……わたし？」と聞き返す。

「いや、もちろん小こ童わつぱなわけがない。我われ々われ以外の何者かが、新たにエリオットと戦い、そして討うち取ったということだろう」

「ちょっと待て。誰だれがそんなことできるんだ？　相手は剣聖だぞ？」

「そこはわしにも分からん……」

　ヴァリエガータは手紙をレベンスに渡し、疲れたように背もたれに寄りかかる。やはり、エリオットの訃報に少なからぬショックを受けているようだ。

　エリオットは首を斬きられて殺害、聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』も持ち去られ、犯人は行方ゆくえ不明。手紙の内容にはそうしたことが要点だけ書き連ねてある。

　エリオットが死んだ……。

　レベンスは手紙を読みながら、かつて戦った剣けん聖せいの姿を思い出す。聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』を使い、病に苦しむ多くの人々を治ち癒ゆしてきた女性。あの聖せい人じん君くん子しの権ごん化げのような彼女が、何者かに殺された。敵同士とはいえ、それはとても哀かなしく、残ざん酷こくな事実だった。

「なあ、サンデリアーナ。この情報自体は信用できるのか？　手紙を書いたヤツの勘かん違ちがいとか、早とちりってことは……」

「それはなんとも言えません。『あくまでも巷ちまたの噂うわさです』とこれにも断りが入ってますし……」

「そもそも、情報の発信者は信用できるのか？　俺おれたちはお尋たずね者だし、すでに国王や軍に買収されている可か能のう性せいも……」

「その可能性はさすがにないと思います。この伝でん書しよ鳩ばとは、私が特に信しん頼らいできる相手にしか飛ばしていません。この手紙をくれたのは、私が小さいころからお世話になっているゴールドコースト家の乳う母ばでして、私にとっては家族同然の者です。書かれていることに意図的な噓うそはないと思います」

「そうか……」

　レベンスは手紙を眺めながら、思考を巡めぐらせる。

　剣聖エリオット、暗殺。

　誰だれが？　何のために？

「師し匠しよう」

「なんじゃ」

「剣聖エリオットを殺せる人間って、正直、かなり絞しぼられるよな？」

「うむ。剣聖を倒せるのは、剣聖しかおらんじゃろう」

「じゃあ、カレン・デュランダルか、あるいはルピナス・カーネイションが犯人ってことか？」

「必然的にそうなるな」

「何のために、そいつらがエリオットを殺すんだ？　だって同じ仲間だろう？」

「それがわしにも分からんのじゃ。わしはともかく、エリオットが狙ねらわれる理由がない」

「そうだよな……。ちなみにさ、ルピナス・カーネイションって、どんなヤツなんだ？」

　レベンスは気がかりなことを尋たずねる。デュランダルのほうは現実に対面し、とんでもない強さを見せつけられた。となれば、残る一人の剣聖も気になって当然だ。

「ルピナスは、デュランダルの『盟めい友ゆう』と呼ばれる存在じゃ。七剣聖の中でも行動を共にすることが多く、二人の結けつ束そくは固い。おそらく今回も連れん携けいして動いていると見てよい」

「盟友か……」

「ちなみに、ハーちゃん……つまりハヅキ・ユキノシタとルピナスは、近年はかなり親しい付き合いがあった。今の剣聖はほとんど独身だが、あいつら二人は結けつ婚こんして子供もいたからな。子を持つ親同士、いろいろと交流があった」

「へえ……」

　剣けん聖せいといえば世間的には雲くもの上の存在なので、そんな所帯じみた事情があるとは意外だった。

「そうじゃ。サンちゃんは、ハーちゃんの娘むすめと親しかったよな？」

「はい」

「そうなのか」

　レベンスが隣となりを見ると、サンデリアーナがうなずく。

「私が現役の剣士だったころ、ユキノシタ道場には何度も出で稽げい古こに行ったことがあります。そこで門下生だったサツキさん──剣聖ユキノシタ様の娘さんとは懇こん意いにしておりました。もっとも、今は武む者しや修しゆ行ぎように出たきり行方ゆくえ不明ですが……」

　──あやつには娘がおったが、武者修行に出たきり行方知れずじゃ。

　レベンスは、かつて師し匠しように言われた話を思い出す。ユキノシタには娘がいたが、今は行方知れずで、音おと沙さ汰たがない、と。

「なあ、その『サツキ』ってのは強いのか？　ユキノシタの娘で武者修行中って言うんなら、相当腕が立つんだろ？　あるいは今回の事件の容疑者って線も──」

「それはありません」

　サンデリアーナが珍めずらしく、少し強い口調で言い切った。レベンスはいささか面食らう。

「あっ、すみません……。その、サツキのことは私もよく知っております。稽古仲間でしたし、私にとって数少ない友人でした。あの子は少し頑がん固こなところはありますが、とても真ま面じ目めで、剣けん術じゆつ一ひと筋すじ。今回のような暗殺に手を貸すとはとても思えません」

　そこまで言うと、サンデリアーナは下を向いた。友人を疑われたことで気分を害したのかもしれない。

　──ん？

　このとき、レベンスはまだ手紙に続きがあるのに気がついた。エリオット暗殺の件のあと、『なお、未確認情報ですが』と前置きして、以下のような気になる一文があった。




『近々、諸しよ国こくの軍隊が〈剣聖殺し〉討とう伐ばつのために集結するそうです』
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　その夜。

　レベンスは、ふと視線を感じて目を覚さました。

　隣のベッドでは、エリザがこちらに背を向けて横になっている。いつものように、布ふ団とんの中では魔ま剣けん『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』を抱きしめており、その様よう子すに特に変わったところはない。

　気のせいか……？

　彼は体を起こし、軽く伸びをする。

　右腕にはわずかに鈍にぶい痛み。これは、聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』を使ってから、断続的に続いている症状だ。痛み自体は、放っておけば一時間もせずに消えるのだが、そのたびに彼は自分の置かれた状じよう況きようを思い出すのだった。

　聖剣で人を斬きれば、相手の血が剣に染しみ込み、それは毒となって使い手に回る。そして、聖剣を使い続ければ、いずれ使い手は『剣けん魔ま』と化す。この痛みはその証あかしだ。

　剣魔。

　それはレベンスにとって、生しよう涯がいを懸かけて追い続けている仇かたきだ。故こ郷きようを滅ほろぼし、家族を皆みな殺しにした『光る眼めの剣士』。あの化け物を討うつまでは決して死ねない。

　そして、七人いた剣けん聖せいも、エリオットの訃ふ報ほうによって残るはいよいよ二人だけとなった。カレン・デュランダルとルピナス・カーネイション。そのどちらかが彼の仇であることは間ま違ちがいない。ことによっては、エリオットを殺した犯人も剣魔と同一人物かもしれない。

　終わりが近い。

　すべての剣聖を倒すか、それともレベンスの体が毒に侵おかされるのが先か。こんな深夜に考えることは、知らず知らずに考えも暗くなる。

　朝になれば、エリザを起こして、ヴァリエガータがあくびをしながら出てきて、サンデリアーナが温かな食事を運んでくれる。昼は修しゆ行ぎように打ち込み、夜はまた食卓を囲んで一いつ家か団だん欒らん。そんなふうに皆で家族のような日々を送るのも、いったいあと何日だろうか。

　そんなことを彼がぼんやりと考えていると、

「……レベンス？」

　声がした。

　隣となりを見れば、エリザが体をこちらに向け、じっと彼を見ている。

「悪い、起こしちまったか」

「ううん……起きてた」

「起きてた？」

　彼は痛む腕を隠かくすように毛もう布ふに突つっ込み、エリザのほうに向き直る。

　剣が修復されて以来、エリザの体調はすっかり回復している。肌はだの血色も良く、光こう沢たくのある長ちよう髪はつがきらりと銀色の光を放ったときなど、息を飲むような美しさがある。今も、月明かりに浮かぶ白い顔と大きな瞳ひとみが、少女の美しさを深い陰いん影えいとともに演出している。

「眠れないのか」

「うん……」

　少女は青い瞳でレベンスを映す。何度か瞬まばたきをして、いくらか自分の思考を整理するように時間を置くと、「エリオットの、こと」と言った。

「ああ……」彼はすぐに察する。「死んじまったな」

「いいひと、だったのに」

「そうだな」

「エリオット、敵だった。いつかまた、戦う、相手だった。だけど……」

「だけど？」

「死んだの、すごく、哀かなしい……」

　エリザの言いたいことは理解できた。剣けん聖せいエリオットは、いつかは戦う相手だった。戦って、倒し、聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』の残る半分を奪うばわなければいけない。その意味では間ま違ちがいなく『敵』であるのに、こうして訃ふ報ほうに接してみると、胸に湧わき上がる感情は紛まぎれもなく哀しみだった。

　──眠れないほど、哀しいのか……。

　彼はエリザの横顔を見つめる。少女の瞳ひとみは潤うるんだように光っている。

　一度目を閉じると、彼は立ち上がり、靴くつを履はき直す。

「どこ、いくの」

「厠かわやだ」

「わたしも、いく」

「おいおい。ホントにただのしょんべんだぞ」

「わたしも、ただの、おしっこ」

　ふうっ、と彼は息を吐はき、エリザの手を取る。男女で連れションも変な話だな、と思うが、昔はこうやって妹を夜の厠に連れて行った。そんなことを思い出すと、今いる家が昔から住んでいる我わが家のような気さえしてくる。

　エリザと二人、夜の厠に連れ立つ。

　秋口に差し掛かる季節は、夜風が少し冷たく、ロープをたどって厠に着くと、まずはエリザに順番を譲ゆずり、それが済すむと自分の小用を済ませる。

「なんだ、待ってたのか」

　厠を出ると、少女がそこに立っていた。ただ、その様よう子すは少し妙みようで、じっと森のほうを見つめている。

「どうした」

「なんか……変」

「変？　何がだ？」

　彼も森のほうを見つめ、目を凝こらす。眼がん下かに見える森林地帯はいつもと変わらぬ闇やみを湛たたえ、それは静かに朝を待っている。

　──ん？

　そこでレベンスは、あることに気づいた。森林の中で時おり、ほんのりと何かが光る。すると、その明かりが点いた瞬しゆん間かんだけ、人影らしきものが浮かぶ。

「……？」

　彼はさらに目を凝らす。人影は確かに存在し、複数の男たちのようにも見える。上半身が盛り上がった独特のシルエットは、傭よう兵へい経験の長いレベンスにはピンとくる格かつ好こうだ。

「兵隊……か？」

　──近々、諸しよ国こくの軍隊が〈剣けん聖せい殺し〉討とう伐ばつのために集結するそうです。

　手紙の内容が頭によぎる。

　待てよ、と彼は考える。『集結』というのは、よもや──

　次の瞬しゆん間かん。




　轟ごう音おんが響ひびいた。




「な……っ!?」

　先ほどまで入っていた厠かわやが、いきなり粉こな々ごなに吹き飛んだ。壁かべも天てん井じようも丸ごと消し飛び、ほとんど原型がない。巨きよ岩がんを空から落としたような猛もう烈れつな破は壊かい。

「レベンス、あれ……っ!!」

　エリザが叫さけぶ。見れば、先ほどまで黒い海のようだった森に、赤い無数の点がびっしりと浮かび上がっている。数百、数千というかがり火。

　驚おどろいたのも束つかの間ま、キラッと何かが光る。直後に何かが森から空に浮かび上がり、それは黒い軌き道どうを描えがいて、




　炸さく裂れつ。




　馬小屋の一角が消し飛び、屋根が半分以上なくなる。驚いた馬たちが騒さわぎ、怯おびえた家か畜ちくたちがギャアギャアと鳴く。

　──投石器カタパルトか……!!

　それは軍隊が城攻めに使う常じよう套とう手段だ。

「何ごとじゃ!!」

　部へ屋やからヴァリエガータが飛び出す。

「師し匠しよう、あれ!!」

「なにィ……!?」

　幾いく千せんのかがり火を見て、さしもの剣聖も驚きを隠かくせない。

「軍隊か！」

「やばいぞ、やつら投石器カタパルトで──」

　言い終わる前に、轟音と共に土ど砂しやが舞まい上がる。レベンスの手前で巨大な石が炸裂し、それは大きく跳はねて彼らの頭上を跳とび越こしていく。森はチカチカとあちこちで光り、夜空に黒い軌き跡せきが悪あく魔まの手のごとく次々に伸びる。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……！」

　エリザが叫さけぶと、家の中から大剣が飛び出てくる。少女はそれを両手で握り締しめると、レベンスの前に立ち、腕を振ふり上げて構えた。

「おいエリザッ、何をする気だ……!?」

「斬きる」

「何を？」

「石」

「は──？」

　彼が言い終わる前に、少女に向かって巨大な石が飛んでくる。

　──ほ、本気か……!?

　エリザはどっしりと腰こしを落とし、剣を大上段に振りかぶっている。その姿に迷まよいはない。

「バカッ、死ぬぞ！　早く避ひ難なんするんだ……っ！」

　レベンスが声を掛けても、少女は動かない。殺さつ到とうしてくる巨大な石を見み据すえ、臆おくした様よう子すを微み塵じんも見せずに立ちはだかる。

　そして。




「やぁっ!!」




　ブンッ、と大剣を振り下ろすと、飛んできた黒い闇やみのような岩が、ざっくりと真っ二つに割れた。それは斬られたことで軌き道どうを変え、背後の崖がけにめり込むように着ちやく弾だんし、轟ごう音おんを立てた。

　──無茶苦茶しやがる……!!

　彼は呆あきれながらも、巨きよ岩がんを粉ふん砕さいする少女の剣技に驚きよう嘆たんする。今さらだがこの少女は普通ではない。城じよう砦さいを砕くだく軍事兵器を前に、一ひと振ふりの剣だけで立ち向かう発想が常人の枠わくを超こえている。

　圧あつ巻かんだったのはそこからだった。

　巨岩は次々と飛んできたが、エリザは引き下がるどころかさらに前に出て、大剣をブンッと振って斬り飛ばした。岩が魔ま術じゆつのごとくスパッと割れ、それはまた背後の崖につんのめったように突つき刺さる。角度から行って、エリザがサンデリアーナの家を守ろうとしているのは明らかで、投石によって土ど砂しやが舞まい上がり、道具小屋が爆ばく裂れつし、崖すらも形を変えていく中、エリザは剣風を絶え間なく吹かせて正面に飛んでくる石を切断し続けた。夜よ目めが利きくとか、距きよ離り感かんを摑つかむのがうまいとか、そんなレベルでは語れぬ神かみ業わざに、レベンスはただただ啞あ然ぜんとするしかない。相次ぐ投石の着弾であたりの景け色しきが無残に変わっていくのに、少女の周りだけが聖せい域いきのごとく安全を確保されている。

　やがて、敵の攻こう撃げきが一いつ瞬しゆんだけやんだ。おそらく投石機カタパルトに次弾を込める時間差だろう、とレベンスは判断する。

「小こ童わつぱ！　今のうちじゃ！」そこでヴァリエガータが叫さけんだ。「早く避ひ難なんせいっ！」

「で、でもっ、家がっ！」

「阿あ呆ほ！　そんなこと言ってる場合か！　小こ僧ぞうッ、早く小童をこっちに連れて来い!!」

「ほら、エリザッ！」

「わわっ」

　レベンスは無理矢理にエリザを抱かかえ上げると、一いち目もく散さんに家の中へと走った。直後に、複数の石が地面に炸さく裂れつし、大量の土ど砂しやが彼らの頭上に降ふりかかる。

「急げ!!」

　ヴァリエガータに促うながされ、エリザを抱えたレベンスはドアに飛び込む。

　屋内に退たい避ひした直後だ。

「のわっ!?」

　轟ごう音おんが響ひびき、家全体が大きく揺ゆれた。屋根がメキメキと悲ひ鳴めいを上げ、梁はりの一部が落下してくる。見れば、投石の直ちよく撃げきによって屋根には大穴が穿うがたれ、その穴を通ってビィンッ、と床ゆかに何かが突つき刺さる。

「今度は弓ゆみか……！」

　足元に突き刺さった矢を引き抜き、ヴァリエガータは忌いま々いましげに叩たたきつける。投石でできた穴から雨のごとく矢が降り注そそぐ。

「みなさん、こちらへ……!!」

　奥の扉とびらからサンデリアーナが叫ぶ。レベンスたちは身を低くしながらすばやく退避する。

「一階は危険です！　ひとまず地下へ避難しましょう！」

「おお、そうじゃっ！　ベルシコロールの書しよ斎さいがあったな！」

　床板は一部が持ち上がり、地下への階段が見える。「この下はお師し匠しよう様の書斎となっています」と前にサンデリアーナから説明を受けたのをレベンスは思い出す。

　サンデリアーナに続き、エリザとレベンスも階段を降おりる。最後尾のヴァリエガータが内側から床板を閉めると、騒さわがしかった音が少しだけ弱まる。

　地下の書斎まで降り、ランプに明かりを入れる。オレンジ色の光が室内を満たし、書物の山と本ほん棚だなに囲まれた空間が浮かび上がる。地上ではなおも激しい音が聞こえ、そのたびに床が揺れ、パラパラと埃ほこりが降ふってくる。

「いったい何が起きた……？」

　レベンスが天てん井じようを見上げながら尋たずねる。

「こちらの住すみ処かが分かったので、まずはご挨あい拶さつといったところじゃろう」

「ずいぶん荒っぽい挨拶だな」

　冗じよう談だんめかして言うが、二人の顔はくすりとも笑っていない。

「どうしてここがバレた？」

「分からん。ただ、こんな山奥まで大部隊を送り込むんだ。確証あってのことだろう」

「狙ねらいは聖せい剣けんか？」

「無む論ろんじゃ」

　会話を続ける間にも、轟ごう音おんが止やむ気配はない。屋根が投石で吹き飛ぶ衝しよう撃げき、床ゆかに矢が刺さる音、そして軍隊の号令。まさに戦場だ。

「師し匠しよう、どうする？」

「どうもこうもない、逃げの一手じゃ。少なく見み積つもって数百、いや、千以上かな」

「おい、千って……こっちは四人だぞ？」

「天下の『剣けん聖せい殺し』が相手じゃ、それでも不足なくらいよ」

「ちっ……多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいもいいとこだぜ……」

　レベンスは舌打ちしながら、ふとあることに気づく。見れば、隣となりにいる金きん髪ぱつの女性がかすかに震ふるえている。

「おい、サンデリアーナ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、ええ……へいき、です」

　答えとは裏腹に、その顔は蒼そう白はくだ。

「なあ、サンちゃん。ベルシコロールから何か聞いてないか？」

「な、何か、とは？」

「こうした非常時に備え、地下に『抜け道』を作ったと聞いたことがある。どうじゃ？」

「あ、あっ、そうでした！　ごめんなさい……」

　サンデリアーナはあたふたと立ち上がり、壁かべ際ぎわを探る。その様よう子すは完全に気が動転している。

　変だな？

　ドラセナの双ふた子ごの妹で、ヴァリエガータいわく『天才剣士』。元はレベンスよりもはるかに腕が立ち、そして冷静沈ちん着ちやくな彼女が、こうして慌あわてふためいているのが妙みようだった。

「こ、ここが、確か……」

　サンデリアーナが本ほん棚だなをどかそうと力を込める。

「小こ僧ぞう、手伝ってやれ」

「おう」

　レベンスも手を添そえて、サンデリアーナの押している方向に力を込める。

　すると、ズズッと本棚が床を滑すべり、その向こうに一枚の薄うす布ぬのが見える。

「た、たぶんここだと思います」

　サンデリアーナはなおも焦あせった様子で、布地をベリベリと剝はがす。

「ふむ、やはりな」

　ヴァリエガータが得とく心しんしたようにうなずく。

　そこには『穴』が開あいていた。大人がしゃがんでやっと通れるくらいの大きさで、穴の中を覗のぞくと、どこかに通じているらしく風の流れを感じる。

「よくこんなものを作ったな」

「ベルシコロールのやつも、聖せい剣けんの研究を始めてからは身の危険を感じていたんじゃろう。これくらいはむしろ当然よ」

「お師し匠しようさまの言いつけで、いつでも旅に出られるように水と食料、旅の軍資金はここに常備してあります」

「うむ、では決まりじゃ」

　ヴァリエガータはそこで一同を見回し、それから轟ごう音おんの響ひびく頭上を見上げる。

「ひとまず撤てつ退たいとしよう」
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　暗い穴あな倉ぐらのような『抜け道』を、身を伏ふせながら進む。

　先頭にはサンデリアーナ、それに続いてエリザ、レベンス、ヴァリエガータ。目の前ではエリザの腰こしがもぞもぞと動くのが見えるが、あまり見ないようにする。

　ぎりぎりで肩かた幅はばが通るほどの狭せまい通路は、うっかり頭を上げるとすぐにぶつかる。四つん這ばいで地面を嗅かぐ犬のように、少しずつ前に進むしかない。

「みなさん、もうすぐです。がんばってください」

　サンデリアーナが小声で励はげますと、その声が洞どう窟くつ内のように反はん響きようする。地下を通っているせいか、さっきまでの轟音は聞こえず、ぴちょん、ぴちょん、という地下水の音が耳に残る。

「あ、ちょっと止まります」

　サンデリアーナの声が聞こえたが、それは少しだけ遅かった。エリザが急に止まると、レベンスはとっさに反応できず、むぎゅっと鼻先がぶつかった。柔やわらかくて弾だん力りよくのある感かん触しよくに跳はね返される。

「んぶっ」

　レベンスが鼻を押さえると、エリザがお尻しりを押さえてこちらを睨にらんだ。

「ちげーよ、いきなり止まるからだよ」

「…………」

「なんだその不ふ服ふくそうな顔は」

「ヴァーちゃーん」

「なんじゃー」

「レベンスが、おしり、さわった」

「なんじゃと。小こ僧ぞう、非常時に何をしとるんじゃ！」

「イテ、イテテッ、尻をつねるな！　わざとじゃねーよ！」

「みなさん、どうかおしずかに……」

　サンデリアーナが困ったように注意する。

「レベンスさんも、今は控ひかえてください」

「いやいやっ、濡ぬれ衣ぎぬだって！」

　以前、お風ふ呂ろで『のぞき』の前科がある彼は、この手のことで女性陣じんの信しん頼らいが薄うすかった。

　やがて、ゴゴッ、と重い物体を動かすような音がして、冷たい風が吹き込んでくる。

「出口です。……みなさん、足元に気をつけて」

　サンデリアーナが先に出ると、次にエリザ、レベンス、ヴァリエガータと続く。

「けっこう長かったな」

　レベンスは軽く体を伸ばし、服を何度かはたく。染しみ込んだ地下水で、その外がい套とうはかなり濡れている。

「で、どこなんだ？」

「谷の裏手にある鍾しよう乳にゆう洞どうです。まっすぐ下くだると、山のふもとに通じています」

「ああ、道理で……」

　レベンスは周囲を見回す。壁かべは苔こけに覆おおわれ、天てん井じようには氷柱つららのような石が何本も垂たれ下がっている。きっと長い時間をかけてできた洞どう窟くつなのだろう。

「した、ぬるぬる」

　エリザが靴くつを小さく動かす。路面にも苔が生はえ、そこに水が流れているせいでかなり滑すべりやすくなっている。

「足元に気をつけて、私の後をゆっくり付いて来てください」

　サンデリアーナの先せん導どうで、一いつ行こうは鍾乳洞を進む。壁に付いた苔がほのかに発光しており、かろうじて視界はあるものの、足が滑って思うように前に進めない。

　やがて、一時間も歩くと下り坂だった鍾乳洞が徐じよ々じよに平らになってくる。それからさらに何度か蛇だ行こうするように進むと、ようやく出口が近づいてきた。

「えっと……この先が外のようですね」

　サンデリアーナが地図に視線を落とし、現在地を確かめる。

「ヴァーさま、これからどうしま──」

「しっ」

　ヴァリエガータが唇くちびるに指を当てる。その視線は洞窟の入り口に向いており、サンデリアーナもハッとして黙だまる。

「（小こ僧ぞう）」

　師し匠しようは小声で弟で子しを呼び、手の動きで「様よう子すを見て来い」と伝える。レベンスは黙だまってうなずくと、鍾乳洞の入り口へと慎しん重ちように進み、付近の様子を探る。

　──おい、マジかよ……。

　彼はそこで驚おどろきの光景にぶつかる。洞どう窟くつの周辺も、その先の森にも、武ぶ装そうした兵士がうろついており、それは数人ではなく数百人規き模ぼの部隊で展開している。鍾しよう乳にゆう洞どうのほうを警けい戒かいしている様よう子すはないが、伝でん令れい役やくらしき者が前線からの指し令れいを伝えており、後方支し援えんの部隊か、あるいは予備の兵力か、いずれにせよ想像以上に敵の数が多い。

　彼は軍の配置をできるかぎり確かめたあと、ゆっくりと後ずさって鍾乳洞の奥へと戻る。角かどまで戻って身を隠かくすと、ようやく一息吐つく。

「どうじゃった？」

　ヴァリエガータが小声で尋たずねる。その視線はまだ入り口付近に向けられている。

「予想以上だ。このへんだけで三百人はいるし、おそらく森の向こうにはもっといる」

「戦せん陣じんの真まっ只ただ中なかというわけか」

「そういうことだ」

　レベンスが状じよう況きよう報告を終えると、「そんな……」とサンデリアーナが落らく胆たんした声を出した。

「申し訳わけございません、私が『抜け道』などを提てい案あんしたばかりに……」

「いや、言いだしっぺはわしだから、サンちゃんが気に病む必要はない。あの家におったらいずれは袋ふくろ叩だたきじゃ」

「だが、どうする？　これだと鍾乳洞から出られないぜ」

「ふむ……」

　そこで剣けん聖せいは、一度目を閉じて、しばらく黙もつ考こうしたあとに切り出した。

「わしが『囮おとり』になろう」

「囮……？」

　レベンスはギョッとして師し匠しようの顔を見つめる。

「いったい何をするつもりだ？　まさか、一人で軍隊を引き連れていくつもりじゃねぇよな？」

「なんじゃ、分かっとるじゃないか」

　ヴァリエガータはあっけらかんと答える。

　もちろんレベンスは納なつ得とくがいかない。

「いやいや、あの数を見たか？　下へ手たすりゃ千以上いるかもしれない相手に、たった一人なんて無茶苦茶だ」

「なに、雑ぞう兵ひようごとき何人いたって変わらんよ。どうってことはない」

「師匠、俺おれは真ま面じ目めにしゃべってるんだぜ？」

「わしだって大真面目じゃ」

　二人の師し弟ていは視線をぶつけ合う。レベンスは険けわしい顔をしているが、ヴァリエガータはいつもと変わらぬ飄ひよう々ひようとした顔だ。

　やがて、師匠はフッと表情を緩ゆるめる。

「なに、そう怖こわい顔をするでない。……ほら、思い出してみい。エリオットとやったときには、おぬしが囮おとりになったじゃろ？　今度はそれが逆になるだけじゃ。違うか？」

「しかし……」

「たまにはわしにもカッコつけさせろよ。心配いらん、ちょいと逃げ回って戻ってくるだけさ。……サンちゃん」

「はっ、はい」

　名前を呼ばれて、サンデリアーナは姿勢を正す。

「聞いたとおりじゃ。わしはこれからちょっくら出かけてくる。戻もどるのは少々後になるから、合流場所を決めておこう」

「ですが……」

「サンちゃんまでそんな顔をせんでもいいんじゃよ。なに、大だい丈じよう夫ぶさ。案ずることはない」

「…………」

　サンデリアーナは黙だまっていたが、ヴァリエガータの意志が固いと見るや、静かにうなずいた。

「で、サンちゃん。待ち合わせには、やはりある程度大きな街が良いかのう？」

「そうですね……。たとえば、商都リアトリスの『スピカータ亭てい』はいかがでしょう？　以前、武器を卸おろしたときにいっしょに泊とまった宿です」

「おお、覚えておるぞ。向かいが武器屋のとこじゃろ」

「そうです。あそこなら旅行客も多いですし、いかに帝国軍でもリアトリスのような大都市の全面封ふう鎖さはできないでしょう。待ち合わせには適当かと」

「さすがサンちゃん、目のつけどころが良いな。よし、そうしよう。期間は、そうじゃな……もし、わしが一ヶ月以内に来なかったら、そのときは別行動としよう」

「おい、別行動って……」それはレベンスが聞きとがめる。「師し匠しよう、戻って来るんだよな？」

「万が一の場合じゃよ、万が一。……分かるじゃろ？」

　ヴァリエガータは弟で子しをまっすぐ見つめる。弟子はハッとした顔になり、それから唇くちびるを嚙かむ。

　ここでいう『万が一』とは、師匠が軍隊相手に不ふ覚かくを取ることを差しているのではない。軍隊に対して聖せい剣けんを使った場合に、剣けん魔まに身を落とすリスクを差しているのだ。それは、すでに剣魔化の前ぜん兆ちようである『黒い血けつ管かん』が浮き出ている師匠にとって、決してありえないことではない。

　──く……っ。

　レベンスは悔くやしげに拳こぶしを握り、わずかにうつむく。

　弟子が黙ると、師匠はサンデリアーナと今後のことについてさらに打ち合わせを重ねた。運悪くリアトリスまでの道が封鎖していた場合や、軍の包ほう囲い網もうが予想以上に厳きびしかった場合など、不測の事態を話し合ったあとに、ついに別れの時間が来る。

「では、わしは行くとしよう。小こ僧ぞう、あとのことは頼たのんだぞ」

「あ、ああ……」

「小こ童わつぱ、達者でな」

「うん……ヴァーちゃんも、気を、つけて」

　エリザが心配げに言う。「うむ、気をつけよう」と師し匠しようはうなずく。

「サンちゃん、いろいろ巻き込んですまんな。どうか、二人の力になってやっとくれ」

「ええ、もちろんです。ヴァーさま、くれぐれもご無事で。何とぞご無理なさらぬよう」

「うむ、心得た。……ではな」

　そこでヴァリエガータは、大おお鎌がま一本のみを肩に担かつぎ、鍾しよう乳にゆう洞どうの出口へと歩いていく。

　その後ろ姿を見て、レベンスは思わず呼び止めてしまう。

「師匠！」

「なんじゃ」

　ヴァリエガータは小さく振ふり返る。

　何か言おうとしていたはずだが、いざ呼び止めてみると何を言ってよいのか分からず、出てきた言葉は平へい凡ぼんなものだった。

「その……えっと、油断するなよ」

「フッ」

　師匠は小さく肩をすくめ、得意げな笑みを浮かべる。

「誰だれに向かって言うておる？」

　そして彼女は、手を軽く挙あげて鍾乳洞を出て行った。

　──師匠……。

　しばらくすると、木が何本も倒れる音と、何かが爆ばく発はつしたような音が聞こえた。

　それが戦いの狼煙のろしだった。




　　　　　　　　　６




　結論からいうと、鍾乳洞からの脱出はうまくいった。

　ヴァリエガータはこれでもかと無数の木々をなぎ倒し、遠くにいても居場所が分かるほどに派は手でに暴れ回った。結果、軍隊はそちらに気を取られ、後方の部隊も含ふくめて彼女を追っていった。

　レベンスたちはその隙すきを突ついた。軍隊が出払ったタイミングで鍾乳洞から脱出し、身を低くして反対方向に走った。途中、他の部隊と何度か遭そう遇ぐうしかけたが、そのたびに草むらや木こ陰かげに身を隠かくしてやり過ごした。気づかれなかったのは、夜の闇やみが味方してくれたことと、何よりヴァリエガータの出す轟ごう音おんが兵士たちの注意を引いたからだ。

　その夜。

　一本の木を三人で囲み、それぞれが寄り掛かる。夜通し歩いて隣となりの山まで移動したので、軍隊とはかなり距きよ離りが開いたが、それでも念のため火は使えない。月は雲くもに隠かくされ、完全に闇やみに包まれた世界は互いの顔もよく見えないほどだ。

　──師し匠しよう、まだ戦ってるのか……。

　時々、何か大きな音が遠くで聞こえる。それは、剣けん聖せいと大軍がいまだ戦せん闘とうに明け暮れている証あかしであり、脱だつ出しゆつは成せい功こうしたが、三人の表情は硬かたく、さっきから一言もしゃべらない。

　交代で仮眠を取ると、やがて一夜が明ける。

　今の気分を表すような曇り空が広がる下、三人は薄うす暗ぐらい山道を出発した。

　目的地のリアトリスは北部最大の商業都市。早馬を飛ばせば十日ほどだが、徒歩で山道を進むとなると何倍もの時間と労力を要することは疑いない。

　ありったけの水と食料を用意してきたので、早々に飢うえる心配はない。だが、その分だけ荷物は重く、『闘神乃腕レーヴアテイン』『聖女乃証クローデイア』といった聖せい剣けんもかなり嵩かさ張ばる持ち物だ。足場の悪い獣けもの道みちを進むうち、レベンスは早くも疲ひ労ろうを覚えた。

　どこかで馬を調達したい。だが、街道に出るのはそれ自体が遠回りであり、何より監かん視しの目がある。徒歩で旅を続けるにはかなりペース配分に注意しないとまずいな、と彼は自じ戒かいする。

　小まめに休きゆう憩けいを挟はさみつつ、翌よく日じつもまた野宿となる。雨風をしのげそうな岩いわ肌はだ沿ぞいに腰こしを落ち着けると、簡かん素そな夕食を取り、後はすることがなくなる。今日も焚たき火はせずに、月明かりだけの夜だ。

　妙みような重苦しさがあった。

　エリザは元より寡か黙もくだし、レベンスも無ぶ愛あい想そうを絵に描かいたような男だ。そしてサンデリアーナも物静かなタイプと来ているので、気づけば三人とも押し黙だまっている。こんなとき、師し匠しようがいれば……と頭によぎったりもするが、それは口に出さない。

　師匠、今ごろどうしているだろうか。

　レベンスは離はなれ離ばなれになった恩おん師しの身を案じる。一般の兵士相手に不ふ覚かくを取るようなことはないだろうが、とにかく敵の数が多すぎる。師匠なら心配ない、と言い聞かせてはみるが、それでも不安は拭ぬぐえない。

「レベンスさん」

「ん？」

　顔を上げると、金きん髪ぱつの女性がこちらを不安そうに見つめている。

「ヴァーさまの、ことですが……」

「なに、心配いらないさ」

　彼は胸中とは裏腹に、軽い調子で答える。

「ありゃあ、殺しても死なないような人だぞ？　待ち合わせの宿やどでひょっこり会えるさ」

「そうですね……。すみません、変なことを聞いて」

「いや、別に」

　レベンスは励はげますように微笑ほほえんでみせる。彼女も微笑み返すが、それはすぐに消える。

　ここ二日の様よう子すを見るかぎり、サンデリアーナはかなり顔色が悪い。体調がすぐれないというよりも、精神的な不安が大きいように思える。

　かつて、姉のドラセナと並び称された『金きん髪ぱつの双そう龍りゆう姫き』。ヴァリエガータいわく『もう一人の天才』。そうした肩書きから受ける印象と、目の前にいる女性はだいぶ違う。

　違い和わ感かんを覚えつつも、彼はそのことを指し摘てきしたりしなかった。生き真ま面じ目めな彼女に言っても、かえって気を遣つかわせるだけで、考えてみればこれが正常な反応なのかもしれない、とも思う。どんな状じよう況きようでも顔色を変えないエリザのほうがむしろ異い端たんなのだ。その証しよう拠こに、銀ぎん髪ぱつの少女は彼の隣となりで剣を抱き、すやすやと眠りこけている。今はその豪ごう胆たんな心しん臓ぞうがうらやましい。

「俺おれが起きてるから、あんたは寝ていいぞ」

「はい……すみません」

　サンデリアーナは申し訳わけなさそうに腰こしを上げると、エリザの隣まで来て横になろうとした。

　そのときだ。




　ガサッ、と物音が聞こえた。




「誰だれだ……っ！」

　レベンスは叫さけぶと同時に剣を手に取り、中腰に構える。横になりかけたサンデリアーナも木を背にして警けい戒かいした顔になり、エリザもパッと目を覚さまして上体を持ち上げる。

　物音はまだ聞こえる。

「俺が見てくる」

「わたしも、いく」

「いや、エリザは残ってくれ。何かあったら呼ぶ」

「……わかった」

　エリザは素直にうなずく。

　出掛けに、レベンスはちらりとサンデリアーナを見る。その横顔は蒼そう白はくで、少し引きつっているようにも見える。

　彼は懐ふところからナイフを取り出すと、一いち抹まつの不安を振ふり切って草むらへと分け入った。
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　──レベンスさん……。

　木々の向こうに消える彼を見つめ、サンデリアーナは胸を軽く押さえる。

　隣では、銀髪の少女が大剣を携たずさえ、茂しげみの奥をじっと見つめている。その顔はいつもと変わらぬ無表情だが、唇くちびるはキュッとすぼまっている。彼のことが心配なのだ、とすぐに分かる。

　しばらく待ったが、レベンスはなかなか戻ってこない。エリザは直立不動でただ彼の消えた方角を凝ぎよう視ししている。きっと、彼が思っている以上に、この少女はレベンスのことをいつも気に掛けている。

　こういうとき、サンデリアーナはひどく落ち着かない気分になる。なんだか自分の足場が定まっていないような感覚に陥おちいり、トックトックトックトックと胸が知らずに速く打つ。

　本質的に、サンデリアーナは心配性で、一人で物事を決められない性格だった。幼いころは何でも姉の真ま似ねをして、家を出てからはヴァリエガータに相そう談だんし、鍛か冶じ屋やになってからは師し匠しように頼たよった。一人暮らしをしたのも、今の師匠が亡なくなってこの半年間が初めてだ。当然、こんなふうに当てのない旅に出たのは人生で初めてとなる。

　それに──

「へん」

　ぽつりと、エリザがつぶやいた。

「はい？」

「さすがに、時間、かかりすぎ」

　エリザは事実を確認するように、切れ切れに言葉をつなげる。

「わたし、行ってくる」

「え？」

　そして少女は、サンデリアーナの返事を待たずにガサリと茂しげみに飛び込んだ。

「あ、ちょっと、エリザさん……!?」

　少女の姿はすでにない。

　ぽつんと、サンデリアーナはその場に一人で残される。

　どうしよう……。

　一人になった途と端たん、不安はこれまで以上に膨ふくれ上がる。落ち着け、大だい丈じよう夫ぶ、と自分に言い聞かせるが、せりあがる速い鼓こ動どうは収まりそうもない。

　どうして、私はこんなに臆おく病びようなのだろう。

　いつも、自分で自分が嫌いやになる。あの日、姉との真剣勝負で、背を向けて逃げ出した自分。そのときから自じ己こ嫌けん悪おの念はずっと続いている。

「いつ……っ」

　背中の傷がうずく。

　卑ひ怯きよう者ものだ、おまえは卑怯者だ、と訴えるように、背にある十じゆう字じ架か型がたの傷はズキズキと痛む。そのたびに彼女は昔の過あやまちに苛さいなまれる。

　誰だれか、早く、戻ってきて。祈いのるように彼女は胸を押さえた。

　そのときだ。




「隙すきだらけだぞ、サンデリアーナ」




　ふいに、声がした。

　ハッとして顔を上げ、彼女は驚おどろきで目を見開く。

　いつの間にか、目の前には見知らぬ人物が立っていた。顔に覆ふく面めんをして、腰こしには二本の長刀。

「な……っ」

　慌あわてて距きよ離りを取り、腰に帯びた剣を手に取る。

「何者ですか……っ!?」

「おっと」

　剣士は自みずから覆面をはぐ。すると、長い黒くろ髪かみが風になびき、端たん整せいな顔立ちが露あらわになる。

「サツキ……っ!?」

　サンデリアーナは目を丸くする。そこには懐なつかしい旧きゆう友ゆうの顔があった。

「い、生きてたのね!?」

「おいおい、勝手に殺すなよ。おまえこそ元気そうだな」

　黒髪の少女は肩をすくめる。どこか男っぽい口調は、ともに剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようをしたときと変わっていない。

「よかった、サツキが元気で……」

　サンデリアーナは親友の無事に、素直に喜びの念を表す。

　だが、そこで素そ朴ぼくな疑問も口にした。

「でも、どうしてこんなところに……？」

　そこでサツキの表情が険けわしくなった。

「悪いが、おまえたちをつけさせてもらった」

「つける？　なぜ？」

「わたしこそ聞きたいよ、サンデリアーナ。さっきの銀ぎん髪ぱつは、例の『剣けん聖せい殺し』だろう……？」

「う……」

　サンデリアーナは息を飲む。そこまで相手に事情が割れているとは思わなかった。

「おまえは姉のドラセナを奴やつに殺された。そのおまえがなぜ、仇かたきといっしょにいるんだ？」

「そ、それは……」

「返答次し第だいでは──」

　サツキはすらりと刀を抜き放つ。

「おまえであっても、容よう赦しやしない」

　銀色の刃やいばが、親友の喉のど元もとに突つきつけられる。

　その途と端たんだった。

「ひっ、ひっ……」

　サンデリアーナは急に気分が悪くなり、呼吸困こん難なんになった。込み上げる悪お寒かん、不快感、そして恐きよう怖ふ。脳のう裏りには、かつて姉と戦ったときの苦い記き憶おくが蘇よみがえる。凄すさまじいまでの姉の剣技と、それに背を向けて無ぶ様ざまに敗北した自分。

「ひィ、う、あ、あ……」

　彼女の目には今、親友の姿が姉の姿と重なって見えていた。どんなに努力しても、どんなに追いかけても、どんなに歯を食いしばっても、絶対に届かなかった姉。何でもできる姉、天才の姉、無敵の姉。

　あのとき姉は黙だまっていた。何も言わずに、哀あわれみを浮かべた目で、情けなく敗北した妹を見下ろしていた。

　そして待っていたのは、一族からの罵ば詈り雑ぞう言ごんだった。

『この面つら汚よごし！』

『家名に泥どろを塗ぬりおって！』

『ああ恥はずかしい娘むすめだこと！』

　忌いまわしい記憶は虫のように彼女の耳に入り込み、その脳のう髄ずいの中をぐちゃぐちゃに搔かき回す。彼女は剣を取り落とし、もう何も聞きたくないというように両耳を塞ふさぎ、膝ひざを屈する。

「顔を上げろ、サンデリアーナ」
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　サツキの声が聞こえる。それは厳きびしい口調だ。

「残念だが、今の私におまえを気き遣づかう余よ裕ゆうはない。殺す前にこうして釈しやく明めいを聞いてやるのが親友のよしみだと思え。……さあ答えろ。おまえはなぜ、『剣けん聖せい殺し』に味方する？　何か弱みでも握られているのか？　それともこれはおまえの意志か？」

　剣先を突つきつけたまま、サツキは追つい及きゆうを続ける。

「う……うぁ、う……」

　サンデリアーナはかろうじて顔を上げるが、すでに目の焦しよう点てんは定まっていない。こみ上げる恐きよう怖ふでもはや理性は働いていない。背中の傷が、まるで張り付いた十じゆう字じ架かのように重くのしかかり、立ち上がることすらできない。

　サツキは一度目を閉じると、

「……では、さよならだ」

　と告げた。

　刀とう身しんが、処しよ刑けいの執しつ行こう前のようにまっすぐ振ふり上げられる。

　サンデリアーナは動けない。引きつった顔で、断だん頭とう台だいに拘こう束そくされた罪人のごとく空を仰あおぐ。

　次の瞬しゆん間かん。

「ちっ」

　サツキが刀身の軌き道どうを変え、燕つばめ返しのように左右に二度振った。キキンッ、と音がしてナイフが地面に落ちる。

　その直後、若い男が茂しげみから一直線に走り出てきた。流れるような剣捌さばきで初しよ撃げきを打ち込むと、サツキは黒くろ髪かみをなびかせて後ろに飛ぶ。

「ああ……」

　サンデリアーナは声を漏もらす。

　そして男性の声が聞こえた。




「大だい丈じよう夫ぶかっ!!」
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　──何者だ……!?

　レベンスは剣を構えたまま、相手を見み据すえる。

　背後にはへたり込んだ金きん髪ぱつの女性。まるで別人かと思うほど顔面蒼そう白はくで、呼吸困こん難なんのように「ひっ、ひっ」と時々しゃくり上げている。

「おまえか、サンデリアーナをたぶらかしたのは」

　黒髪の少女はレベンスをきつく睨にらむ。その瞳ひとみはギラつき、何か強い執しゆう念ねんを感じさせる。

　こいつ……。

　その顔立ちは誰だれかに似ているような気がするが、すぐには思い出せない。

「剣けん聖せい殺しの前に、まずは貴き様さまから成せい敗ばいしてやるっ！」

　女性は鋭するどく言い放つと、剣を鞘さやに収めた。そのまま腰こしを落とし、右手を柄つかに当てる。

　彼はその構えに見覚えがある。さんざん修しゆ行ぎようでしごかれたのだから、忘れるはずもない。

「そうか……」

　彼も剣を鞘に収め、腰を低く落とす。

　二人の男女は、互いに同じ抜ばつ刀とう術じゆつの構えを取る。

「貴様、どういうつもりだ」

「おまえこそ俺おれの真ま似ねをして何のつもりだ」

「なにィ……」

　彼が挑ちよう発はつしてみせると、少女はにわかに顔をしかめた。見れば、まだ相当に若い。さすがにエリザよりは上に見えるが、サンデリアーナよりはだいぶ年下だろう。

「このわたしに抜刀術で挑いどむなど、身の程ほど知らずめ」

「それはどうかな」

　言葉は挑発的だが、レベンスは相手の力量をひしひしと感じていた。目に宿やどる殺気は少女とは思えぬ迫はく力りよくで、構えも堂どうに入いっている。そもそもサンデリアーナが膝ひざを付いている時点で、相当な力量であると考えるべきだ。

　そうやって相手を分ぶん析せきしていると、

　──！

　地面を蹴けり、敵は一いつ挙きよに仕掛けてきた。低い体勢で飛び込み、そこから跳ちよう躍やく力を生かしての伸び上がるような抜刀術。

　まずいっ、と思った瞬しゆん間かんに彼も迎むかえ撃うった。相手の軌き道どうを外すように半身になって剣を繰くり出すと、互いの剣先がぶつかり、火花を散らして弾はじかれる。

「ぬっ」

　相手の少女は弾かれたことに驚おどろいたのか、そこで間合いを取った。

　やばかった……！

　全身を嫌いやな汗あせが流れる。今の抜刀術は彼よりも数段速かった。ぎりぎりで回かい避ひできたのは、それが見覚えのある『型』だったからにすぎない。

　ユキノシタ流抜刀術。

「貴様……」

　驚いたのは向こうも同じようだった。レベンスに警けい戒かいした眼まな差ざしを向け、「おまえがそうなのか？」と訊きいてくる。

「あ？　なんのことだ？」

「しらばっくれるな！」

　黒くろ髪かみを振ふり乱し、少女は怒ど鳴なる。

　剣腕は一流、だが血の気けが多く、性格は直情的──レベンスは瞬しゆん時じに相手を分ぶん析せきする。若くして強くなった者にはこういうタイプが多い。

「ふん……ならば力ずくで聞いてやる。まがいものとは違う、真の抜ばつ刀とう術じゆつでな」

　彼の分析そのままに、少女は大おお仰ぎようなセリフとともに再び刀を収め、構えに入る。

　一いつ瞬しゆん、少女の体から何か光のようなものが立ち昇のぼる。それは少女の持つ剣へと集約し、鞘さやごと冷気のような光で満たす。

　そして少女は、いきなり抜刀の姿勢に入った。

　なんだ……!?

　彼は相手の出方を読めない。二人の間にはまだ相当の距きよ離りがあり、あの位置では刀の切っ先さえ彼に届かないはずだ。

　だが、次の瞬しゆん間かんに彼は驚きよう愕がくする。

　少女の黒髪が舞まい上がり、鞘から刀とう身しんが抜き放たれる。

　すると、抜刀と同時に、凝ぎよう縮しゆくしたエネルギーのようなものが放出され、それは『風』となって彼に向かってくる。

　やばい！

　彼はとっさに倒れ込み、サンデリアーナをかばう。放たれた『風』は鋭するどい牙きばを剝むいて彼の体を切り裂さく。背中の皮ひ膚ふが浅く裂さけて血が噴ふき出し、「ぐっ……」と彼はうめく。

「今のは挨あい拶さつ代わりだ。本来なら貴き様さまの体を真っ二つにしてやるところだが、仲間を庇かばった心意気に免めんじて勘かん弁べんしてやる」

「それは……ありがたいね」

　──強い！

　減らず口とは裏うら腹はらに、彼は少女の力量に面食らっていた。先ほどの抜刀術は凄すさまじい威い力りよくで、背後にあった大木がめきめきと倒れる。

　──ならば。

　彼は戦術を変える。

　懐ふところからナイフを取り出し、両手に二本ずつ、計四本を手に取る。とにかく、相手の流派がなんであれ、抜刀術勝負では分ぶが悪い。

「そんな小こ細ざい工くがわたしに通じると思うのか」

　少女は納のう刀とうしながら苦々しげに彼を睨にらんでくる。

「通じると思うから出したのさ」

「口の減らないヤツだな」

「おまえもな」

　挑ちよう発はつ的てきなセリフを交わしながら、互いに隙すきを探る。

　少女が間合いを詰つめ、再び前に出ようとした瞬しゆん間かん、『それ』は飛んできた。




　ザンッ、と大地に何かが刺さる。




「くっ……」

　黒くろ髪かみの少女は後ろに飛び退のく。そこに刺さったのは黒光りする大剣。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……!!」

　剣は名前を呼ばれると、独りでに地面から抜け、また主あるじの手へと収まった。

　彼はようやく戻ってきた味方の名を叫さけぶ。

「エリザ……！」

　銀ぎん髪ぱつの少女は小さくうなずき、ブンッと剣を振ふるって相手を睨にらみつける。

「だれ……？」

「おまえが『剣けん聖せい殺し』だな？」

　鋭するどい視線で少女は問う。

「そう」エリザは生き真ま面じ目めに答える。「わたしが、けんせいごろし」

「おまえが……」

　その名を聞いて、少女の雰ふん囲い気きが明らかに変わる。その瞳ひとみは見開かれ、歯は獣けもののごとくギチギチと食いしばられる。可か憐れんな白い顔がみるみる憎ぞう悪おに歪ゆがむ。

「おまえが……母上を……」

「はは、うえ？」

　エリザが聞き返す。

　そこで黒髪の少女は、自分の名を告げた。

「わたしは剣聖ハヅキ・ユキノシタが一子、サツキ・ユキノシタだ」

　やはりか、とレベンスは合が点てんがいく。ヤポニカ特有の黒い髪に黒い瞳、そして先ほどの抜ばつ刀とう術じゆつ。ユキノシタ門下には違いないと察していたが、この少女が行方ゆくえ不明だった娘むすめというわけか。

「あなたが……ユキノシタ、の」

　エリザは急に声のトーンを落とす。

「なぜ母上を殺した！」

「それ、は……」

「母上は重い病気だった。もはや剣など取れる体ではなかったのだ。なのに……貴き様さまらは」

　ユキノシタの娘だという『サツキ』は、また抜刀の構えを取った。

　エリザは伏ふし目がちな視線で、ぽつりと尋たずねる。

「おかあさんの、かたき、うち？」

「決まっている！」

「そう……」

　エリザも大剣を構え、腰こしを落とす。

「でも、わたしは……」その青い瞳ひとみが静かに光る。「まだ、しねない、の」

「知るか！」

　叫さけぶと同時に、サツキは突とつ撃げきしてくる。

　二人の間合いが詰つまると、今度は至し近きん距きよ離りからの抜ばつ刀とう術じゆつとなった。エリザはこれも大剣で受けようとするが、小回りが効かない分だけわずかに遅れを取る。

　やばい、食らう……とレベンスが思ったときだ。

　ぴたりと、サツキの動きが止まった。その手は柄つかに置かれたまま、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたように動かなくなり、そして少女は一転して後ろに跳ちよう躍やくした。

「……？」

　エリザが首を傾かしげる。絶対的な好こう機きだったのに、敵がなぜか急に動きを止めたからだ。

　──なっ!?

　そこでレベンスはあることに気づく。サツキが手にしている剣が、さっきと違う。

　それはかつて彼が手にした、あの──。

　──天空乃瞬ウインザー!?　いつの間に!?

　聖剣を携たずさえたサツキはもう一度エリザを睨にらむと、「今は、命を預けておいてやる」と吐はき捨て、その身を翻ひるがした。

「あ、待ちやがれ！」

　持ち逃げされてはかなわぬと、レベンスも林に分け入る。木々を避よけながら全力で走る。

　やがて、馬のいななきが聞こえると、木々の向こうでサツキが飛び乗るのが見えた。

　まずい！

「天空乃瞬ウインザー!!」

　彼はとっさに叫さけぶ。主あるじが呼べば、聖せい剣けんは馳はせ参じる。

　そのはずだった。

　だが、予想はすぐに裏切られる。

　聖剣はぴくりとも反応せず、少女は馬を駆かって悠ゆう然ぜんと逃げていく。

　どういうことだ……!?

　もう一度聖剣の名を叫ぶが、結果は同じだった。サツキが何か叫ぶのが聞こえたが、それはうまく聞き取れない。

　馬の蹄ひづめの音も聞こえなくなると、レベンスは追いかけるのをやめた。人間の足で追いつくのは不ふ可か能のうだ。

　忸じく怩じたる思いで元の場所に戻ると、銀ぎん髪ぱつの少女が待ちかねたように彼を出で迎むかえる。

「エリザ、怪け我がはないか……？」

「わたしは、へいき。それより、『天空乃瞬ウインザー』は？」

「すまねぇ、持っていかれた……」

「じゃあ、すぐ、追わなきゃ……」

　少女は林の中に入ろうとする。

「待て待て。馬に追いつけるわけないだろ。夜が明けてから仕切り直しだ」

「うぅっ……」

　少女は悔くやしそうな顔をする。

　そのときだ。

「レベンスさん……っ!!　エリザさん……っ!!」

　サンデリアーナが叫さけぶ。

「どうした！」

「聖せい剣けんが……」

　彼女は木の向こうから顔を出すと、泣きそうな声で告げた。




「ぜんぶ、なくなっています……」
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　最悪の事態だった。

　腹を裂さかれた動物のごとく、荷物の袋ふくろはざっくりと斬きられて中身を引きずり出されていた。『天空乃瞬ウインザー』をはじめ、『闘神乃腕レーヴアテイン』『双龍乃牙ズルフイカール』『聖女乃証クローデイア』という四本の聖剣がすべてなくなっており、先ほどの少女に盗ぬすまれたことは疑いようもない。

「申し訳わけ、ございません……」

　サンデリアーナが恐おそれ入ったように頭を下げる。

「いや、別にあんたのせいじゃねぇよ」

「いいえ、私の責任です。私が、あのとき、しっかりしていれば……」

　金きん髪ぱつを地につくほど下げ、サンデリアーナは深々と謝しや罪ざいする。その体は小こ刻ぎざみに震ふるえ、見ているほうが気の毒なほどだ。

　取り乱しているのは彼女だけではなかった。

「たいへん……」

　銀ぎん髪ぱつの少女はそうつぶやくと、「聖剣、はやく、取り返さなきゃ」と剣を携たずさえて出かけようとする。だが、すぐに立ち止まり、そこらをうろうろする。その様よう子すはまるで親を見失った雛ひな鳥どりのようだ。

「おい、頼たのむから二人とも落ち着いてくれ」

　彼はとりあえず、場所を移動することを提案する。こちらの居場所が割れている以上、いつまでも留とどまっているのは危険だ。

　尾び行こうに注意しながら、月明かりだけの夜道を慎しん重ちように進む。

「ここらでいいだろう」

　手ごろな岩場で足を止めると、レベンスは大きめの石に腰こしを下ろす。真っ暗な森の中で、ここは月明かりが差し込んでわずかに明るい。

「ほら、とりあえず水でも飲もう」

　水すい筒とうを差し出すと、エリザは黙だまって口を付ける。

「サンデリアーナも一口どうだ」

「いえ、わたしは……」

「いいから飲めよ」

　彼が少し強く言うと、彼女は水筒を受け取り、遠えん慮りよがちに一口だけ飲む。

　やれやれ……。

　まだ動どう揺ようを隠かくせない二人を見て、彼はフーッと息を吐つく。

　聖せい剣けんを四本とも盗ぬすまれ、レベンスとて動揺していないわけではない。だが、盗まれた事実は今さら嘆なげいても始まらないし、夜が明けるまでは何にしろ行動を起こせない。

　まずは状じよう況きようを整理し、それから次の手を考える。たったそれだけのことだが、人間は取り乱すと当たり前のことに頭が回らなくなる。二人が動揺している今、ここは自分が仕切らなければいけない。

「あの……本当に、申し訳わけございません」

「待った。俺おれもエリザも聖剣から不用意に離はなれたし、尾行にも気づかなかった。責任があるとすれば俺たち三人全員だ、そうだろ？」

「…………」

　サンデリアーナは答えられず、ただ視線を伏ふせる。

　案外、これが素すなのか？

　いつも軍人風に礼れい儀ぎ正しく振ふる舞まい、落ち着いた雰ふん囲い気きをまとう大人の女性。それがサンデリアーナの第一印象だ。だが今は失恋した少女のように小さくなって震ふるえている。

　本当に、姉妹で違うもんだな……姉のドラセナと比べて、彼は目の前にいる双ふた子ごの妹の姿に改めて驚おどろく。自信の塊かたまり、強さの権ごん化げのような姉に比べ、こちらはただの気弱な女性に見える。

「訊きいていいか？」

　レベンスが尋たずねると、サンデリアーナは小さくうなずく。

「あの少女──サツキ・ユキノシタについて、知っていることを教えてくれ」

「知っていること……」

「剣けん聖せいユキノシタの娘むすめだというのは分かるが、それにしては不ふ可か解かいな行動が多かった。仇かたき討うちのために奇き襲しゆうしてきたのに、急に攻こう撃げきをやめて、聖せい剣けんだけを持ち逃げした。何が狙ねらいなんだと思う？」

「狙い、ですか」

　レベンスに促うながされ、サンデリアーナは何度か瞬まばたきをする。

　やがて、「もしかしたら、ですが……」と控ひかえめな推すい測そくを述べた。

「サツキは、すごく直情的で、なんというか、ちょっと行き当たりばったりな部分がある子です。思い込みが激しく、感情のままに動き、後先はあまり考えず、困ったらその場で決める」

「おまえとそっくりだな」

　レベンスがエリザを見ると、少女は「む……」と不ふ服ふくそうに唇くちびるをとがらす。

「それで、サツキの動機ですが……」

　サンデリアーナが遠えん慮りよがちに話を戻す。

「なんといいますか、聖剣を持ち去ったのは『そこにあったから』くらいの理由だと思います」

「そこにあったから？」

「はい。彼女の目的は、あくまで母の仇討ち。次に母の形かた見みである『天空乃瞬ウインザー』の奪だつ還かん。とどのつまり、この二つに尽つきるかと」

「じゃあ、俺おれはともかく、あんたを襲おそったのは？」

「わたしがエリザさん──『剣聖殺し』の仲間だと思ったからでしょう。あの子からすれば、私は『裏切り者』なんです」

「裏切り者……」

「あの子にとって、私たちは『賊ぞく』。だからかつての友人でも成せい敗ばいするし、賊に奪うばわれた聖剣は当然奪い返す。その点は単純な動機です。……その、すみません、ぜんぶ、私の推測なんですが……」

「いやいや、参考になった。助かるよ」

　彼は情報を整理し、吟ぎん味みしてみる。

　サツキの目的は仇討ち、そして母の形見の聖剣。となると、彼女はそのうちの片方をすでに達成したことになる。

　ということは……。

「当初の目的どおり、リアトリスに向かおう。聖剣を奪還するのは師し匠しようと合流してから。どうだ？」

　レベンスは方ほう針しんを提てい示じする。「でも」とエリザが反論する。

「聖剣、はやく、追わないと……」

「相手の居場所が分からない以上、闇やみ雲くもに探してもまず見つからない。しかも向こうは馬で、こっちは徒歩だからな」

「うー、でも……」

　エリザはなおも迷まようように声を出す。

「大だい丈じよう夫ぶだ。サンデリアーナの推すい測そくが正しければ、相手のもうひとつの狙ねらいは仇かたき討うち……つまりエリザ、おまえだ。だから必ずあのサツキってのはおまえの前に現れる。そのときが聖せい剣けん奪だつ還かんのチャンスだ」

「そう……かな」

　エリザは首をひねり、自分の意見と彼の意見を比べる。やがて、一応納なつ得とくしたらしく「……わかった」と答えた。

「サンデリアーナもそれでいいか？」

「ええ、私も、それがいいと思います」

　彼女も小さくうなずく。

「よし、決まりだ。明日は早くに発たつ。今日はもう寝るぞ」

　やや強引に今後のことを決めると、レベンスはさっさと横になる。

　無む論ろん、自分の判断に絶対の自信があるわけではない。ただ、うろたえる二人を前にして、ここは自分が展望を示さないといけないと思った。

　師し匠しようだったら、もっとうまくやるんだろうな。

　そんなことを思いながら、彼はうっすらと目を開ける。

　エリザは横になっていたが、サンデリアーナはまだ座ったままで、物もの憂うげに地面を見つめていた。
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　それから三日ほど、三人は山中を進んだ。

　ヴァリエガータとの待ち合わせ場所に向かって、黙もく々もくと獣けもの道みちを歩き続ける。口数はいつも以上に少なく、どこか重い雰ふん囲い気きが漂う。特にサンデリアーナは元気がなく、まだ聖剣盗とう難なんの責任を感じているようだった。

　その夜は、小川の近くで一いつ泊ぱくすることになった。

　久しぶりに焚たき火を熾おこし、エリザが捕つかまえた魚を周囲に並べる。焦こげ目の付いた魚を、「アチチ」と声を出しながらかぶりつく。

「コラ、おまえはまたこぼして……っ！」

　完全に妹を叱しかる兄目線で、レベンスはエリザの服を拭ふいてやる。エリザは子こ猫ねこのように夢中で食べている。

「食べないのか？」

　レベンスはサンデリアーナに魚を差し出す。

「その、食欲が……」

「食べないと持たないぜ。ほら」

　彼はなかば強引に、枝に刺さった魚を手渡す。サツキ・ユキノシタの襲しゆう撃げきがあって以来、彼女の食が細いのは彼も心配しているところだった。

「はい……」

　サンデリアーナは申し訳わけなさそうに魚を受け取り、煤すすを払って控ひかえめに口を開く。この元・貴き族ぞく令れい嬢じようは食べ方がいつも上品で、隣となりでボロボロこぼしながら食べるエリザとは対照的だ。

　夕食が終わる。

　焚たき火を囲んで黙だまっていると、だんだんと雰ふん囲い気きが暗くなる。エリザは無表情だが、サンデリアーナは三日前と変わらず沈ちん痛つうな面おも持もちだ。

　やがて、焚き火が弱まるのに呼応するように、三人はそれぞれ寝ね床どこに着いた。

　重い空気を嘆なげくように、遠くで狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえた。




　その日の深夜、レベンスはふと目を覚さました。

　まず聞こえたのは、ホウ、ホウ、というフクロウの鳴き声と川のせせらぎ。そして、それらに重なるように、ヒュッ、ヒュウッ、という風切り音。

　何の音だ？

　彼は起き上がり、周囲に目を凝こらす。エリザは大剣を抱いて眠り、荷物は木の根元に積つんである。ただ、あと一人の姿が見えない。

「サンデリ、アーナ……？」

　立ち上がって、音のする方へと歩く。それは木々の奥から聞こえる。

　近くまで来て、彼は立ち止まる。

　その光景は圧あつ倒とう的てきだった。

　煌きらめく剣けん閃せんが、縦じゆう横おう無む尽じんに空を裂さく。それは闇やみを旅する流星のごとく美しい光の軌き道どうを量産する。いつだったかの夜に見たものより、さらに鋭するどく速い。

　サンデリアーナは一いつ心しん不ふ乱らんに剣を振ふるう。もうどのくらいそうしているのか、白い肌はだは火ほ照てり、珠たまのような汗あせが飛び、それが流りゆう麗れいなる剣閃によって美しく舞まい散る。

　その剣けん舞ぶは芸げい術じゆつだった。

　彼はしばらくの間、その光景に見とれた。剣速のすさまじさもさることながら、剣士それ自身の美しさに心を奪うばわれていた。波のように金きん髪ぱつが宙に躍おどり、剣風にあおられた葉が彼女を祝しゆく福ふくするように舞い上がっては四つに切断されて散っていく。姉のドラセナの剣は優ゆう雅がさの中に力強さを感じさせたが、妹の剣はずっと繊せん細さいで、どこか儚はかなさすら感じる。それは二人の姉妹の性格をも現しているようだ。

　それからもかなりの長い間、サンデリアーナは剣けん舞ぶを続けた。剣士を引退した、などというのが噓うそだと思うくらい、その動きは澱よどみなく、また美しかった。

　──さすが、黄おう金ごんの双そう龍りゆう姫きと呼ばれた天才。

　師し匠しようの言葉を思い出す。サンデリアーナを評するとき、ヴァリエガータは二言目には『天才』という形容をつける。それがお世せ辞じではなく真実なのだと彼も納なつ得とくする。

　姉のドラセナがいなかったら、きっと彼女が剣けん聖せいになっていたのだろう。それがはっきりと分かる。神はなぜ、これほどの天才を双ふた子ごとして誕たん生じようさせたのか。それは奇き跡せきであり、また悲ひ劇げきでもあった。

　やがて、剣舞は終わり、風が吹き止やむ。

　ふうぅーっ、と彼女は大きな息を吐つく。黄金の前まえ髪がみをぐいっと搔かき上げ、何度か肩で息をする。いくばくかスッキリしたように見えるのは、激しく体を動かしたからだろうか。

　パチパチと、レベンスは静かに手を叩たたく。それは自然と出てきた賞しよう賛さんの拍はく手しゆだ。

「レベンスさん……っ!?」

　彼女は目を丸くする。今の今まで、レベンスの存在に気づかなかったようだ。

「い、いつから、そこに……？」

「ちょっと前からな。なんか声を掛けづらくて」

「すみません……、夜中に、勝手なことをして……」

「いや、別に謝あやまることじゃねぇよ」

　レベンスは軽く手を振ふり、恐きよう縮しゆくする彼女を気き遣づかう。

「俺おれこそ悪いな、続けてくれ」

「いえ……もう十分ですから……」

　サンデリアーナは剣を仕し舞まい、髪を結び直す。

　彼女が近くの木に寄りかかって休きゆう憩けいすると、レベンスも何となく隣となりの木に寄り掛かった。すぐに立ち去っても良かったが、真夜中に剣を振るうのに没ぼつ頭とうしていた彼女の様よう子すが気になった。

「大したもんだな」

「え？」

「あんたの剣舞さ。あんまりすごいんで思わず見とれちまった」

「そんな……私、なんて」

　サンデリアーナは力なくうつむく。謙けん遜そんしているというより、自分を卑ひ下げすることが癖くせになってしまったような、そんな控ひかえめすぎる態度。

　しばらく沈ちん黙もくが包む。思い出したように鳴く虫の声、かすかに聞こえる川の音。

「……どうして、こんな真夜中に剣舞を？」

　彼は静かに切り出す。なんとなく察しは付いていたが、彼女の口から聞きたいと思った。

「わたし……」

　サンデリアーナは剣の柄つかに軽く触ふれ、懺ざん悔げでもするように言葉をこぼす。

「レベンスさんの修しゆ行ぎようを見てから……時々こうやって、夜中に剣を振ふるうんです。特に、落ち込んだときや、失敗したときは、それを一いつ時ときでも忘れられるような気がして……」

「そうか」

「お騒さわがせしてすみません」

　相変わらず、サンデリアーナは申し訳わけなさそうにうつむく。

　その白い横顔を見ながら、彼はこの際だから訊きいておこうと思った。

「サンデリアーナ、ちょっと訊きたいことがあるんだが」

「な、なんでしょう」

「ユキノシタの『娘むすめ』のことなんだが」

「……はい」

　彼女の顔がにわかに緊きん張ちようする。

　レベンスはちらっとエリザが寝ているほうを見たあと、

「俺が『天空乃瞬ウインザー』を使ったことは、前に話したよな」

　と切り出した。

「はい、剣けん聖せいエリオットと戦うときに……という話ですよね」

　サンデリアーナもエリザのほうに気を遣つかいながら、言葉をぼかす。だが、少女はすやすやとよく眠っていて起きる気配はない。

「そうだ。エリオット戦のとき、俺は確かに聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』に認められた。だとすると、説明のつかないことがある」

　彼は三日前の出来事を思い出す。

「俺おれはあのとき、サツキが『天空乃瞬ウインザー』を持っているのを確かに見た。そして、エリザを前にして急に剣を抜くのを止やめた」

「はい。それは私も見ました」

「だとしたら、サツキはまだ聖剣に認められていない。だから剣を抜けなかった。ここまでは分かる。ではなぜ──」

「聖剣が呼んでも来なかったのか？」

「……そうだ」

　先回りしたサンデリアーナの返答に、レベンスは小さくうなずく。やはり彼女は頭の回転が速い。

「サンデリアーナはどう思う？」

「単純なカラクリです」

　彼女は明めい晰せきに答える。

「サツキは剣聖ユキノシタの娘。幼いころから聖剣はそばにありました。それゆえ、声の『波長』を相そう殺さいするのにも長たけています」

「声の波長……ってことは、師し匠しようがやってたアレか？」

「そうです。ヴァーさまも、そもそもは剣けん聖せいユキノシタから習った『術』だそうです。東方のヤポニカ伝来の『魔ま術じゆつ』に端たんを発するものだとか」

「向こうがオリジナルってわけか」

「そういうことです」

「なるほどな……じゃあ、俺おれが『天空乃瞬ウインザー』の使い手であることをサツキが知っていたのはどうだ？　あらかじめ知らなければ、ああもタイミングよく声の波長を打ち消せないはずだ」

「そうですね……」サンデリアーナは唇くちびるに指を当てて、何度か瞬まばたきをする。「これは完全な推すい測そくですが、サツキがそれを知っていたのは、それほど不自然ではないと思います」

「どういうことだ？」

「サツキは母親の仇かたき討うちのために、ずっと『剣聖殺し』の行方ゆくえを追っていました。当然、『仇』の足取りを摑つかむためにザッハルやマトリカリアには足を伸ばしたはずです。そこで剣聖殺しの噂うわさを仕入れていけば、教会島で何者かが聖せい剣けんを使ったことも耳に入るはずです。大聖堂の破は壊かいの痕こん跡せきや、信者たちの目もく撃げき証しよう言げんを総合すれば、こちらの陣じん営えいに『天空乃瞬ウインザー』の使い手がいることを推すい察さつするのはそう難むずかしいことではないでしょう」

「ああ、そういうことか……」

　──おまえがそうなのか？

　レベンスはあのときのサツキの言葉の意味を知る。そして、納なつ得とくすると同時に、サンデリアーナの様よう子すを窺うかがう。今は口調もしっかりしているし、かなり落ち着いているように見える。

　そろそろ訊きいてもいいだろう。

　彼は一番気になっていた、それでいて訊きにくかった質問を口にする。

「サンデリアーナ。答えたくなかったらいいんだが……」

「はい」

「サツキと戦ったとき、あんた、様子が変じゃなかったか？」

　ぴくり、と彼女の体が動く。

　レベンスさんはその様子を窺いながらも、質問を続ける。

「俺は最初、あんたがサツキと戦って負けたんだと思っていた。でも、本当はどうなんだ？」

「それは……」

「まったく外傷がないのに、あんたは膝ひざを付いて、戦意を喪そう失しつしていたみたいだった。顔も真まっ青さおだし、体も震ふるえていた」

　彼が指し摘てきを続けると、サンデリアーナはそのたびに身を強こわ張ばらせる。

「俺はサツキと戦って思ったんだ。彼女はユキノシタの娘むすめだけあって、確かに強い。でも、まったく歯が立たないってほどじゃなかった。だとしたら、俺よりもずっと強いあんたが、全然敵かなわないなんてはずがないんだ」

「私は……」

　サンデリアーナはやっと答えを返す。

「レベンスさんほど、強くはありません……」

「何を言ってるんだ。あんたのほうがずっと上だろう」

「違います。私は、強くなんてないんです……」

　サンデリアーナは蚊かの鳴くような声でそこまで言うと、唇くちびるを嚙かんだ。かなり、答えるのがつらそうだ。

　レベンスはわずかに躊ちゆう躇ちよを覚え、ちょっとまずかったかな、と考える。だが、もし彼の予感が的中しているとすれば、それは今後の戦いを左右することになる重大事だった。

　だから答えを待った。

　隣となりの木に寄りかかったまま、静かに彼女を見つめる。金きん髪ぱつの女性は、不安げにしつつ、彼のほうを時おり上うわ目め遣づかいに見つめては視線をそらす。

「……前に」

　ぽつりと、言う。

「私が姉と戦ったこと、お話ししましたよね」

「ああ。剣けん聖せいの座を巡めぐって、真剣勝負をしたって話か」

「そうです。私はあの戦いで、卑ひ怯きようにも……背を向けて、逃げました」

「…………」

　それはサンデリアーナの過去に負った傷だった。背中に刻まれた十字の傷と、そして心の奥底に刻まれた精神的な傷。

「あれから、私は刃は物ものが怖こわくなったんです。正確には、殺気を込められた刃物が怖いんです」

「ちょっと待て。あんた、鍛か冶じ屋やだろう？　前にエリザの剣も直してくれたし」

「誰だれも手にしていない剣は、大だい丈じよう夫ぶなのです。ですが、ひとたび剣士が抜き、殺気を込めて握られた剣は、とてつもなく恐おそろしいのです。そういうとき……」

　キュッ、と拳こぶしを握る。

「姉のことを、思い出すんです。強くて、偉い大だいで、生まれてこのかた、私がただの一度も勝つことができなかった姉と、相手が重なるんです。そうなるともう、勝負どころではなくて、ただただ、姉から逃げたいと思うんです。そしてあのときみたいに『発作』が起きて、私は腑ふ抜ぬけになってしまうのです」

「そうか……」

　やはりな、と彼は自分の勘かんが当たっていたことを知る。

　サンデリアーナほどの剣士が、強敵とはいえ、剣聖でもない相手になすすべなくやられるはずがない。だから何かあると思っていた。そして、その予想は的中した。

「すみません……」

　彼女はうつむく。その瞳ひとみは前まえ髪がみに隠かくれる。

「私、足を引っ張ってばかりで……ほんと、役立たずで……」

　その頰ほおには、一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれ、それが白い肌はだを伝って、ぽたりと膝ひざに落ちる。

　──同じだな。

　サンデリアーナは彼と似ている。『光る眼めの剣士』にやられたレベンスの古傷が、今も仇かたきを思い出して痛むように、彼女も背中に受けた古傷が痛むのだろう。

　時間が止まっているのだ。レベンスがあの日に止まったように、彼女もまた、そこから一歩も踏ふみ出せていない。レベンスが仇を討うつまで自分の人生を始められないように、彼女も姉と勝負した日から、自分の人生を始められていないのだ。おそらく、鍛か冶じ屋やという第二の人生も、剣士として止まった時間までは進めてくれないのだろう。

「あ、また……いけませんね」

　彼女はそこで、頰を指でさっと拭ぬぐい、笑ってみせる。

「弱よわ音ねを吐はいてばっかりで、これじゃあますます迷めい惑わくですね」

「迷惑じゃねぇよ」

「え？」

「あんたは自分のことを、役立たずとか、足を引っ張ったとか言うけどよ……俺おれはそんなことないと思うぜ」

「で、でも……」

　サンデリアーナは戸と惑まどうように彼を見上げる。

「あんたがいなければ、今ごろエリザは死んでいた。魔ま剣けんが折れて、そのまま衰すい弱じやくしてな。エリザだけじゃない。俺も、あんたの助言のおかげで、苦しい修しゆ行ぎようを乗り越こえられた。しかも当たり前のように衣食住を世話になってな。ホント、頭が上がらねぇよ。ありがとな」

　彼は頭を下げる。サンデリアーナは「そ、そんな……頭を上げて下さい」と慌あわてる。

「あんたはもっと自信を持っていいと思うぜ。天才剣士で、天才鍛冶職人で、美人で、聡そう明めいで、礼れい儀ぎ作さ法ほうも完かん璧ぺきで……。足りないところを探すのが難むずかしいくらいさ」

「そ、そっ、そんなことないですっ!!」

　レベンスが褒ほめちぎると、彼女は顔を赤くしてブンブンと両手を振ふった。

「は、恥はずかしいですから、そんなに褒めないでください……」

「頼たよりにしてるぞ」

　ポン、と肩を軽く叩たたく。

「レベンスさん……」

　サンデリアーナは自分の胸をギュッと手で押さえる。その瞳はうっすらと潤うるんでいる。

「じゃ、明日も早いから、もう俺は休むぜ」

　彼は手を振ふって、寝ね床どこへと戻っていった。
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　それから山道を二十日ほど進んだ。

　この間、レベンスたちはリスクを承しよう知ちで、一つの賭かけに出た。軍の監かん視しの目に注意しながら、途中、林から街道に出る。そして通りすがりの商人たちから二頭の馬と、予備の食料を買い取る。用が済すんだら人目に注意しながら山中に戻る。

　一頭にはエリザとレベンス。もう一頭にはサンデリアーナ。レベンスが手た綱づなを握り、エリザが彼の両腕の間にすっぽりと収まる。水や食料をはじめとする荷物はサンデリアーナの馬の後部にくくりつけてある。

「よく、二頭も買う余よ裕ゆうがあったな」

「ヴァーさまのお金です。別れ際ぎわに、けっこうな額がくを預かりました」

　サンデリアーナは財さい布ふの中身をちらりと見せる。そこには金きん貨かのたぐいがかなり入っている。

「それは助かるな。でも、肝かん心じんの師し匠しようのほうは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「それは大丈夫だと思います。ヴァーさまは『へそくり』と称していろいろなところにお金を隠かくし持っていますから」

「師匠ならやりそうだな」

　かつて、剣けん聖せいエリオットを倒しにいったときも、ヴァリエガータは惜おしげもなく金貨を使ってみせた。賞金首を倒したときに獲かく得とくした金らしいが、とにかく剣聖の資金力には驚おどろかされる。考えてみれば、その気になれば一国を支配しうる力の持ち主なのだから、金に困るというのもおかしな話かもしれない。

「リアトリスまではどのくらいでしょうか？」

「十日くらいだな。ここから先は、山道といってもわりと平へい坦たんなんだ」

「お詳くわしいんですね」

「傭よう兵へいをしていると、リアトリスみたいな商業都市は自おのずと世話になるのさ。用よう心じん棒ぼうとか隊たい商しよう護ご衛えいのたぐいでね」

「へえ、そうなんですか」

　二人は馬を並べ、親しげに会話をする。サンデリアーナは深夜に会話を交わしたあの日以い降こう、かなり元気を取り戻しているように見える。

　会話を弾はずませていると、

「……レベンス」

　顔の下から声が聞こえた。エリザだ。

「なんだ」

「つまんない」

「は？」

「レベンス、サンデリアーナと、ばっかり、はなしてる。……だから、つまんない」

「なんだよ、じゃあ、おまえが話題を振ふれよ」

「…………」

　エリザは首を傾かしげる。

　それから「わだい、ない」と言った。

「じゃあ仕方ねぇだろ。静かにしてろ」

「……むっ」

　エリザはプクッと頰ほおを膨ふくらます。彼を見上げて、上うわ目め遣づかいで睨にらむ。

「わるい、サンデリアーナ。……で、何の話だったか？」

「あ、いえ、いいんです。大した話じゃ、ないですから……」

　サンデリアーナは急にかしこまり、視線をそらす。

「私はいいですから、その、エリザさんと話してください」

「でも、こいつは話題ねぇって言うし」

「あるもん」

　少女が途と端たんに割って入る。ぐりん、と彼の胸に少女の後頭部が当たる。

「じゃあ言ってみろ」

「……う」

「ないんじゃねぇか」

「あるもん。かんがえれば、あるもん」

「おまえは何がしたいんだ」

「わかんない」

「はあ？」

「よく、わかんないけど、つまんない」

「なんだそりゃ……」

　エリザは前を向いたまま、彼のほうを見上げたり、少し距きよ離りを取ってみたりしたかと思うと、わざと背中を押し付けてもたれかかってきたりする。彼にはそれがどうしてか分からない。

　その様よう子すを見ていたサンデリアーナは、急によそよそしくなり、レベンスと会話を控ひかえるようになった。

　──なんなんだ……？







　さらに山道を進むこと、十日と少し。

　小高い丘の上から、朝あさ陽ひに煌きらめく大都市が見える。都市の中心部には商家や倉庫などの大きな建物が立ち並ぶが、それは外側に行くに従って少しずつ小さくなり、郊こう外がいに出るころにはゴザ一枚の行商人へと変わる。

　商都リアトリス。

　大陸中部に位置するこの都市は、古くは行商人の集う小さな市場から始まり、今やアストラガルス大陸で最大の商業都市へと成長した。北部にはヴェロニカ帝国、南部にはヴァーゼリア帝国という巨大帝国に挟はさまれつつ、それゆえに交こう易えきの要所として独自の発達を遂とげ、アストラガルス七大都市のひとつに数えられる。皇こう帝ていや国王ではなく、商都連合コムシアルという商人たちの組合によって治おさめられているのも特とく徴ちようで、エリオットの本ほん拠きよ地ちだった聖地マトリカリアとも交易上のつながりが深い。

「検けん問もん、わりと通してますね」

「好こう都つ合ごうだ」

　二人は都市の入国審しん査さの様よう子すを窺うかがう。他の都市では長ちよう蛇だの列ができていた検問前も、リアトリスでは手形の確認だけであっさりと入国を許可されている。商人の自由な往おう来らいこそが生命線の都市にとって、面めん倒どうな検問は省はぶかれており、それは『剣けん聖せい殺し』の一件が広まっても変わっていないようだった。

「サンデリアーナの言ったとおりだ。リアトリスはまだ検問が緩ゆるそうだって」

「武器を卸おろしている商人の方から、そのへんの事情はよく伺うかがっていたものですから……」

　金きん髪ぱつの鍛か冶じ屋やはあくまで控ひかえめに答える。仕事柄がら、レベンスも検問や治ち安あんについては詳くわしいほうだが、商人と常時取引をしている職人にはかなわない。到着するまでは、リアトリスでも検問は厳きびしくなっているだろうと予想していたので、これは嬉うれしい誤ご算さんと言えた。

「問題は手形か。いくら検問がザルでも、手形ナシでは入れないだろう」

「商都連合コムシアルの商用手形なら私も持っています。お師し匠しよう様のものですから、そのままは使えませんが……」

「小こ細ざい工くが必要だな」

　検問が暖いといっても、こちらの身元が割れるような手形を出すわけにはいかない。サンデリアーナの家が軍隊に包ほう囲いされたことからも、鍛冶屋ベルシコロールの名めい義ぎは危険だ。

「そっちの細工は俺おれに任せてくれ。これだけ人間が出入りしてるんだ。イチイチ木こっ端ぱの商人の名前まではチェックできんだろう」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「役人ってのは、書しよ類るいや形式さえ整っていれば文もん句くを言わないもんさ。自分の仕事が増えるからな」

　レベンスとサンデリアーナは手早く打ち合わせをし、作戦を練ねり上げていく。エリザは話に加われず、どこか不満そうにレベンスを見ているが、彼がその視線に気づく様よう子すはない。

「よし、決まりだな。……エリザ、聞いてたか？」

「え？」

　少女は急に話を振ふられて戸と惑まどう。

「聞いて、ない」

「あのなあ、ぼやっとしてんなよ」

「……むっ」

　エリザは不満げに頰ほおを膨ふくらます。レベンスにとっては何なに気げない軽口だったが、最近会話から締しめ出されることの多い少女にとって、いささかカチンと来る発言だったようだ。

「レベンス」

「なんだ」

「…………」

　エリザは頰を膨らましたまま、じっと彼を睨にらんだあと、

「だいきらいっ」

　そう叫さけぶと、パタパタと馬のほうに走っていった。

「なんだありゃ。……なあ？」

　レベンスがサンデリアーナに同意を求めると、彼女は「いえ、その……」と戸惑う。

「エリザさんは、その……拗すねているんだと思います」

「拗ねる？　どうしてだ？」

「もしかして、本当にお分かりにならないんですか？」

「おいおい、俺おれがあいつの気持ちなんて分かるわけないだろ。神様じゃあるまいし」

「…………」

「どうした？」

　サンデリアーナは少し考えたあと、

「レベンスさんはもうちょっと人の気持ちを考えたほうがいいと思います」

「へっ？　どういう意味だ？」

「ご自分の胸に手を当てて考えるのがよろしいかと」

　サンデリアーナは彼に背を向けると、つかつかと歩いて馬に乗る。

　俺、なんか変なこと言ったかな……。

　レベンスは顔をポリポリと搔かいたが、結局なぜ怒られたのかは分からなかった。
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　宿やど屋や『スピカータ亭てい』は、旅の商人でごった返していた。

　薄はく利り多た売ばいを旨むねとし、格かく安やすの宿やど賃ちんで多くの客を集める老舗しにせの宿屋は、リアトリス商人の哲てつ学がくを体現するような店だった。新参から古参まで、多くの商人が出入りし、にぎやかに世間話がてらの情報交こう換かんをしている。

　──なるほど、待ち合わせにはうってつけだな。

　無事に検問を通過した三人は、受付で簡かん単たんな手続きを済すませ、宿やどの一室へと入っていた。部へ屋やはだいぶ狭せまいが、これは商人専門で観光客を相手にしていないことを考えると、むしろ合理的とも言える。別料金を払えば、商品の在庫を預かるサービスもついているらしい。レベンスたちは『旅の商人』としてはるばるザッハルからやってきたという筋すじ書がきでここにいるので、宿しゆく泊はくする部屋はむしろ質しつ素そであるほうが自然だった。

「ふう……どうにかここまで来れたな」

　念のためドアを施せ錠じようすると、レベンスはベッドに座った。エリザもサンデリアーナも暑そうにフードをめくり、顔に巻いた頭ず巾きんを外す。

「ヴァーさまは、無事に到着しているでしょうか？」

「当然さ。とっくに着いてるに決まってる」

　リアトリスまでの道のりは、軍の敷しいた警けい戒かい網もうを迂う回かいしたのでだいぶ時間を食ってしまった。早馬なら十日のところを三倍以上の時間を費ついやしたので、すでに約やく束そくの一ヶ月は過ぎてしまっている。当然、ヴァリエガータのほうが先に到着していないとおかしい。

　もし来ていないのだとしたら──

　いや、そんなはずはねぇ。

　レベンスは悪い予感を振ふり払う。あの師し匠しようがそこらの兵士に不ふ覚かくを取るなどありえない。だって師匠は剣けん聖せいだ。必ず大だい丈じよう夫ぶに決まっている。早く合流して、今後のことを相そう談だんして、それでこの不安な気持ちを笑い飛ばしてほしい。

　──でも、もし師匠が聖せい剣けんを使い、『剣けん魔ま』になってしまっていたら……。

「俺おれは片かたっ端ぱしから客室を当たってみる。サンデリアーナは宿泊名めい簿ぼのほうを当たってくれ。エリザは荷物番。いいか？」

「うん、わかった」

「はい、承しよう知ちしました」

　レベンスは不安を振り切るように早口で指示を出し、真っ先に部屋を出る。

　師匠……！

　その日、彼は日が暮れるまで師匠の姿を探し続けた。




　その夜。

　三人は沈しずんだ雰ふん囲い気きで寝室のベッドに座っていた。

　レベンスが確認した客室と、サンデリアーナが当たった宿泊名簿。そのすべてにヴァリエガータの泊とまった形けい跡せきはなかった。

「見落としってことはないのか？」

　レベンスが尋たずねると、サンデリアーナが「残念ですが……ありえません」と首を振ふる。

「ヴァーさまとお師し匠しようさまの間には、連絡用にさまざまな『暗号』がありました。よく使ったのが、『ザッハルの薬売り』というものです」

「ひょっとして、入るときに受付でしゃべった言葉か？」

「そうです」

　サンデリアーナは受付で、店の者に尋たずねていた。ザッハルの薬売りから、自分に何か伝言がないか、と。ちなみにザッハルといえばヴァリエガータと初めて出会った場所で、ヴァーゼリア帝国とアルケミラス王国の中間地点にある宿しゆく場ば町まちだ。

「その『ザッハルの薬売り』の暗号で、それとなく店員たちに尋ねてみましたが、どれも空から振ぶりでした。もちろん宿しゆく泊はく名めい簿ぼも見せてもらいましたが、それらしき名前はありませんでした」

「そうか……」

　レベンスはそれ以上は追つい及きゆうせず、密ひそかに拳こぶしを握った。本当は頭をガリガリと搔かきむしりたい気分だった。

「なるほど、分かった。じゃあ、師匠と合流するまではしばらくここに厄やつ介かいになりそうだな」

　顔には出さないが、彼の胸中は重苦しかった。ここまで要した時間から言って、リアトリスに入ればヴァリエガータが待っているものと思い込んでいた。それだけに落らく胆たんは大きい。

「ヴァーちゃん、だいじょうぶ、かな……」

　エリザが彼の顔を覗のぞく。いつもはどんなことにも動じない少女が、今はさすがに浮かぬ顔をしている。

「ヴァーさま……」

　サンデリアーナもかぼそい声でつぶやく。頰ほおが震ふるえているのは、その不安の大きさを示している。ヴァリエガータとの合流を心の支えにしてきたのは、彼女たちも同じだった。

「今日はもう遅い。ひとまず休んで、明日考えよう」

　彼はそう言うと、靴くつを脱いでベッドに横になった。

　確かに目的地に到着した。

　だが、誰だれもその先のことは考えていなかったのだ。
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　リアトリスに入って五日が経たった。

　その日、三人は商人を装って、通りの片かた隅すみで『店』を開いていた。

　本来は、監かん視しの目を避さけるために宿やどに籠こもっているのが楽なのだが、ここは商都リアトリスである。遠方から一ひと儲もうけしに来た商人が、いつまでも室内にいてはかえって怪あやしまれる。

　エリザの頭を髪かみ留どめでまとめて印象を変えたり、サンデリアーナの眼がん帯たいを女性的なデザインのものにしてみたり、レベンスの顔の傷を絆ばん創そう膏こうで隠かくしたり──それぞれが変へん装そうして市場へと出かけ、メインストリートから少し外れた道でゴザを敷しき、商品を並べて即そく席せきの露ろ天てん商しようを始めたのが三日前のことになる。

　目の前のゴザには、三十個ほどの『商品』がずらりと並んでいる。衣い類るいやコップ、サンデリアーナの手持ちのペンダントなど、商品自体はありあわせもいいところだが、綺き麗れいに並べるとそれらしく見えるから不ふ思し議ぎだ。

　商売を始めたのはカモフラージュもあるが、情報収集の意味もある。店を訪れる旅人や住人から、それとなく日常会話を装よそおって情報を仕入れる。最近はリアトリスも不景気だ、物価が上がって困る、商品輸送の馬車が襲おそわれたらしい──そんな会話の中で、時にリアトリス周辺の帝国軍の動きや、諸しよ国こくの政情や治安などの情報が耳に入る。それらは今後の方針を立てる上での判断材料となるし、店のわずかな売り上げも、今後の旅路を考えるとバカにできなかった。

「サンデリアーナ、しばらく店を頼たのむ」

「承しよう知ちしました」

「エリザ、しっかりな」

「わ、わかってるし」

　レベンスは店番を二人に任せ、後方の木まで歩き、幹みきに寄りかかって休きゆう憩けいに入る。正直、強面こわもての彼がいないほうが客が寄り付くことが分かったので、最近はこうして休んでいることのほうが多い。

　とにかく、サンデリアーナが有能だった。店たな子ことして商品を売るだけでなく、旅人から自然に話を聞き出すのも実にうまい。全般的な所しよ作さや振ふる舞まいに安定感があり、素人しろうとがたった数年で一流の鍛か冶じ職人になれたのは、本人の努力はもちろんだが、この卓たく越えつした頭ず脳のうと才能があってこそだ。

　問題は別にあった。

「どこで油を売ってやがる……」

　レベンスは小声で悪あく態たいを吐つく。だが、言葉とは裏うら腹はらに、その顔は心配そうに歪ゆがんでいる。

　──心配いらん、ちょいと逃げ回って戻もどってくるだけさ。

　そう言って、師し匠しようは自みずからが『囮おとり』になることを買って出た。千を超こえる軍隊を相手に、たった一人で。

　大だい丈じよう夫ぶさ。きっと大丈夫。

　彼は自分自身を励はげますように胸中で繰くり返す。師匠なら大丈夫。あの師匠が死ぬわけない。不ふ死じ身みの剣けん聖せいヴァリエガータが、そこらの一いつ兵ぺい卒そつなどに負けるものか。

　ただ……そこまで自分を言い聞かせてもなお、不安は首をもたげる。

　極きよく力りよく、考えないようにしてきた。もしも師匠が来なかったら──そんな想定はあえてしないようにしてきた。まずは師し匠しようと合流し、それから指示を仰あおいでこれからのことを決める。とにかく師匠、ともかく師匠。すべては師匠に会ってから決めよう。その一念で山を越こえ、はるばるリアトリスまでやってきた。

「師匠……」

　もし師匠が無事なら、せめて生存報告くらいは届いてもおかしくない頃ころ合あいだ。リアトリスに行けないなら行けないで、手紙なり伝言なりで伝えて来なければおかしい。あの経けい験けん豊ほう富ふな師匠がそれを忘れるとも思えないし、毎日宿やどに届く手紙や荷物を見る限り、物流が軍に止められている様よう子すもない。軍の検けん閲えつを恐おそれるなら、内容を暗号化する手だってある。それこそ『ザッハルの薬売り』名めい義ぎで良いのだから。

　どうする……。

　彼は木に寄りかかって二人の背中を見ながら、今後のことを考える。もし、このまま何の音おと沙さ汰たもなければ、どこかで『決断』しなくてはならない。それはつまり、ヴァリエガータ抜きでの今後のプランだ。

『なーに、大だい丈じよう夫ぶじゃ』

『ふむ、ここはわしに任せよ』

『気にするな。まだまだ手はある』

　いなくなってみて、その存在の大きさを改めて思い知る。あの飄ひよう々ひようとした、老ろう獪かいな剣けん聖せいがいかに心強い存在だったのか。世界中を敵に回す戦いにおいて、どっしりと構えている彼女がどんなに頼たのもしかったか。迷まよったとき、困ったときはいつも相そう談だんに乗ってくれて、道を指し示してくれる羅ら針しん盤ばんのような存在。卓たく越えつした剣けん腕わんだけではない。いつも真ん中に彼女がいて、大黒柱となってレベンスたちを支えてきてくれた。まさに精神的支柱だったのだ。

　──ここは師匠に代わって、俺おれがしっかりしなければ……。

　そう力んでみるが、心の中ではもう一人の自分がはっきりと叫さけんでいる。俺に、師匠の代わりなど務つとまるものか、と。

　店の様よう子すをぼんやりと眺めながら、彼はそんなふうに今後のこと、とりわけ師匠のことを考えていた。

　そのときだ。




「これ、なぁに？」




　急に、大きな声が耳に飛び込んできた。

　顔を上げると、店番をしている二人の前に、小さな女の子が立っている。紫むらさき色いろのショートヘアに、可愛かわいらしいリボンをつけた幼よう女じよ。見た感じ五、六歳さいだろうか。

「それはイヤリングよ」

「いや、りんぐ？」

「ほら、こうやって耳につける飾かざり」

　サンデリアーナは自分の金きん髪ぱつをかき分け、耳の部分を見せてみる。

「あ！　ミーナのおかあさんも、それ、してるよ！」

　幼よう女じよは目を輝かがやかせて言う。どうやら『ミーナ』という名前らしい。

「じゃあ、ミーナちゃん。今日は、おかあさんといっしょじゃないの？」

「ミーナ、ひとりだよ」

「おウチには一人で帰れる？」

「ミーナはね、もう『ろくさい』だから、しっかりしてるの。だから、だいじょうぶなの」

「そう、よかったわ。困ったことがあったら言ってね」

「うん！」

　ミーナと名乗る幼女は、元気よく手を挙げる。林りん檎ごのような赤いほっぺたがとても愛らしい。

　青い瞳ひとみをくりくりと動かすと、ミーナは「あーっ!!」と指差す。その声はあまりに大きくて、目の前に座っていたエリザがビクッとのけぞる。

「かあいい!!」

　舌足らずの言葉で、ミーナは商品の一つを手に取る。それは、レベンスが市場で仕入れた若い女性向けの『髪かみ留どめ』だった。一ひと山やまいくらの捨すて値ねで売っていたので、店のラインナップが多少マシになるだろうとタダ同然で仕入れてきたのだ。

「これ、ほしい。いくら？」

「んっと、えっと……」エリザは目を白黒させる。「じゅっ……十五デリウス」

「たかいの。まけてほしいの」

　幼女は遠えん慮りよなく値切りにくる。少々マセた子だな、と後ろで見ているレベンスは思う。

「で、でも、十五デリウス……」

「ミーナ、これしか持ってないの」

　幼女はポケットに手を突つっ込み、手持ちの金を見せる。一デリウス硬こう貨かが三枚。

「ひい、ふう、みい……」

　エリザは律りち儀ぎに数えてから、「たりない」と首を振ふる。

「だから、まけてほしいの」

「でも、おかね、たりない」

「じゃあ、こうしよ？　いまから、『しょうぶ』、するの」

「しょうぶ？」

　エリザは首を傾かしげる。

　幼女は嬉き々きとして続ける。

「しょうぶして、わたしが、かったら、まけて？」

「……わかった」

　あのバカ。

　レベンスは舌打ちする。これではエリザが勝っても何の得もない。ただ負けるリスクがあるだけだ。

「しょうぶって、なに、するの？」

「それは、おねぇちゃんが、きめていいよ」

「んっと……」

　銀ぎん髪ぱつの少女は少し考えたあと「しりとり」と答えた。

「しりとり、ね。じゃあ、ミーナからはじめるよ？」

「うん」

「しりとり、はじめっ！　め、め……めだか！」

「か、か……」エリザは真剣にしりとり勝負を始める。「からす！」

「す、す……すいか！」

「か、か、か……かんおけ！」

「け……けんか！」

　幼よう女じよは執しつ拗ように『か』で返す。

　エリザは「か……」と詰つまる。

「か、か、か……か……そうだ！」

　そこでパッと顔が輝かがやいた。

「かばん!!」

「やったー！」ミーナは万ばん歳ざいする。「はい、『ん』がついたから、おねぇちゃんの負けね！」

「あ……っ」

　エリザは「しまった」という顔になり、自分の失敗を悟さとる。

「かったかったー」

「うぅ……」

　少女は悔くやしげにうめく。

　ミーナは三枚の硬こう貨かを支払うと、一度、ゴザの上の髪かみ留どめを手に取った。

　だが、それからエリザの顔をじっと見つめ、自分の手にした髪留めと見比べる。

「やっぱりこっちがいい！」

　そして幼女は、いきなり手を伸ばし、ひょいっとエリザの髪留めを奪うばい取った。

「あっ」

「ミーナ、おはなのほうがすきだから、こっちをもらうね」

　──おいおい！

　これにはレベンスも腰こしを浮かせる。

　幼よう女じよが取り上げたのは、花か弁べんをかたどった赤い髪かみ留どめ。それは、かつてレベンスがエリザに贈おくった亡なき妹の『形かた見み』だった。

「かえしてっ!!」

　エリザが必死に手を伸ばす。

　だが、幼女はぴょんっ、と後ろに跳とんで、「へへーん、これは『せんりひん』だから、ミーナのものだもーん！」と宣せん言げんした。

「じゃあね、あたまのわるいおねぇちゃん!!」

　完全に小こ馬ば鹿かにした様よう子すで、幼女はパタパタと駆かけていく。

「あ、あっ、だめ、だめだめっ!!」

[image: ]

　エリザは慌あわてて後を追おうとするが、そこでレベンスが「エリザ！」と呼び止めた。

「くれてやれ！」

「で、で、でもっ！　あれっ、レベンスがくれた、だ、だいじなもの！」

「いいんだ、もう」

「でも……」

　エリザは半分泣きそうな顔で彼を見つめる。

「髪留めなら、俺おれがまた買ってやるから。な？」

「で、でも……」

　エリザはまだ納なつ得とくできない様よう子すだ。

　夕日の中に溶とけるように、幼よう女じよの背中が遠ざかっていく。

　角かどを曲がってその姿が見えなくなると、エリザはがっくりと肩を落とした。
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　その夜、エリザは落ち込んでいた。

　もそもそとパンをかじりながら、思い出したように自分の髪かみの毛を触さわり、そこに髪留どめがないことを確認して眉まゆをひそめる。まるで大事な宝物を落とした子供のような落らく胆たんぶりに、レベンスも見ていてちょっと切せつなくなる。

「まあ、気を落とすな。新しいの買ってやるって言ったろ」

「うー」

　エリザは子こ猫ねこのようにうなる。よほど、あの髪留めが大切だったらしい。

　レベンスも、本ほん音ねではちょっとショックだった。亡なき妹の形かた見みは故こ郷きようを出てから肌はだ身み離はなさず持ち歩いてきたもので、彼の所持品の中で唯ゆい一いつ、他の品と代だい替たいの利きかないものだった。それを手放すことができたのは、相手が他ならぬエリザだったからであり、銀ぎん髪ぱつの上で揺ゆれる赤い髪留めに、どこか妹の面おも影かげを見ている節ふしがあった。

　なに、髪留めは、しょせん髪留めだ。

　彼は未み練れんを振ふり切るように胸中で繰くり返す。

「レベンスさん」

「ん？」

　振り向くと、サンデリアーナがこちらを見ている。ベッドの縁へりに礼れい儀ぎ正しく腰こし掛かけ、その顔は月明かりに照らされてどこか物もの憂うげだ。

「これからの、ことですが……」

「ああ」

　彼は即そく座ざに察する。

　──さすがにこれ以上、目を背そむけているわけにはいかない。

　レベンスは一呼吸をおいて、切り出した。

「師し匠しようと別れてから、もうすぐ一ヶ月半になる。そろそろ連絡の一つはあってしかるべきだ」

「ですよね。物流は動いてますし、宿やどは手紙のやりとりもできますし……」

「何かあった、と見るべきだろう」

　やっと、彼は言いにくかったことを口にする。

「やっぱり……そう、ですよね」

　サンデリアーナも答えを予期していたらしく、驚おどろいた様子はない。ただ悲痛に唇くちびるを嚙かんだ。

「あれだけの軍ぐん勢ぜいに囲まれたんだ。師し匠しようといえども、多少は手こずるさ」

「そうですよね、時間が掛かるのは仕方ないですよね」

　二人の会話のはしばしに、ヴァリエガータの無事を信じたい気持ちがにじむ。

「そろそろ、師匠が来ないという前ぜん提ていで先のことを考えよう」

「ええ……」

　サンデリアーナはなおも浮かない顔だ。

　彼はもう一人のほうに話を振ふる。

「エリザ、おまえの意見を聞かせてくれ」

　珍めずらしく、彼はエリザに尋たずねる。なんとなく答えは分かっていたが、直接少女の口から確かめておきたい。

「聖せい剣けんを、取り戻す」少女は明めい瞭りように言う。「それから、剣けん聖せいを、倒す。あと二人」

「……そうだよな」

　少女ならそう答えるだろうな、と彼も予期していた。エリザの目的は、『剣けん魔ま』を未然に防ぐことにある。そのためには剣聖を倒し、聖剣を破は壊かいしなくてはならない。それは、ヴァリエガータがいてもいなくても同じことで、この少女はたとえ一人になっても戦い続けるだろう。レベンスと出会う前にそうしてきたように。

「サンデリアーナは？」

「私は……」

　金きん髪ぱつの鍛か冶じ屋やは眼がん帯たいを軽く掛け直して答える。

「エリザさんと、同じ気持ちです。その……姉さんのような悲ひ劇げきを、繰くり返してはならない、と思います」

　一いつ瞬しゆんだけ言い淀よどんだが、最後は明瞭に言い切る。姉のドラセナが『剣魔』になったことは、今まで極きよく力りよく会話で避さけてきたことだった。今、それをあえて持ち出したのは彼女なりの決意の現れだろう。

「俺おれも同じだ。故こ郷きようのジーラニムは、『剣魔』に滅ほろぼされた。二度とあんなことはさせねぇ」

　仇かたきを討うつ、という復ふく讐しゆう心しんが消えたわけではない。ただ、少女とともに歩み、少女を守る『剣』になると決めた以上、彼にもまた迷まよいはなかった。

　──小こ僧ぞう、あとのことは頼たのんだぞ。

　別れ際ぎわの、師匠の言葉が強く耳に残っている。あの言葉の意味は、一番弟で子しである彼にはよく分かる。

　たしかに、もっともっと師匠を待っていたい気持ちはある。何ヶ月でも、ここで滞たい在ざいして、頼たよりになる師匠に戻ってきてほしい。だが、そうやって当てもなくいたずらに時を浪ろう費ひすることが、どれだけリスクの高いことか分からぬ彼ではなかった。

　その時が来てからでは遅いのだ。

　残る二人、カレン・デュランダルとルピナス・カーネイション。この二人のどちらか一方でも『剣けん魔ま』と化せば、彼の故こ郷きようと同じ悲ひ劇げきは繰くり返され、世界は滅めつ亡ぼうの道をたどる。この二人だけではない。『いずれわしは剣魔と化す』と明言したヴァリエガータでもことは同じだ。そして何より、当のレベンス自身に残された時間が短いかもしれない。もしかしたら今日明日にでも何か異変が生じて、自みずからの『始末』をつけなくてはならないかもしれないのだ。それが聖せい剣けんを手にした者の宿命だ。

　彼はあえて、皆みなを励はげますように言う。

「なに、師し匠しようとは後で合流すればいい。俺おれたちは俺たちで今できることをしよう」

　重くなりがちな空気を払ふつ拭しよくするように、レベンスは明るく提案する。エリザとサンデリアーナもうなずく。

「状じよう況きようを整理しようか」

　彼はコインを三枚、チャリッと手のひらに握る。どれも一デリウスの硬こう貨かだ。

「俺たちの倒すべき相手は、この三人だ」

　剣けん聖せい──カレン・デュランダル。

　剣聖──ルピナス・カーネイション。

　剣聖の『娘むすめ』──サツキ・ユキノシタ。

　コインを一枚ずつテーブルに置きながら、彼は名前を読み上げる。

「聖剣の数でいえば、サツキが四本、デュランダルとルピナスに一本ずつ。あと、ヴァリエガータが一本」

　彼はコインの上に、聖剣の本数だけナイフを重ねる。

「あと、エリオットの聖剣『聖女乃証クローデイア』は、その半分が行方ゆくえ不明となっている」

　彼はもう一本、ナイフを追加する。

「優ゆう先せん順じゆん序じよで言えば、まずは『サツキ・ユキノシタ』だ。最も多くの聖剣を持っていることと、実力的にも与くみしやすい。……と、これはあくまで他の剣聖に比べて、の話だが」

「問題は、居場所が分からないことですね」

「そこだな。だから、とにかくまずは情報を集める。それでサツキの居場所に目星がついたら、リアトリスを出よう。それまで他の剣聖との交戦は避さける。……どうだ？」

「それでいいと思います。他の剣聖と戦うのは、やはりヴァーさまと合流してからがよいかと」

「エリザは？」

「いいと、おもう」

　銀ぎん髪ぱつの少女は静かに答える。

「よし、決まりだ。明日はそれぞれで情報収集に励もう。俺は市場を回るから、二人は店に来た客を中心にそれとなく探ってくれ」

　方ほう針しんを決すると、その日の打ち合わせは終わりとなった。




　翌よく日じつ。

　レベンスは街をぐるりと回り、情報収集を終えて戻ってきた。

　サツキ・ユキノシタや、剣聖の居場所といった重大な情報はなかったものの、ひとつ気になる話を市場で仕入れることができた。

　リアトリスを仕切る『商都連合コムシアル』と、ヴァーゼリア帝国をはじめとする諸しよ国こく連合軍。この二つの間で、近々『折せつ衝しよう』の場が持たれるらしい──レベンスは初老の古物商からそんな話を聞いた。自由商業都市として栄え、経済力を背景に一定の独立を保ってきたリアトリスも、そろそろ曲まがり角かどを迎むかえるのかもしれない。そう言って古物商は嘆なげき、顔の皺しわをますます深くした。かつて、『商人剣聖』と呼ばれたシエム・マーシャルの手厚い庇ひ護ごの下もと、どこの領りよう土どにも属しなかった伝でん統とうの独立都市も、今や激動する世界の濁だく流りゆうに吞のまれようとしていた。

　──やはり潮しお時どきかもな。

　軍が公こう然ぜんと都市部に入るようになれば、当然『剣けん聖せい殺し』への捜そう索さくが本格化するに決まっている。そうなる前に都市の外へ出て、軍と距きよ離りを置くのが賢けん明めいだろう。

　無む論ろん、この情報も裏を取る必要がある。明日はその筋すじの情報を片かたっ端ぱしから当たるかな、と考えながら、彼は二人のいる露ろ店てんに戻ってきた。

「お……」

　レベンスはそこで一いつ瞬しゆん立ち止まる。

　エリザたちの店の前に、一人の人物が立っていた。すらりと背が高く、顔を隠かくすようにスカーフを巻いている。体つきから女性のようだ。

　奇き妙みようだったのは、その振ふる舞まいだった。

　店頭に立っているから客なのかと思いきや、商品を手に取ることもなく、見定めている様よう子すもない。ただ、エリザとサンデリアーナのことをじっと見つめ、その場に立ち尽つくしている。

　なんだ……？

　彼は店に戻ると、二人の後ろから女性を窺うかがう。口元を覆おおっているため、見えるのは二つの目だけで、無言で二人の店たな子こに視線を突つき刺している。

「あ、あの……どういった御ご用ようでしょうか？」

　サンデリアーナがおずおずと尋たずねる。

「…………」

　女性は何も言わず、ただじっとこちらを注視している。

　う……。

　その視線に、レベンスは驚おどろかざるを得ない。アイスブルーの瞳ひとみが、まるで氷のごとき冷たさを持って強い眼がん光こうを発している。

　なんて目をしやがる……。

　虚きよ無むと冷れい徹てつを結けつ晶しよう化かしたような瞳ひとみに、彼は背せ筋すじが寒くなる。初めてエリザと会ったときか、それ以上の殺気だ。

　まさか……な。

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りに巡めぐったひとつの想像。それは馬ば鹿かげていたが、かつて同じようなことがあった手前、すぐには否ひ定ていできない。

「だれ、なの？」

　エリザが不ふ審しんげに相手を見つめる。

「…………」

　女性はまだ何も答えない。

　埒らちが明かないと見たレベンスは、念のため長剣を携たずさえ、乱暴に言葉を投げかける。

「おいっ、あんたさっきからいったい何の用だ？」

　すると、相手の女性はレベンスに視線を移した。正面から目を合わせると、その視線の鋭するどさはますます強きよう烈れつだ。

　やがて、女性はしゅるりとスカーフを外し、顔を露あらわにした。

「あ……」

　長い長い紫むらさき色の髪かみが、さあっと女性の肩口に広がる。目鼻立ちは整っており、アイスブルーの切れ長の瞳、すらりとした鼻はな筋すじ、つややかな唇。何より、グラマーな体つきと、長い睫まつげと二ふた重えの瞼まぶたから醸かもし出される色気は相当なもので、ぞくりとした印象を抱いだかせる。襟えり元もとから露ろ出しゆつした胸の谷間は、陽光を浴あびて白く輝かがやいている。

　男なら誰だれでもくらりと来る色香に、彼は小さく首を振ふる。今は見とれている場合ではない。

「あんた、いったい誰なん──」

　彼が言い終わるより前に、サンデリアーナが叫さけんだ。




「ルピナス・カーネイション……!?」




　それは七人目の剣けん聖せいの名前だった。










　　　（幕間）




　呼吸を鎮しずめ、精神を集中する。

　初めて剣を手にしたのは二歳さいのときで、興きよう味み本位に真剣に触さわり、母親にひどく叱しかられた。

　あれから十年以上の月日を、ただ強くなるために費ついやし、そして少女は強くなった。

　道場の誰だれよりも、あるいは晩ばん年ねんの母よりも。

　──サツキ、あなたに剣けん聖せいは務つとまらない。ただそれだけのことよ。

「くっ！」

　居い合あいの構えから、神しん速そくの抜ばつ刀とうを試みる。

　だが、剣は抜けない。

　鞘さやに接せつ着ちやくされたように、その刀とう身しんは断だん固ことして彼女に使われることを拒こばむ。

「天空乃瞬ウインザー……」

　黒くろ髪かみの少女は、両手で聖せい剣けんを握り締しめ、懇こん願がんするように頭を下げる。

「私のことを、忘れたのか？」

　聖剣は答えない。

　否いなとも応おうとも言わず、ただ静かに鞘の中に身を埋うずめ、時を待っている。

　少女は空を見上げ、今はもう存在しない人物に問いかける。

「母上……」

　武む者しや修しゆ行ぎように出たあの日、最後に見た母の姿は、ひどくやつれて、どこかさびしそうだった。

　あのとき母は、これが今こん生じようの別れと悟さとっていたのだろうか？

　少女は母の胸中を推おし量はかる。

　だが、それは茫ぼう漠ばくたる海のごとく黒々と横たわり、その深遠は見えてこない。

　死を前にして、なお、一人娘むすめには何も託たくしてくれなかった母。

　聖剣はおろか、道場も、奥おう義ぎも、ユキノシタ流もすべて一人娘には残さなかった。

　道場の誰だれよりも強かったのに。

　誰よりも母を近くで見てきたのに。

　なのに。

　剣を握る手に、力が込められる。

　聖剣は抜けない。それが、死してなお、母が自分を認めてくれない証あかしに思えて、少女は慙ざん愧きの念に囚とらわれる。

　──天空乃瞬ウインザー!!

　あのとき。顔に傷がある若い男が叫さけんだとき、聖剣は反応した。

　ユキノシタ流の秘ひ術じゆつ『波は殺さつ乃の術じゆつ』で声の波長を打ち消したから良かったものの、危あやうく母の形かた見みを奪だつ還かんされるところだった。

　あいつだ。あの男が、母上の聖せい剣けんを使い、剣けん聖せいエリオットを倒した。それは現場である教会島を訪れたサツキのすでに知るところだった。

　なぜ、聖剣は、私ではなく、あの男を認める？　あのチンピラのような馬の骨に？

　そして、その後に現れた銀ぎん髪ぱつの少女──剣聖殺し。母を殺した仇かたき。

　あの者を討うてば、私は母を超こえられるだろうか？

　母の剣を使い、母の仇を討ち、そして母を超える。

　それが、少女の宿しゆく願がんであり、悲ひ願がんであった。

　ギリリと歯は嚙がみをして、少女は自分自身に誓ちかう。

　この剣にふさわしいのは自分だ、と。

　母からこの剣を継つぐのは自分だ、と。

　そして少女は歩き出した。

　赤い月夜を背にして、復ふく讐しゆうと怨おん念ねんと、母への寂せき寥りようたる想いを抱かかえて、戦地へと。







[image: 第二章　ルピナス・カーネイション　──最後の七剣聖]
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「ルピナス・カーネイション……!?」

　サンデリアーナが叫さけぶ。

　なんだと……!?

　すぐにエリザとレベンスはその場を飛び退のき、相手との距きよ離りを取る。レベンスは懐ふところでナイフを握り、エリザもすでに荷物を引き寄せて袋ふくろの中に手を突つっ込んでいる。一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きだ。

「…………」

　その女性は、なおも無言でその場に立ち尽つくしている。顔色ひとつ変えず、ぴくりとも動かず、紫むらさき色の髪かみだけが夕日を浴あびて不ふ思し議ぎな色合いに変わる。

　ルピナス・カーネイション。

　もし、サンデリアーナの言葉が本当なら、七人いる剣けん聖せいの最後の一人が、レベンスたちの前に現れたことになる。

「あなたは、剣聖、なの……？」

　エリザが低い声で尋たずねる。

「…………」

　相手は冷たい視線を向けると、小さく、だがはっきりとうなずいた。

「……ッ！」

　エリザが荷物から剣を引き抜こうとする。だが、「エリザ！」とレベンスはその手を摑つかみ、自分が前に出る。

「邪じや魔ま、しないで」

「ここは俺おれに任せろ」

　彼は血気に逸はやる少女を制止する。こんな人通りの多いところで騒さわぎを起こしたら、あっという間に通報されて治ち安あん官かん吏りや軍隊に囲まれてしまう。

　それに、相手の様よう子すが妙みようだった。

　女性は先ほどから立ち尽つくしたまま、まったく動きを見せない。そこにいるだけで、こちらの肌はだが痺しびれるような迫はく力りよく、空気が重く感じる圧あつ迫ぱく感かん。それらは彼女が剣聖であることを理り屈くつではなく本能で理解させるが、殺気に満ちた視線とは裏うら腹はらに、聖せい剣けんすら出さず、何かを仕掛けてくる様子もない。ルピナスの聖剣『報復乃鋏フラガラツハ』は、巨大な鋏はさみの形をしており、斬きった事物を自じ在ざいに操あやつることができるんじゃ──そんなことを前に師し匠しようから教えてもらったが、今はその能力の片へん鱗りんも見えない。

　罠わなか、それとも作戦か。

　レベンスは相手を見み据すえ、動くに動けない。エリザも同じく荷物に手を入れたまま敵を睨にらみ続けている。サンデリアーナは二人の背後で心配そうに事態を見守る。

　夕陽が通りに射さし込み、ルピナスの影を長く伸ばす。

　戦いは膠こう着ちやくする。

　やがて、一いつ瞬しゆんだけ、剣聖の唇くちびるが動いた。

　ただそれは、ためらったようにすぐに閉じられる。

　なんだ……？

　また、時が経たつ。

　剣聖はまだ動かない。

　一いつ見けん、何も起きずに推すい移いしている戦せん況きようだったが、実は少し違った。

　今まで正面突とつ破ぱと猪ちよ突とつ猛もう進しんを続けてきた少女にとって、それは苦く行ぎようだった。だんだんと痺しびれを切らしたように、エリザはすり足で相手に近づいていく。荷物の口からは少女が握った魔ま剣けんの柄つかがちらりと見える。

「エリザ、焦あせるな」

「でも」

「待つんだ」

　彼は剣けん聖せいから視線を切らずに、パートナーを制止する。仕掛けることもせず、相手がただ棒ぼう立ちで待っている。罠わなを疑うなというほうが無理だ。

　さらに、時が過ぎる。

　夕日が沈しずみ始める。

　夜まで待つつもりか？　いや、しかしそれでは日にち没ぼつ前に仕掛けてきた意味が分からない。どういうことだ……。

　レベンスは相手の意図を読み取ろうとするが、何も話さず、身み構がまえず、武器も出さず、一いつ切さいの情報を出さない剣聖相手には何の推すい測そくも働かない。

　膠こう着ちやくする事態。

　相手の殺気と、尋じん常じようではない存在感だけが場を支配する。

　ひりつくような視線に、レベンスの肌はだを汗あせが滴したたる。

　そのときだ。




「おねぇちゃん、なにしてるのー？」




　突とつ如じよ、幼い声が耳に入る。

　彼は驚おどろく。路ろ地じ裏うらから出てきたのは、前にエリザと『しょうぶ』したあの女の子だ。確か名前はミーナ。

「あ……」

　エリザが幼よう女じよに気を取られる。一いつ瞬しゆん、集中が緩ゆるみ、視線が幼女のほうにそれる。

　まずいっ、とレベンスは焦る。この隙すきを突つかれたら大変なことになる。

　だが、事態は彼の予想とは別の方向に転がる。

　ミーナは、エリザのほうを見てから、小さく首を傾かしげ、それから──

　あろうことか剣聖のほうに歩いていった。

　──おっ、おい！

　幼女は剣聖の元まで歩くと、ギュッと彼女の服を摑つかんだ。その行動には迷まよいがない。

　そしてこう言った。




「おかぁさん、なにしてるの～？」




　──へ？

　その言葉に、全員が耳を疑う。

　剣けん聖せいは依い然ぜんとして、殺気を帯びた視線をこちらに向けている。

「おかぁさん、なんでだまってるの？」

「…………」

　剣聖は答えない。

「あのねー、ミーナねー。この前、あそこにいる、おねぇちゃんとねー、『しょうぶ』、したんだよ！」

「…………」

　ルピナスの瞬まばたきが多くなる。

「それでねぇー、ミーナね、これ、もらったんだよ！　すごいでしょ？」

「…………」

「おかぁさん？　どうしたの？　なんで、こわいかおしてるの？　ミーナ、おこられるようなことした？」

　そのときだ。

　すっと、ルピナスは右手を挙あげた。

　それはエリザやレベンスのほうに向けられており、手のひらをこちらに見せた、「ちょっと待ってくれ」の仕草だ。

「おかぁさん……？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする幼よう女じよの手を取り、剣けん聖せいはそそくさと路ろ地じ裏うらに引っ込んでいく。

　レベンスたちは呆あつ気けに取られて動くことができない。

　やがて、二人が引っ込んだ路地裏から声が聞こえた。

「ミーナちゃん！　お宿やどでイイ子にしてなさいって、おかあさん言ったでしょう！」「だってー、ミーナ、ひとりだと、つまんないもーん」「あのね、おかあさん、これからとってもだいじなお話があるの。だから、ここでおとなしくしていてね」「えー、ミーナ、あのおねぇちゃんとあそぶー」「だ、だめよっ、これから大事なお話があるんだから！」「やだー、あそぶー!!　ミーナもっとあそぶー!!」「ミーナちゃん、あんまりわがまま言うと、明日のおやつは抜きですからね！」「じゃあだっこ！」「えっ」「イイ子にするから、だっこしてー」「も、もう、甘あまえん坊ぼうなんだから……」

　やがて、路地裏から、剣聖ルピナスが再び姿を現した。その腕にはミーナが抱かれており、ルピナスにギュッと抱きついている。どこからどう見ても親子だ。

「…………」

　三人はキョトンとした顔で、目の前の親子を見つめる。抱っこされた幼女はご満まん悦えつの表情で母親に甘えきっており、どう考えても戦う雰ふん囲い気きではない。

　──な、なんだ？　どういうことだ？

「その……」

　対するルピナスも、先ほどまでの殺さつ伐ばつとした気配は消し飛び、ひどくバツの悪そうな、困ったような顔をしている。その腕の中では気持ち良さそうに六歳さいの娘むすめが大きな胸に顔を埋うずめたり、母親の髪かみの毛をいじって遊んでいる。

「すみません、あの、えっとですね……」

　剣けん聖せいは娘を抱いたまま、遠えん慮りよがちに申し出た。




「ご、ご相そう談だんが、ありまして……」
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　宿やど屋や『スピカータ亭てい』。

　薄うす暗ぐらい部へ屋やにはランプが一つだけ灯ともり、オレンジの光で柔やわらかく陰いん影えいを作る。

　テーブルのこちら側には三人の男女。エリザとレベンス、そしてサンデリアーナ。

　そして、向こう側の椅い子すには二人の親子。剣聖ルピナスと、その娘ミーナ。娘のほうは遊び疲れたのか、今は母親の腕の中ですうすうと眠りこけている。

　なぜ、こうなった……？

　レベンスは自じ問もん自じ答とうする。剣けん聖せいヴァリエガータを待っていたはずが、代わりに現れたのは剣聖ルピナスで、しかも相手から『ご相そう談だん』を持ちかけられている。

「…………」

　ルピナスは、鋭するどい瞳ひとみでこちらを窺うかがっている。その視線は殺気を帯びた強きよう烈れつなもので、冗じよう談だん抜きで今にも斬きり殺されそうだ。

　まるで別人だ。

　娘むすめのミーナが起きている間は、彼女の瞳は本当に穏おだやかだった。こちらに遠えん慮りよしながらも、美しい声で子こ守もり唄うたを歌い上げ、己おのれの腕の中で娘を寝かしつける。そうやって娘が瞼まぶたを閉じて、こちらに向き直った瞬しゆん間かんに、今までの穏やかさは吹き飛び、何か悪いものでも憑ついたのかと思うほど目が釣つり上がり、蛇へびのような三さん白ぱく眼がんとなる。その殺し屋のような視線を正面から浴あびると、彼は一いつ瞬しゆん、これが話し合いなのか睨にらみ合いなのか分からなくなるのだった。

「大事な話って……なんだ」

　レベンスから話を切り出す。これ以上は視線の重じゆう圧あつに耐たえられそうもない。

「…………」

「すまんが、そんなに睨まないでくれ」

「あ……」

　彼女は視線を伏ふせる。そして、「これは、その、生まれつきで……」と言い訳わけする。だが、目つきが鋭いままなので冗談を言っているようにさえ聞こえる。

「おい、エリザ」

「なに」

「おまえも睨むのはよせ。相手が話しにくいだろう」

「でも、この人、剣聖」

「分かっている。だけど今は話を聞くのが先だ」

　レベンスとて、警けい戒かいの気持ちがないわけではなかった。むしろ、このルピナスが彼の仇かたき『光る眼めの剣士』である可か能のう性せいを考えれば、猜さい疑ぎ心しんは抑おさえようもない。それでも相手の意見を入れ、こうして話し合いの場を設けたのは、敵だからといってただ刃やいばを交えるわけにはいかない理由が眼がん前ぜんにあるからだ。

　それは彼女の腕の中で眠る幼よう女じよ。

　あどけない顔で、しっかりと母親の服を摑つかみ、胸に顔を埋うずめている。これが相手を油断させるための罠わなだとはどうしても思えない。むしろ、昼間の接せつ触しよくを考えればこちらがルピナスの娘を人質に取る機会は何度でもあったのだ。

「あの、ルピナスさま」

　膠こう着ちやくした様よう子すを見て取ったのか、サンデリアーナが話に入る。

「お久しぶりです。剣聖ドラセナ・ゴールドコーストの妹、サンデリアーナです」

「覚えております」ルピナスはやっと口を開く。「たしか、五年ほど前に道場で……」

「ええ、あのときはサツキとわたし、あと、お子さんたちもいたと思います。ミーナちゃん、本当に大きくなりましたね。最初見たとき、全ぜん然ぜん分かりませんでした」

　サンデリアーナが接点を探るように会話を始めると、ルピナスの顔も少しだけ和やわらぐ。

「ええ、久しぶり、ですね……。あのときは、私もこの子を産んだばかりで、どうしてよいか分からず……子供のいるユキノシタさんを頼たよって、道場でお世話になりました。サツキさんにも、サンデリアーナさんにも、それはもうお世話になりまして……改めまして、その節せつはありがとうございました」

　ルピナスは頭を下げる。

「たしか、お子さんは双ふた子ごでしたよね。ナナちゃんのほうはどうしたんですか？」

「それは……」

　ルピナスは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、それから目を伏ふせる。

「ナナは、三年ほど前からとある古い知人の家に預かってもらっています。詳くわしくは明かせませんが、何者であろうと容よう易いには手が出せない安全な場所です。とはいえ、先方の事情で姉妹二人とも預かってもらうというわけにはいかず、こうしてミーナと旅をしております……」

「そうですか……ご苦労なさいましたね」

　サンデリアーナも空気を察し、その件については深く追つい及きゆうしなかった。

　──ルピナスといい、サンデリアーナといい、剣けん聖せいがらみは双子が多いな。まあ、それはいいとして……。

　話を聞きながら、レベンスは内心で少し疑問を抱いだく。

　なぜ、サンデリアーナは今まで黙だまっていたんだ？

　剣聖ルピナスと親しい間あいだ柄がらなら、レベンスたちにそれを知らせていないのは妙みようだ。サンデリアーナとは決して長いつきあいではないが、ともに修しゆ羅ら場ばをくぐってきた仲には違いなく、今まで何も話してくれなかったのは引っかかる。

　レベンスはしばらくその疑問に頭をひねるが、答えはすぐに出た。

　ああ、そうか……エリザを気き遣づかっていたのか。

　真相にたどりつくと、それは単たん純じゆんなことだった。もし、剣聖と彼女が知り合いと分かれば、エリザは当然戦いにくくなる。だから黙っていたのだろう。何かと気を遣うサンデリアーナらしい判断に思えた。

「では、改めてお伺うかがい致します」サンデリアーナは姿勢を正し、さらに質問を重ねる。「ルピナスさまは、今日はどういった御ご用ようで私たちのところに……？」

「それなんですが──」

　剣聖が答えかけたところで、「ん……」と、ミーナが動いた。

「ちょっと、失礼しますね」

　ルピナスは立ち上がり、娘むすめを後ろのベッドに横たえ、毛もう布ふをかける。それから振ふり返ると、変わらぬ鋭するどい視線で、「実は──」と回答を告げた。




「助けてほしいのです」




「え？」

　レベンスは思わず聞き返す。

「助けて、ほしい？」

「はい。助けてほしいのです」

「ちょっと待ってくれ……」

　まさか剣けん聖せいから助けを乞こわれるとは想像もしなかった。いや、娘を連れてきたことからそこは察するべきだったのかもしれないが、それでも信じられない。

「どういうことだ、説明してくれ」

　ルピナスはうなずき、一度、背後を振り返る。ミーナはよく眠っており、起きる気配はない。

「私は『ある人物』に追われております」

「ある人物？」

「はい。その人物は、私を脅おどし……」また、娘を見る。「この子を人質に取りました」

「なに？」

「その人物は『この子の命が惜おしければ、命令に従え』と要求してきました。私は、それに耐えられなくて、この子を取り戻した隙すきに、ここまで逃げてきたのです」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。あんたは何を言っているんだ？」

　彼は当然の疑問を口にする。

「あんた、剣聖だろ？　そんな奴やつ、叩たたき切ってしまえばいいじゃねぇか」

「それはできないのです」

「どうしてだ」

「なぜなら、相手が私よりも強いからです」

「え……？　でも、それじゃ……」

　そこでレベンスは一つの可か能のう性せいに思い当たる。

　ルピナスは静かにうなずき、驚きよう愕がくの事実を告げた。




「剣聖カレン・デュランダル。彼女が、私を脅している『犯人』です」
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「どうなってやがる……」

　椅い子すにもたれ、レベンスは文字通り頭を抱かかえる。

　窓の外には、遠ざかる剣けん聖せいルピナスの姿が見える。その腕に抱えた愛まな娘むすめとともに、夜の闇やみに消えていく。

　話はこうだった。

　ルピナスの娘ミーナは、剣聖デュランダルに人質に取られた。そしてデュランダルは、娘の命を盾たてにして、ルピナスにさまざまな汚よごれ仕事を命令してきた。だが、ルピナスはとうとう耐たえ切れなくなり、隙すきを突ついて娘を取り戻し、そしてデュランダルから逃げ出した。

　各地を転々とした彼女は、やがて商都リアトリスに身を潜ひそめるようになる。そして偶ぐう然ぜんにも、市場で『剣聖殺し』を見つけた。きっかけは、娘がたまたま話した情報だったという。

「おかぁさんのもってる『にがおえ』に、そっくりのおねぇちゃんがいたよ？」

　似顔絵、すなわち『人相書き』によく似た人物が、市場で店を出している。彼女はまさかと思って現場に行き、そして確信した。店の背後にあった『大剣』らしき包みが決め手だったという。

「あの、レベンスさん」

　サンデリアーナが隣となりから声を掛ける。

「あ……？」

　彼は顔を上げる。

「すまん、聞いてなかった。なんだ？」

「ルピナスさまの、ことです」

「ああ」

「どうなさるおつもりですか？」

　その問いに、レベンスはすぐに答えられない。

　今日出会って、衝しよう撃げきの告白をされて、しかも内容が内容だ。相手の言葉の真しん偽ぎも分からないのに、判断のしようがない。

「サンデリアーナはどう思う？　さっきのルピナスの話」

「分かりません」

　彼女は素直に答える。

「私も、どう考えたらいいのか……。ただ、とても噓うそを吐ついているようには見えませんでした」

「そうか……」

　彼はそこで、この件において最大の当事者である少女に尋たずねる。

「エリザは、どう思った？」

　銀ぎん髪ぱつの少女が振ふり向く。さっきまでずっと、窓の外を見ていた。ルピナスの行方ゆくえを目で追っていたのだ。

「わかんない。けど……」

　そこで拳こぶしを握る。

「わたしが、やることは、ひとつ」

「戦うのか？」

「うん」

「おまえならそう言うと思った」

　彼は窓に近づき、エリザの隣となりに立つ。

「彼女と戦って、殺すのか？」

「…………」

　少女はうなずく。

「ルピナスの話は、信じられないと？」

「わからない」

　エリザは首を振る。

　この少女が噓うそを吐つけない性格なのは重々承しよう知ちしている。だから、それは本心なのだろう。

「でも、わたしは、聖せい剣けんを、破は壊かいしないと、いけないの」

　訥とつ々とつと、だが迷まよいなく少女は告げる。

「わたしは、剣けん魔まを、倒す。剣魔になる人も、倒す。それだけ」

　少女はそこまで告げると、口をつぐんで彼を見つめた。青く大きな瞳ひとみにレベンスが映り、どこか悲ひ壮そうな印象がある。それがランプのせいなのか、少女の内心の現れなのかは分からない。

「おまえの気持ちは分かった」

　そう言うと、レベンスは窓から離はなれ、荷物を摑つかんだ。

「念のため、宿やどを変えよう。寝込みを襲おそわれないようにな」

「明日はどうします？　ルピナスさまは再びここに来るのでは……」

「なに、いないと分かれば店のほうに顔を出すだろ。師し匠しようには例の暗号で伝言を残しておこう」

　レベンスはそこまで言うと、質問を打ち切るように部へ屋やを出て行く。

　廊ろう下かに出ると、冷たい空気が彼を包んだ。日にち没ぼつからまだそれほど時間が経たっていないが、この季節のリアトリスの夜は冷える。

　冷たい空気を吸い込み、彼は少し気持ちを落ちつける。

　今は考える時間が欲しかった。
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　翌よく日じつ。

　いつもの場所に店を出しながら、彼らは剣けん聖せいルピナスの再さい訪ほうを待った。

　昨晩のうちに行方ゆくえをくらます、という方法は取らなかった。それが一番の安全策さくであることは論を待たなかったが、彼はどうしても踏ふん切りが付かなかった。そうやって一時的に難なんを逃れたとしても、その先の展望は何もない。剣聖を倒すために旅をしているのに、その剣聖から逃げ出すのも矛む盾じゆんしている。

　だが、かといって剣聖と戦う気にもなれなかった。娘むすめを人質に取ることができれば戦わずして勝つことも可か能のうだが、それは助けを求めてきた相手に対してあまりにも外げ道どうな手段だ。

　進むべきか、退しりぞくべきか。

　こんなとき、師し匠しようならどうするだろう。どんな判断をし、どんな道を選ぶだろう。

　師匠なら、昨日の時点でルピナスの言葉の真しん贋がんを見抜き、即決しているのではないか。

　──俺おれにはそんなの無理だ。

　自分の力では抱かかえきれぬ難なん題だいに、彼は煩はん悶もんする。

　刺し客かくに襲おそわれ、聖せい剣けんを盗ぬすまれ、師匠は行方不明、さらに剣聖ルピナスとの遭そう遇ぐう。一つでも彼の手に負えないのに、今はすべてを考えた上で道を選ばなければならない。

　そして判断ミスの代だい償しようは、『死』。自分の死、仲間の死。そして世界の滅めつ亡ぼう。

　振ふり返れば、剣聖エリオットと戦ったときは、常に師匠がそばにいた。難むずかしい判断も、困こん難なんな状じよう況きようも、師匠が処しよ断だんしてくれた。それがどれほど難しい決断であり、重い責任を伴っていたのか、彼は今になって分かる。仲間と世界の命めい運うんを背せ負おうということは、身動きが取れぬほどの重じゆう圧あつがのしかかることなのだ。

　──では、相手を信用するのか？

　結局のところ、判断の要よう諦ていはそこに尽つきた。相手が信用できないのなら、戦いは避さけられないし、信用できるのなら仲間に加える。

　いや、危険だ。

　もし、いったん信用して、それが裏目に出たら──。それはもう最悪の結末となる。相手は他ならぬ剣聖だ。不ふ意いを突つかれれば全ぜん滅めつ必ひつ至し。一夜のうちに皆みな殺しだろう。

　だが……そこで彼の思考は引き戻される。

　そんな手の込んだことを、果たして剣聖がするだろうか？

　そもそも、彼女はこちらに気づいていたのだ。店頭に現れるより前にレベンスたちのことを密ひそかに窺うかがっていた。信用できるかどうかを見み極きわめていた──と、ルピナス本人から聞かされた。

　つまり、それはいつでも殺すことができたということだ。不意を突いて、まずは一番戦せん闘とう力りよくの高いエリザを仕し留とめる。返す刀でレベンスを始末し、最後のサンデリアーナはそもそも心の傷のせいで戦えない。ひいき目に見ても勝利は疑いないだろう。数日尾び行こうすれば、ヴァリエガータがいないことも見抜けたはずだ。昼間が無理なら、寝込みを襲おそうこともできた。手はいくらでもあったのだ。

　だが、ルピナスはそれをしなかった。それどころか、自分の最大の弱点である『娘むすめ』を抱かかえて、彼らの前に現れた。

　信用していいのだろうか？

　心の天てん秤びんが傾かたむく。

　しかしそれは、すぐに水平に戻る。いや、もし……罠わなだったら、と。

　相手を信用して、剣けん聖せいを仲間に迎むかえ入れる。それは考えようによっては、飛びつきたくなるほど魅み力りよく的てきな選択だった。血を流さずに、強力な味方を手に入れる。戦うはずだった残る二人のうち、一人を味方に引き入れ、敵はあと一人だけとなる。

　だからこそ、危険なのだ。剣聖とは戦いたくない。できれば交戦を避さけたい。そう思うからこそ、心が甘あまいほう、弱いほうに流れる。それこそ相手の思う壺つぼかもしれない。

　では、戦うのか？

　天秤はぐらぐらと左右に振ふれ、それは落ち着く様よう子すを見せない。

「レベンスさん、来ました」

　サンデリアーナが告げる。

　彼がハッとして顔を上げると、通りの向こうから、一人の女性と、その手に引かれた幼女が連れ立って歩いてくる。ルピナスとミーナだ。

「おかぁさん、きょうは、あのおねぇちゃんとあそんでもいい？」

「それは……わからないわ」

「どうしてー？」

「どうしてもよ」

　そんな会話を交わしながら、親子はこちらに歩いてくる。ルピナスは最強の剣士とは思えぬ穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべ、娘を慈いつくしむ母親そのものだ。

　やがて、親子は店の前で立ち止まった。あたりに人通りは少ないが、戦えば十分に目立つし、揉もめ事はすぐに『商都連合コムシアル』の治ち安あん警けい察さつに伝わるだろう。できれば戦せん闘とうは避けたいところだった。

　頭の中ではさまざまな計算が巡めぐるが、やはり最後は一点に帰き着ちやくする。

　剣聖ルピナス・カーネイション──彼女を信用できるか、否いなかだ。

「昨日のお話ですが、考えて頂けましたか」

「それなんだが……」

「あっ、ちょっと待ってください」

　ルピナスはサッと手を前に出し、レベンスを制した。そして「ミーナちゃん」と娘むすめを呼ぶ。

「なーにー？」

「おかあさんは、今からとても大切なお話があるの。だから、そこのサンデリアーナおねえちゃんといっしょに、向こうでイイ子にしていてくれる？」

「うん、いいよ」

　ミーナは素直に答える。

　一方、急に指し命めいされたサンデリアーナは驚おどろく。

「よ……よろしいのですか？」

「何がですか？」

「その、ミーナちゃんを、私が預かっても」

「もちろんです」

　ルピナスは迷まよいなくうなずき、娘の背中を軽く押し出す。

「さあ、いっておいで」

「うん！」

　ミーナはサンデリアーナの前まで歩くと、「今日は何して遊ぶー？」と尋たずねてくる。

「あ、その……」

　サンデリアーナがこちらを見る。

　レベンスが「頼たのむ」と言うと、彼女は戸と惑まどいつつも返事をした。

「分かりました。では、あちらの商店街を一ひと巡めぐりしてきます」

「助かる」

「では……行ってまいります」

　サンデリアーナは緊きん張ちようした様よう子すでミーナの手を引く。

　二人が手をつないで遠ざかり、やがて角かどを曲まがって見えなくなる。

「……よかったのか？　大事な娘を預けちまって」

　レベンスが尋たずねると、ルピナスは一いつ瞬しゆん、唇くちびるを強く嚙かんだ。そして搾しぼり出すように「……はい」と低い声で答えた。

「あなたがたを、信用できると……、そう判断したからこそ、私は、ここに来たのです。だから、かまいません」

　自分に言い聞かせるように、言葉を区切りながら話す。

「……そうか、わかった」

　レベンスは平静を装よそおって答える。だが、胸中では驚いていた。

　これは『人質』だ。

　自みずからの最大の弱点にして、最も大切な存在を、相手の支配下に引き渡す。それは完全に丸まる裸はだかになるような行こう為いだ。今日の話し合いに懸かける、彼女の並々ならぬ覚かく悟ごをレベンスは感じた。

「話は、ここでいいか？」

「けっこうです」

　レベンスはちらりと通りの向こうを見る。屋台や露ろ天てん商しようの人波に隠かくれて、金きん髪ぱつの女性がこちらを窺うかがっているのが分かる。一ひと巡めぐりするとは答えたものの、実際には適当にミーナの相手をしながら、こっちの『交こう渉しよう』の行方ゆくえを窺っているはずだ。

「結けつ論ろんを出す前に、いくつか訊ききたいことがある」

「なんでしょう」

　ルピナスは鋭するどい瞳ひとみをこちらに向ける。相変わらず、娘むすめがいないときの殺気と迫はく力りよくは凄すさまじい。

　本当なら目も合わせられない相手だな、とレベンスは今いま更さらながら思う。たぶん、立場の差は国王と庶しよ民みん以上だ。

　一度、ごくりと唾つばを飲んでから、彼は質問に入る。

「『剣けん魔ま』のことは、知っているか？」

　それは、昨日三人で打ち合わせた質問内容の一つだった。相手が一度でも噓うそを吐ついたり、誤ご魔ま化かしたりするようなら即そく座ざに交渉を打ち切る。それが、信用できるかどうかの試し金きん石せきだ。

「はい、知っております」

「どこで知った？」

「ヴァリエガータから、何度も聞かされました」

「信じたのか？」

「以前は疑っておりました。ですが……」

　彼女はそこで、いきなり上着の前をはだけた。レベンスはドキリとしたが、彼女の胸にあるものを見てさらに驚おどろく。

　ルピナスの胸には、黒い血けつ管かんが浮き出ている。それは黒いムカデのように蠢うごめくと、すっと体内に消える。

「それは……」

「最初は、何かの病気だと思っておりました。ですが、ヴァリエガータの手紙を読み返して、これがまさに彼女の予言したとおりの『前ぜん兆ちよう』だと気づいたのです。つまり──」

　彼女は鋭い瞳をさらに光らせ、

「そのときの『覚かく悟ご』は、できております」

　と告げた。

　あっさりと言う剣聖の言葉に、レベンスは我わが身を省かえりみて思う。

　もちろん、言葉の意味は分かっているのだが、それでもつい訊き返してしまった。

「自じ害がいか」

「ええ。皆様に万が一の迷めい惑わくもお掛けしません。それはお約やく束そくします」

「娘はどうする」

　いらぬ心配だな、と思いつつも訊きいてしまう。

「私が死んだときは、ナナ──もう一人の娘むすめを預かってもらっている知人宅を訪たずねるように言ってあります。あの子も六歳さいです、馬車を借りて目的地を告げるくらいはできるでしょう」

「…………」

　どっしりと覚かく悟ごを決めた剣けん聖せいの言葉に、彼は言葉に詰つまる。

　自分とは違う。覚悟も、胆たん力りよくも、精神力も、何もかもが違う。

　彼が次の質問を出せずにいると、

「ひとつ、いい？」

　エリザが切り出した。

　ルピナスが少女に視線を向ける。剣聖と、剣聖殺しの視線が交こう錯さくする。

「なんでしょう」

「聖せい剣けんの、こと」

「『報復乃鋏フラガラツハ』のことですか」

「そう」

　エリザは臆おくした様よう子すもなく、まっすぐに言葉をぶつける。

「今、聖剣は、どこに？」

「デュランダルの手元です」

「どうして？」

「娘と会うために、デュランダルにいったん聖剣を預けました。そして、聖剣を身代わりにして、私は娘を連れて逃げてきたのです」

「どうして、呼ばないの？」

「呼んでも来ません。デュランダルは、私の声の波は長ちようを打ち消す方法を心得ています」

「そう……」

　エリザは淡たん々たんと話を続ける。

「私の、目的は、聖剣の、破は壊かい」

「…………」

　ルピナスは黙だまって聞く。

「だから、あなたからも、聖剣を、奪うばう」

「けっこうです」

　剣聖は躊ちゆう躇ちよなく告げる。

「もし、デュランダルを倒して、娘の命を助けてもらえるなら、聖剣はお譲ゆずりします」

「おい、いいのかよ？」

　これにはレベンスが口を挟はさんだ。聖剣は、剣聖にとって命よりも重いはずだ。

「私はもう、聖剣を置きざりにして娘と逃げてきました。すでに剣聖としては完全に失格です」

「だけどよ」

　レベンスは思わず言ってしまう。

「それじゃ、無責任だろ」

「…………」

　ルピナスが唇くちびるを嚙かむ。彼は一いつ瞬しゆん、言いすぎたとも思ったが、それは本心でもあった。

「私は──」

　剣けん聖せいは少しうつむく。

「娘むすめが助かるためなら、どんなことでもします。剣けん聖せいの座を捨てて、娘が助かるのなら、私はそうします。……そんな、愚おろかな母親なのです、私は」

　そこまで言うと、彼女は口をつぐんだ。

　剣聖の座を捨てる。その言葉の意味と、重みを知らぬ彼女ではあるまい。

　それでもここまで明めい瞭りように言い切れるのは、それがこちらを騙だますための演技だからか、母親としての愛情ゆえなのかは、レベンスには判断が付かなかった。

　訊ききたかった質問はほとんど尽つきた。

　残された質問は、あと二つのみ。

「ルピナス、もうひとつ訊く。……『ジーラニム』には、行ったことがあるか？」

　それは彼にとって、最も重大な質問だった。

　残る二人の剣聖の中に、彼の家族を殺し、故こ郷きようを滅ほろぼした『剣けん魔ま』、すなわち『仇かたき』がいる。だから、いま目の前にいるルピナスがその『仇』である可か能のう性せいは単純に五割だ。いや、先ほど見た『黒い血けつ管かん』から言って、彼女こそが仇そのものである疑いは強まっている。

「ジーラニム……」

「アストラガルス北西部にある小さな山村だ」

　ルピナスは昔を思い出すように、何度か瞬まばたきをする。

　やがて、告げられた答えは、

「行ったことはありません」

　というものだった。

　フウッ、とレベンスは息を吐つく。それは安あん堵どと落らく胆たんの入り混まじった複ふく雑ざつな感情だった。

　もし、「はい」という答えが返ってきたとき、自分はどうするつもりだったのか？

　もし、今ここで『仇』だと相手が白はく状じようしたら、自分はどうするつもりだったのか？

　自分の胸に問いかけるも、結局答えは決まっている。

　彼はそのために生きてきた。だから、そのときが来れば戦う。それだけだ。

　ルピナスの話が本当ならば、レベンスの仇はこれで完全に『残る一人』に絞しぼられることになる。その仇の顔を思い起こし、彼の胸には復ふく讐しゆうの炎が一いつ挙きよに燃もえ上がりそうになるが、ここは大きく息を吐いて気持ちを鎮しずめる。今はまだ話し合いの途中だ。

　また、少し間が空あく。

　残された最後の質問を前に、レベンスはちらりとエリザを見る。

　剣けん聖せい殺しの少女は黙だまっている。その瞳ひとみはじっと剣聖を見み据すえており、何かを確かめようとしているようにも見える。言葉を発しないのは、彼にこの場の進行を任せているのか。

「ルピナス。さんざん質問しておいて、こんなことを言うのは間ま違ちがいなく非ひ礼れいに当たる。だが、言わせてもらう」

「……どうぞ」

　ルピナスの視線が彼に向く。その眼がん光こうは変わらず、迫はく力りよくに満ちている。

「結局のところ、あんたの言葉には何の裏づけもない。口では何とでも言える」

「…………」

　ルピナスの表情が変化する。眉み間けんに皺しわが寄り、表情がやや険けわしくなる。

「あんたが最初から俺おれたちを騙だますつもりなら、どんな約やく束そくをしたってそれは意味がない。途中であんたが裏切り、俺たちを皆みな殺しにすればすべてチャラだからな」

「…………」

　剣聖相手に、俺は何を言ってるんだろうな。彼はしゃべりながら妙みような気分になる。おそらくこれは、国王を頭ごなしに罵ののしるよりも無ぶ礼れいな行こう為いだ。

　ルピナスは黙だまって耐えている。紫むらさき色の長ちよう髪はつが風に揺ゆれ、前まえ髪がみが彼女の顔を隠かくす。表情は見えなくても、その唇くちびるは嚙かみ締しめられ、肩はわずかに震ふるえている。

　おそらく、もう駄だ目めだろう。

　彼は胸中で、この会話の結末を予想し始めていた。腹の探り合いというよりも一方的にこちらが質問をぶつけたやりとりは、結局のところ拭ぬぐいがたい溝みぞを明らかにしただけだった。

　何を信じろというのだ。

　ヴァリエガータのときと決定的に違うのは、やはり相手に対する信用度だった。目の前でデュランダルと戦い、窮きゆう地ちを救ってくれたヴァリエガータの場合と、今回の場合はまるで違う。

　言葉を交わせば、何かが分かるかもしれないと思った。

　そして分かったことは、拭いがたい相手への疑念だけだった。

「そういうことだ。悪いが、俺たちはあんたと──」

　そのときだ。

　ルピナスは、バッと顔を上げた。

　なんだ？

　その瞳はレベンスを鋭するどく見据え、恐おそろしいまでの眼光を彼に浴あびせる。

　決けつ裂れつ、そして戦せん闘とう──レベンスとエリザは同時に後退し、相手の攻こう撃げきに備える。

　だが。

「え……？」

　そこで彼は信じられないものを見る。

　ルピナスは、しばらく黙だまって彼らを見つめたあと、おもむろに腰こしをかがめた。そして大地に膝ひざを付け、両手を前に出し、深々と頭こうべを垂たれる。

　それは衝しよう撃げきの光景だった。




　剣けん聖せいが、土ど下げ座ざしている。




　その額ひたいは地面に付けられ、紫むらさき色の髪かみが砂すなに塗まみれる。

　レベンスは何を見ているのか分からない。

　剣聖が。

　世界に七人しかいない、最強の剣士が。

　国王も、皇こう帝ていも、法王も、誰だれも頭の上がらない神のごとき存在が。

　今、一いつ介かいの傭よう兵へいに、頭を下げている。

　レベンスは絶句する。隣となりのエリザも少なからぬ驚おどろきの表情を浮かべている。

　剣聖は何も言わない。ただ頭を下げて、彼らの答えを待っている。

　近くを歩く人々が、かすかにざわつく。

　店の前で土下座した女性。それを見た通行人が何を思うのかは分からない。ただ間ま違ちがいなく言えることは、彼女がとてつもなく恥はじをかいているということだ。

　言葉が出ない。

　周囲の雑ざつ音おんも、やがて消える。

　その光景があまりにも衝撃的すぎて、時が止まったようだった。

　そして。

「おかぁさん……!!」

　その一言が、彼らの止まった歯車を回す。

　同じ色の髪を持つ娘むすめが、母親の元まで駆かけ寄る。

　見れば、サンデリアーナがそこにいた。剣聖の土下座という、あまりに衝撃的な光景を見て、思わず戻ってきてしまったのだろう。

「おかぁさん、どうしたの？　おかぁさん？」

　ミーナが心配そうに母親を覗のぞき込む。

　だが、ルピナスは顔を上げない。

「おなか、いたいの？　さすってあげようか？　ねぇ、おかぁさんってば……」

　ミーナの瞳ひとみに、じわっと涙なみだが浮かぶ。

　おそらくは初めて見るだろう母親の姿に、どうしてよいか分からないのだろう。泣きそうになりながら、背中を揺ゆする。だが母親は顔を上げない。

　すると、そこに銀ぎん髪ぱつの少女が近寄り、声を掛けた。

「もうひとつ、だけ」

　いつもの淡たん々たんとした声で、エリザは最後の質問をする。

「エリオットの、こと」

　ぴくりと、剣けん聖せいの指が動く。それでもまだ顔は上げない。

「誰だれが、やったか、知ってる？」

　娘むすめの手前、『殺した』という表現は避さけたが、真意の分からぬ剣聖ではないだろう。

　レベンスは答えを待つ。

　剣聖は顔を地べたにつけたまま答える。

「私、です」

　そして両腕を伸ばし、愛する娘を搔かき抱いだいた。

「こ、子供と……引き換かえに……デュランダルに、命令、されて……それで……ど、どうしようも、なくて……」

　そこから先は言葉にならなかった。

　ルピナスの頰ほおを涙なみだが流れる。その涙が本物なのか、噓うそなのか。彼はもう考えなかった。

「ミーナ」

　レベンスは優やさしく声を掛ける。娘も、母親と同じように白い頰に涙を流し、こちらを見上げる。

「おかあさんは、どんなひとだ？」

「え……？」

「ミーナのおかあさんは、ミーナから見て、どんなひと？」

　突とつ然ぜんの質問に、パチパチと瞬まばたきをする幼女。

「んっとね」

　母親に抱かれながら、幼い娘は懸けん命めいに答える。

「おかぁさんはね。んっと、んっと、ミーナのおかぁさんはね──」

　大きな声で、はっきりと。

「せかいいち、やさしいおかぁさんだよ!!」

　その言葉に、母親の肩が震ふるえる。

　ああ、ちくしょう……。

　レベンスは天を仰あおぎ、それから隣となりの二人を見る。サンデリアーナは静かにうなずく。エリザは何も言わず、うつむいている。

　レベンスは親子の前で膝ひざを付き、すっと、ルピナスの肩に手を置く。

　彼女が涙に濡ぬれた顔でこちらを見上げる。最初の鋭するどい眼がん光こうはどこかに消え、完全に母親の顔に戻っていた。

「立ってくれ」

「で、ですが」

「あんたは、間ま違ちがってもこういうことをしちゃいけない人間だと思う」

　彼は無理矢理、ルピナスを立たせる。その二の腕は驚おどろくほど細い。

「ですが……」

「もういい。何も言うな」

　レベンスは小さく腕を広げ、肩をすくめる。




「降こう参さんだよ」
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　その夜、宿やどの一室。

「ルピナスさま、紅こう茶ちやでもいかがですか」

「お気き遣づかい、痛み入ります」

　サンデリアーナが紅茶を淹いれると、剣けん聖せいルピナスは恐きよう縮しゆくしたそぶりで会え釈しやくをする。

「おかぁさん、ミーナものみたい！」

　娘むすめがテーブル下からぴょこりと顔を出す。

「ミーナちゃん、ちょっと待っててね」

　ルピナスは紅茶のカップに唇くちびるを近づけ、「ふー、ふー」と冷さましてやる。それから娘を自分の膝ひざの上に乗せて、小さな手のひらを包むようにして支えながら紅茶を飲ませてやる。

「にがーい」

「あらあら」

　その様よう子すを見たサンデリアーナが「お砂さ糖とう、もっと入れましょうか？」と申し出る。「すみません」とルピナスがまた頭を下げる。

　ミーナが紅茶を飲み干すと、瞼まばたを擦こすり始める。さっき夕食も済すませたので、お腹も膨ふくれて眠くなってきたのだろう。

「ちょっと失礼します」

　ルピナスは娘を抱かかえて、背後にあるベッドに横たえる。しばらく子こ守もり唄うたが響ひびき、それが静かになると、今度はかすかな寝ね息いきが聞こえてきた。

　娘にそっと毛もう布ふをかぶせると、ルピナスはこちらに振ふり返る。

「お待たせしてすみません」

「いや……べつに」

　改めて、一同はテーブルを介かいして向かい合う。奥にルピナス、その正面にレベンスとエリザ。サンデリアーナは紅こう茶ちやのお代わりを注そそいだりして、壁かべ際ぎわに置かれた椅い子すに座った。

「このたびは、私の無理な申し出を受け入れて頂き、誠にありがとうございます」

「お、おう」

「匿かくまって頂く以上、知っていることはすべてお話しするつもりです。何でも訊きいて下さいませ」

「そうか……じゃあ、訊くぞ」

　これからどのような行動を取るにせよ、彼女の知っている限りの情報を引き出す必要がある。

　レベンスは小さく息を吐つくと、

「まず、剣けん聖せいデュランダルのことだ」

　と切り出した。

「やつの狙ねらいは何だ？　あんたを脅おどして、何をさせるつもりだ？」

「それは私にも分かりません。デュランダルは本心を人に明かしたりしませんから。ただ……」

　ルピナスの表情が曇くもる。

「彼女は、以前から今の世の中を快こころよく思っていない節ふしがありました」

「世の中を？」

「はい。七人の剣聖が、世界を裏から支え、統とう治ちする体制。ヴァリエガータなどは『剣聖統治』『立りつ剣けん主しゆ義ぎ』といった名称で呼んでいましたが、そういう支配体制のことです」

「でも、それって剣聖自身にとっては都つ合ごうの良い体制だろう。何が不満なんだ？」

「彼女は常々、こんなことをぼやいていました」




　剣聖ってぇ、七人も必要ないと思わない？




　それは何なに気げない世間話で、ぽろりとこぼした言葉だという。

「ちょっと待ってくれ。それじゃまるで、デュランダルが他の剣聖を疎うとましく思っているみたいじゃないか」

「分かりません。デュランダルは人を欺あざむいたり、意のままに操あやつるのが好きなタイプです。だから、そのセリフすらも本心ではないかもしれません」

「いずれにせよ、あんたの娘むすめを人質にして、剣聖殺しと戦わせようと仕向けた。それは間ま違ちがいないな？」

「はい。最初はデュランダルが自分自身で聖せい剣けん回収に当たるつもりだったようです。ですが、ヴァリエガータの生存を知ると、一いつ転てんして私のことを駒こまに使うようになりました。あれほどの力を持ちながら、デュランダルは慎しん重ちような人間です。特に、剣聖と一対一で戦うのを極きよく度どに嫌いやがります。だから私が……」

　そこで彼女は、一度ミーナに視線を向け、眠っていることを確かめると、「……エリオットの始末を、命じられました」と搾しぼり出した。

「…………」

　レベンスは黙だまって彼女を見つめる。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、彼は質問を再開した。

「これはくどいようだが、確認させてくれ。ジーラニムには、行ったことがないんだよな？」

「はい。ありません」

「じゃあ、デュランダルはどうだ？　彼女はジーラニムに行ったことがあるか？」

「どうでしょう。私にはなんとも……」

「彼女の両りよう眼めが光ったのを見たことがあるか？」

「両眼が……光る？」

「理由は後で話す。とにかく、質問に答えてくれ。夜の獣けもののように、彼女の眼が光ったところを目もく撃げきしたことはないか？」

　その質問に、隣となりの二人も緊きん張ちようした面おも持もちでルピナスを見る。

　それは核かく心しんに迫せまる質問だった。レベンスは膝ひざの上でぐっと拳こぶしを握り締しめて相手の答えを待つ。

「デュランダルの眼が……」

　ルピナスは唇くちびるに指を当て、何度か瞬まばたきをする。

　だが、答えは肩かた透すかしだった。

「少なくとも、私は見たことがありません」

「そうか……」

　レベンスは落らく胆たんしつつ、その胸には新たな疑念が生じる。

　剣けん聖せいはあと二人しかいない。ルピナスでなければ、デュランダルが『仇かたき』──すなわち『光る眼の剣士』のはずだ。そうでないと誰だれも仇ではないことになってしまう。

　ふうっ、と彼は一度息を吐つき、自分の気持ちを鎮しずめる。

　焦あせりは禁物だ、と思った。

　もし、仮にデュランダルが剣けん魔まだとしても、あの性格なら自分から尻尾しつぽを摑つかませるようなことはしないはずだし、ましてや他の剣聖に見られるようなヘマはしないだろう。そんなことをしたら剣聖同士の戦争になりかねない。

「剣聖、ルピナス」

　そこで、エリザが口を挟はさんだ。

「聖せい剣けんの、こと、聞きたい」

「なんでしょう」

「デュランダルの、聖剣。どんなのか、知ってる？」

「いいえ。彼女の聖剣『不滅の灰デユランダル』は、誰も見たことがありません」

「……そう」

　エリザは低い声で返し、今の回答を斟しん酌しやくするように瞬まばたきを繰くり返す。

　その後も、レベンスたちはいくつかの質問をぶつけた。だが、デュランダルに関することはほとんど分からず、核かく心しん的てきなことは明らかにならないまま時が過ぎた。

「参ったな……」

　レベンスは背もたれに寄りかかり、疲れた顔ですっかり冷さめた紅こう茶ちやをあおる。

　彼はこれからの一手を迷まよっていた。

　道は大きく二つあり、一つはデュランダルとの対決で、もう一つはサツキからの聖せい剣けんの奪だつ還かんだ。途中のプロセスはどうあれ、最後はこの二つに道が絞しぼられる。

　欲を言えば、ルピナスとの会話で何か打開の糸口を見つけたかった。しかし、正直言ってそれは不発に終わり、これ以上何か有ゆう益えきな情報を引き出すのは難むずかしいように思えた。

　夜も深くなり、階かい下かで酒を飲んでいた商人たちの歓かん談だんも消える。すうすうというミーナの寝ね息いきだけが聞こえる。

　質問が途と切ぎれたと見て、ルピナスが「あの……」と言葉を発した。

「皆みなさんは、これからどうするおつもりですか？」

「それは……」

　レベンスは一いつ瞬しゆん、何を話したものかと思案する。

　ルピナスをどこまで信用していいのか。『助けて下さい』という言葉を信じたからこそ迎むかえ入れたわけだが、こちらの窮きゆう状じようをどこまで開かい陳ちんしていいかとなると判断に迷った。特に『聖剣』の所在については最重要の機き密みつと言ってよい。

　剣聖は、変わらぬ鋭するどい眼まな差ざしで彼を見つめる。娘むすめがいないときの彼女は恐おそろしいまでの殺気を放っている。

「匿かくまって頂いた上に、このようなことを申し上げるのは失礼ですが」

　ルピナスは鋭い瞳ひとみを向けながら告げる。

「我われ々われが生き残るには、互たがいの協力が必要です。この戦い、誰だれかが手て札ふだを伏ふせていたら、間ま違ちがいなくデュランダルに『総そう取どり』されます」

「どういう意味だ」

「あなた方は今、かなりの窮きゆう地ちに陥おちいっている。違いますか？」

「どうしてそう思う？」

「簡かん単たんです。これだけ世界中から追われているのに、ここ最近はまるで行動を起こそうとしない。動きたくても『情報』がない。だから動けない。そうでしょう？」

「どうかな」

　レベンスはシラを切る。これが誘ゆう導どうなら、乗るわけにはいかない。

「加えて、おそらくは何らかの事件・事故で聖剣を紛ふん失しつして、その所しよ在ざいを摑つかめずにいる。違いますか？」

　レベンスは内心で絶句する。まさかこうも見事に看かん破ぱされるとは思わなかった。

「これも簡かん単たんな種たね明あかしです。聖せい剣けんほど大事なものなら、市場に出るときも必ず持ち運ぶはず。でも皆みなさんの荷物に聖剣らしき物はない。だからです」

「…………」

　レベンスは答えられない。ただ相手の推すい察さつを聞く。

「さりとて、どこかに隠かくしたというのも考えにくい。世界中から追われている以上、隠す場所も、託たくせる相手もそうはいない。となると、聖剣を紛ふん失しつしたのか、または聖剣を奪うばわれたのか。あるいはヴァリエガータに聖剣を託したが、彼女が戻ってこない。このうちのどれかではありませんか？」

「……何が言いたいんだ」

　レベンスは警けい戒かいの度を引き上げる。ここまでこちらの窮きゆう状じようを摑つかまれていたとは不ふ覚かくだった。

「このままだと我われ々われは全ぜん滅めつします。どんなに徒と党とうを組んでも、お互たがいが別の方向を見ていればそれは烏う合ごうの衆しゆう。まずデュランダルに負けます。勝って生き残るためには互いの手て札ふだを、情報を出し惜おしみしている場合ではないのです。だから私はなんでも答えました。皆さんにそれを強要するつもりはありませんが、私はどうしても、この子を、ミーナを守りたいのです。だからみすみす死にに行くような戦いをするつもりはありません」

「俺おれたちが、このまま行けば死ぬと？」

「そうです」

　剣聖は断言する。鋭するどい瞳ひとみと、実力と経験に裏打ちされた言葉には説得力がある。

　二人の視線が交差する。彼は必死に睨にらみ返すが、相手の迫はく力りよくは並ではない。武器も持たぬ相手なのに、蛇へびに飲まれる蛙かえるのような気分だ。

　──どうする。もっと腹を割って話すべきか？　いや、しかし……。

　レベンスはなおも迷まよう。普通なら、あの『降こう参さん』の時点で腹を割っても良さそうなところだ。だが、問題はそう簡単ではない。判断ミスひとつですべてを失うことになりかねず、特に聖剣の所しよ在ざいについては相手に漏もらしてからでは手遅れだ。

　荷が重い。

　彼は自分の下す決断の重さに、正直押し潰つぶされそうだった。自分の命めい運うん、仲間の命運、そして世界の命運。すべてを背せ負おって決断を下すには、彼はまだ若すぎた。

　ふと、エリザを見る。

　剣聖殺しの少女は、青い瞳ひとみでルピナスを睨にらんでいる。最初に二、三の質問をしたあと黙だまってしまったのは、この少女もまた、どうすればいいのか迷っているのかもしれない。

　こんなとき、師し匠しようがいてくれれば……。

　ここにはいない大黒柱を思い出し、彼はますます決断が付かない。

　そのときだ。

「──レベンスさん」

　そこで、今まで黙だまっていたサンデリアーナが口を開いた。

「ルピナスさまを、もっと信じてはいかがでしょうか。私はユキノシタ道場で出で稽げい古こをしていた時代から、ルピナスさまのことはよく存じ上げております。このようなことで噓うそを吐つく方ではありません」

　いつもは控ひかえめなサンデリアーナが、珍めずらしく強い口調で主張する。

「あんたは信用できると？」

「はい。何よりも、これ以上の尋じん問もんはルピナスさまにあまりにも無ぶ礼れいというものです」

「ぬ……」

　レベンスは反論に詰つまる。

　言われてみればまさにそのとおりだ。土ど下げ座ざまでした天下の剣けん聖せいを、一いつ介かいの傭よう兵へい風ふ情ぜいの自分が何の因いん果がか質問攻めにしている。無ぶ礼れい千せん万ばんには違いない。

　もちろん、こちらの命めい運うんが懸かかっている以上、無礼だろうが侮ぶ蔑べつだろうが遠えん慮りよする気はなかった。相手の権けん威いに恐おそれ入って殺されたのでは目も当てられない。

　ただ、レベンスの気持ちは傾かたむきつつあった。いつも控ひかえめなサンデリアーナが、ここまで断定した物言いをするのだ。それは迷まよえる彼の胸中を察しての『後押し』だろう。

　──そうだ、師し匠しようならきっと……。

　彼は正面の剣けん聖せいを見て、それから奥のベッドで眠る幼よう女じよを見る。相手からすれば、他に頼たのる宛あてがないからこそレベンスたちに助けを求めてきたのだ。剣聖が、聖せい剣けんを持たずに、愛する娘むすめとともに、『剣聖殺し』の懐ふところに飛び込む。その捨て身が何を意味するのか、師匠ならきっと汲くみ取るだろう。

「わかった。サンデリアーナの言うとおりだ」

　彼は決めた。

　──ま、ここまで来て疑うくらいなら、初手で逃げを打つべきだしな。

　レベンスは最後に一度だけエリザを見る。すべての決定権は、本来はこの剣聖殺しの少女にあるといっても過言ではない。

　エリザは黙っている。レベンスの視線に気づくと、ふいっと目をそらす。うなずいたりしないのは、彼女の複ふく雑ざつな胸中ゆえに思えるが、何も言わないのはこの場での判断を彼に預けている証あかしでもあった。

　だからレベンスは打ち明けた。

「ルピナス。俺おれたちは今、たいへんな窮きゆう地ちにある」

「はい」

　ルピナスが心持ち、体を前に乗り出す。信用された、という気配を肌はだ身みで感じたらしく、その瞳ひとみに輝きが戻ったようにも見える。

「リアトリスに来る前、とある『刺し客かく』に聖せい剣けんをすべて奪うばわれた。そして、今もその『刺客』の行方ゆくえは分からない」

「やはり……そうでしたか」

　自分の指し摘てきを裏打ちされた格かつ好こうだが、剣けん聖せいに得意げな様よう子すはない。

　神しん妙みような面おも持もちで、「刺客の正体は分かっていますか？」と聞き返す。

「ああ、分かっている」

　レベンスはちらりとサンデリアーナを見て、彼女がうなずき返すと、刺客の正体を明かした。

「サツキ・ユキノシタだ」

「え……!?」

　これにはルピナスの表情が変わった。

　目をパチクリとさせて、サンデリアーナを見る。

「あのサッちゃんが？」

「サ、サッちゃん？」

　レベンスは目を丸くする。刺客にそぐわぬ、ずいぶんと可愛かわいらしい呼び名になってしまった。

　驚おどろく彼に代わり、サンデリアーナが説明を引き取る。

「はい、ルピナスさまもよくご存知の、あの『サッちゃん』です」

「そう、やっぱりサッちゃんなのね……。どうしてあの子が？」

「おそらく、母親の仇かたき討うちだと思われます。ただ、肝かん心じんの『天空乃瞬ウインザー』が抜けなかったことから、いったん撤てつ退たいしたようです」

「なるほど……そういうことだったのね」

　剣聖は小さく二度うなずくと、

「事情は良く分かりました。それなら、私がお役に立てるかもしれません」

「なに？」

「サッちゃんとは古い付き合いです。あの子の考えそうなことは、ある程度の見当が付きます」

　ルピナスは目を伏ふせ、たおやかな人差し指を頰ほおに当てる。これは考えるときの癖くせのようだ。

「おそらく、一度は実家に戻り、それから『菩ぼ提だい寺じ』を参さん拝ぱいするはずです」

「ボ、ボタイジ？」

「ユキノシタ家は、東方の島国『ヤポニカ』の出身です。菩提寺とはヤポニカ人が祖そ先せんの霊れい魂こんを祀まつる施設だそうです。サッちゃんはそうした格かく式しきを大事にする子なので、必ず母の霊魂を祀る菩提寺に聖剣を供そなえに行くはずです。そして、菩提寺に併へい設せつされた宝物庫で、聖剣の使用法を調べると思います」

「そうか、なるほどな」

　レベンスは剣聖の推すい察さつに感心する。交戦したとき、サツキは聖剣を抜くことにかなりこだわっていた。だから、実家に戻って使用法を調べることは十分にありうる。

「二人はどう思う？」

「ルピナスさまのおっしゃるとおりかと」サンデリアーナは即そく答とうする。「菩ぼ提だい寺じの存在は私も聞いたことがあります。たしかユキノシタ道場からそう遠くない場所です」

「エリザは？」

「……わからない」

　剣けん聖せい殺しの少女はここでも同調しない。

　ただ、「でも」と続けた。

「私も、そこに、行く」

「決まりだな」

　彼は軽くテーブルを打ち、勢いを付けるように立ち上がる。

「明日はまず旅支じ度たく。食料の買出しと地図の調達。それで準備が出で来き次し第だい、その『菩提寺』とやらに向かって出発しよう」

　彼が提案すると、一同がうなずく。

　すると、ベッドにいたミーナが寝返りを打ち、「しゅっぱつ……」と寝言をつぶやいた。

　深夜の宿やど屋やに四人の笑い声が響ひびいた。
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　翌よく日じつの朝。

　三頭の馬が、青空の下を進んでいく。

　先頭には剣聖ルピナスの母子。愛まな娘むすめのミーナが、母親の豊かな胸を枕まくらのようにして乗馬している。その後ろにはレベンスとエリザがいつものようにくっついて乗り、最さい後こう尾びにサンデリアーナが一人でまたがる。

　目的の『菩提寺』は、アストラガルス大陸の最さい南なん端たんに位置するため、まともに陸路を引き返せば半年近い旅たび路じとなる。ただ、リアトリスからは東に向かってアルケミラス王国へと伸びる街道が通じており、ここを突つっ切れば一ヶ月あまりで到着できる。

　──ちょうど、出発地点に戻るような感じだな。

　レベンスは頭の中で予定ルートを思い描く。ユキノシタ道場といえば、エリザと初めて出会った思い出の場所で、そこから『アルケミラス王国』『宿しゆく場ば町まちザッハル』『ヴァーゼリア帝てい国こく』『港町マトリカリア』『商都リアトリス』と各地を転々としてきた。小回りながらもアストラガルス大陸を一ひと巡めぐりしたことになり、ここから『アルケミラス王国』まで足を伸ばせばちょうど地図上で『円』が完成する。

「ヴァーちゃん、どうしてる、かな……」

　腕の中で、エリザが心配そうにつぶやく。

「なに、師し匠しようのことだ。どこかで油を売っているだけさ」

　レベンスはポンと銀色の頭を叩たたいて、少女を励はげます。

　リアトリスの宿やど屋やには、それと分からぬように伝言を残してきた。ヴァリエガータなら伝言の存在に気づいて、こちらを追いかけて来てくれるはずだ。

　──大だい丈じよう夫ぶさ。師匠なら、大丈夫。

　彼は自分に言い聞かせるように繰くり返す。

　しかしその一方で、手た綱づなを操あやつる腕は、ずきり、ずきりと痛む。まだ例の『黒い血けつ管かん』は浮き出ていないが、聖せい剣けんを使った代だい償しようは、彼に片時も平へい穏おんを保ほ障しようしない。傷が痛むたびに、師匠に最悪の事態が起こっていないことを祈いのらざるを得ない。

「レベンス」

「ん？」

「こわい、かお、してる」

「そ、そうかな」

　彼は顔をゴシゴシと擦こする。

「寝不足で、目がショボショボするだけさ」

「…………」

　エリザは顔を上げ、頭頂部をレベンスの胸むな板いたにくっつけながら、じぃっと見つめる。深い湖みずうみのような澄すんだ瞳ひとみが、彼の姿をまっすぐに映す。

「なんだよ、じろじろ見て」

「なんでも、ない」

「じゃあ見るなよ」

「わたしの、勝手」

　エリザが強情を張るので、レベンスは「……じゃあ勝手にしろ」と吐はき捨てる。

「うん」

　エリザは彼の顔をしばらく見つめる。レベンスは下からの視線を感じ、妙みように落ち着かない。

　しばらく経たったあと、エリザはぽつりと言った。

「きっと、だいじょう、ぶ」

「え？」

「ううん、べつに」

　少女は前を見ると、いつものように背中を預ける。

　ひょっとして、励はげまされたのか？

　確かめようとも思うが、なんだか野や暮ぼな気もして、それはやめた。
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　ジュマールの大だい樹じゆ海かい。

　アストラガルス大陸の東部に広がるこの森林地帯は、一いつ般ぱんに『死の森』として恐おそれられる。狼おおかみや熊くまなどの猛もう獣じゆうが多く生息し、彼らの食欲を満たすことになった旅人は数え切れない。

「死し屍し累るい々るいだな……」

　レベンスは獣けもの道みちに転がる白骨死体を見下ろし、不快そうに顔をしかめる。

　頭上では、木々の枝が緑の天てん井じようを形成し、柔やわらかな木こ漏もれ日を地面に届けている。さわさわと揺ゆれる葉の音が耳に心地ここちよく、普通に歩いている分にはちょっとした森林浴よくだ。だが、そうした爽さわやかな風景に水を差すように、旅人らしき遺い体たいがちょくちょく目に付いた。

「レベンスさん」

　サンデリアーナが馬の速度を落とし、レベンスと並ぶ。

「ベルベリスの港から、船でアルケミラスを目指す手もあったでしょうか？」

「いや、船はなるべく避さけたい。海上だと逃げ場がないし、万一遭そう難なんしたらおしまいだ」

「それもそうですね……」

　一いつ行こうが、わざわざ危険な樹海を選ぶのには訳わけがあった。『死の森』とさえ呼ばれる樹海は、軍隊ですら避ける危険地帯だが、裏返せば人目を避けるためには絶好の場所でもあった。ここを通るのは戦火を逃れるためにやむなく足を踏ふみ入れる難なん民みんくらいのものだからだ。

　商都リアトリスを出発して十日目。ここまでは順調な道のりと言えたが、樹海に差し掛かったことで緊きん張ちよう感かんはいつになく増している。歴れき戦せんの傭よう兵へいも、野性の猛獣にいきなり襲しゆう撃げきされてはかなわない。

「おねぇーちゃん！」

　前を進むミーナから声が掛かり、母親の肩かた越ごしからぴょこりと紫むらさき色の頭が覗のぞく。

「なに？」

　レベンスの腕の中で、エリザがぴくりと反応する。

　また始まったか、と彼は眉まゆをひそめるが、最近はもう止めない。

「おねぇちゃん、しりとり、しよお？」

「しない」

「しよお？」

「しない」

　エリザは頑かたくなに断る。これは前の『勝負』で惨ざん敗ぱいしたのが響ひびいているからだ。

「どうしてー？」

「したくないから、しない」

「まけるのが、こわいんでしょお？」

「……っ」

　ぴくん、とエリザの体が動く。密みつ着ちやくしているレベンスにはそういう挙きよ動どうが直じかに伝わる。この少女は分かりやすい。

「こわくないし。だいたい、負けないし」

「じゃあ、しりとり、しよ？　ミーナが、まけたら、これ、あげる」

　紫し髪はつの幼よう女じよは、挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべて何かを取り出す。

　あ！

　木こ漏もれ日を浴あびて光ったのは、エリザが前に巻き上げられた『髪かみ留どめ』だ。それはレベンスの亡なき妹の形かた見み。

　びくん、ぴくん、とエリザの体がまた動く。声こわ色いろが少し真剣さを帯びる。

「わたしが、勝ったら……それ、返してくれる？」

「いいよ」

「じゃあ、やる」

　銀ぎん髪ぱつの少女は参戦に踏ふみ切る。

　さて、どうなるか。レベンスは少し興きよう味みが湧わいて事態を見守る。もしもこれで髪飾りが返ってくれば儲もうけものだ。

「じゃあ、しりとりはじめー！　りんご！」

　そして賽さいが投げられる。

「りんご……ご……ご……ごぼう！」

「うさぎ！」

「ぎ……ぎ……ぎぎ……」

　エリザは早くも詰つまる。そこは『技術』でも『犠ぎ牲せい』でも『義ぎ理り』でも何でもいいだろう、とレベンスは歯がゆい想いで見守るが、助言はできない。

　その挙あげ句く、

「ぎ……ぎんなん!!」

「はい、『ん』が付いたからおねぇちゃんの負けー！」

「あっ！」

　指し摘てきされてやっと気づいたエリザは、しまったという顔で口を押さえる。これには傍そばで聞いていたサンデリアーナもルピナスもくすくすと笑った。

「やっぱりおねぇちゃん、あたまわるいね？」

「わるくないし！　かしこいし！」

　エリザは必死に言い返すが、無ぶ様ざまに負けたばかりなので説得力がない。

「ばーかばーか」

「むっきー！」

「もう、ミーナちゃん、そういうことを言ってはいけません」

「だってぇ」

　母親にたしなめられて、ミーナが不満げになったときだ。




「──しっ！」




　ルピナスが鋭するどい声を出した。唇くちびるを人差し指に立て、その瞳ひとみは樹じゆ海かいの奥に向けられている。

　なんだ……？

　レベンスも素す早ばやく視線を走らせる。懐ふところの投げナイフに指を掛けたまま、まだらに木こ漏もれ日が射さす林を見み据すえていると、

「う……！」

　木々の間から、のっそりと一頭の熊くまが出てきた。それは身の丈たけが人間の倍ほどもある、ジュマールの樹じゆ海かいに生息する『人食い熊』だ。

「処ア女イ神ゼ──」

「待ってください」

　エリザが魔ま剣けんを呼ぼうとしたところで、ルピナスがサッと手を出して制した。

「わたしが何とかしましょう。サンデリアーナさん、ミーナをお願いします」

「え、は、はいっ」

　サンデリアーナは少し焦あせった様よう子すで馬上でミーナを受け取る。

　愛まな娘むすめを託たくすと、ルピナスは馬からひらりと飛び降おりた。そして一人でさくさくと林の中を歩き、巨大熊へと近づいていく。

「お、おい……！」

「どうか、ご心配なさらず。それよりミーナに見せないで下さい」

「あ、はい……」

　サンデリアーナが幼よう女じよの目元をさっと手で隠かくす。ミーナが「なーにー」とくすぐったそうに身をよじる。

　ルピナスは巨大熊の前に悠ゆう然ぜんと立つ。恐おそれた様子は微み塵じんもなく、その手には武器のひとつも持っていない。熊は一いつ瞬しゆんだけ警けい戒かいしたそぶりを見せたが、やがて身を低くして飛び掛る時機を探り出す。

　そして熊はルピナスに向かって突とつ撃げきした。鋭い爪つめが華きや奢しやな体へと襲おそい掛かる。

　しかし、その爪が彼女に届くことはなかった。

　剣けん聖せいがすっと手を上げると、




　生首が飛んだ。




　ザンッ、と呆あつ気けないほどの軽さで熊くまの頭部は宙に浮かび、地面に転がる。首から上を失った熊は横倒しになり、その切断面から勢いよく血が噴ふき出す。

　な、何をした……!?

　レベンスには剣けん聖せいの動きが見えなかった。掲かかげた右手がわずかに光ったように見えたが、武器らしきものを使った様よう子すはない。

　顔に浴あびた血をぐいっと拭ぬぐうと、剣聖はこちらを見て微笑ほほえむ。ぞくりとするような妖あやしい美しさと、背せ筋すじの凍こおる殺気。二つが同居した奇き妙みように美しい女性がそこにいた。

　──この人は、いつでも俺おれたちの首を飛ばせるのだ。

　ヴァリエガータがそうだったように、剣聖という存在は聖せい剣けんがなくても十分すぎるほどに強い。たとえ向こうが素す手ででも、レベンスはとても勝てる気がしなかった。

　レベンスは首くび筋すじがにわかに薄うすら寒くなるのを感じ、ブルッと身み震ぶるいした。
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　その日の夕食は『熊肉』となった。

　料理の心こころ得えがあります、という剣聖の言葉に甘えて、香ばしい焦こげ目のついた熊肉と、清流を沸わかして作った熊汁に舌した鼓つづみを打つ。いくらかの獣けもの臭くささはあったものの、久しぶりにしっかり腹の膨ふくれる食事となった。

　空腹を満たすと、あとは寝るだけとなる。夜番は二人一組の交代制で、その日はレベンスとルピナスが最初の組となった。

　焚たき火を挟はさんで、二人は向かい合う。本当はミーナを除く四人で、一人ずつの交代制にしたほうが楽なのだが、どうしても踏ふみ切れないのはやはりこの剣聖ルピナスが理由だった。彼女一人を残して、全員が寝入るほどまだすべてを信じ切れていない。

　本当は分かっている。

　警けい戒かいは無意味だ。剣聖は強すぎて、たとえ向こうが襲おそってくるのを事前に察知できていたとしてもレベンスにそれを防ぐ力はない。それでもこうして彼女に注意を向けるのは、ほとんど傭よう兵へいの本能というべきものだった。

　どこかで狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえる。ジュマールの樹じゆ海かいを生ぬるい風が吹き抜け、それが獣けものの息いき遣づかいのように肌はだを撫なでる。焚たき火の上で虫たちが何匹も舞まい踊おどり、時おり焦げるような音とともに炎に身を撒まかれる。

　ルピナスは静かに座っている。その膝ひざには愛まな娘むすめのミーナが寝ね息いきを立てており、しっかりと母親の服を摑つかんでいる。夜番のときの定番のスタイルだ。

　いつものように時間が流れ、間もなく交代というところだった。

「レベンスさん」

「……え？」

　急に声を掛けられ、彼はハッとする。

　ルピナスはおもむろにこんなことをつぶやいた。

「仲がよろしいんですのね」

「な、仲？」

「レベンスさんは、お二人からとても信用されているし、頼たよりにされている」

　ルピナスは彼の背後を視線で示す。そこには銀ぎん髪ぱつの少女が魔ま剣けんをしっかりと抱いて眠っており、その隣となりで金きん髪ぱつの女性が上品な寝ね息いきを立てている。

「別に、そういうわけじゃない。俺おれのほうが二人に頼っている」

　それは彼の本心だった。戦せん闘とうではエリザにかなわないし、あのトラウマさえなければ、おそらくサンデリアーナにも遠く及およばないだろう。

「なかなか自分では気づかないものですね、こういうことは」

「は？」

「いえ……なんでもありません」

　はぐらかすように紫し髪はつの美女は微笑ほほえむ。こうして改めて見ると、子持ちとは思えない美び貌ぼうと色いろ香かの持ち主だ。体を動かしたときに揺ゆれる豊かな胸は、ちょっと比ひ較かくする対象がないほど大きく、人じん類るいの規き格かくを超こえた感さえある。ミーナが頭を動かすと、枕まくら代わりのルピナスの胸が艶なまめかしく形を変える。

　ああ、いかん。

　彼は小さく首を振ふる。暗くら闇やみに若い男女が二人きりで、しかも相手はとびきりの美女。加えてルピナスはぞくりとする微び笑しようを浮かべてこちらを見つめてくるので、なんだか逢あい引びきしているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　レベンスは照れ隠かくしでわずかに視線をそらしたが、ルピナスは「そういえば……」と話を続けた。

「エリザさんのことはよく存じ上げませんが、サンデリアーナさんのことなら昔から知っております。あまりにも天才すぎて、一時はユキノシタもヴァリエガータも『わが弟で子しに』とすごい口く説どきようでした」

「へえ……」

　彼は視線をルピナスに戻す。その話は初耳だった。

　会話の糸口が見つかったことを喜ぶように、彼女は続ける。

「姉のドラセナと剣けん聖せいの座を競きそわせることは、七剣聖のほとんどが反対でした。綺き羅ら星ぼしのような双ふた子ごの天才、どちらかを若くして淘とう汰たするなど世界の損そん失しつですから」

「じゃあ、本来ならドラセナとサンデリアーナ、姉妹で剣けん聖せいになるはずだったのか？」

「ええ、そういう意見が大半でした。でも、サンデリアーナさん自身がお姉さんとの勝負にこだわりましたし、何よりデュランダルが強きよう硬こうに反対しました」

「デュランダルが？　なぜ？」

「彼女の本心は分かりません。ただ、七剣聖が二人の血けつ縁えんによって占しめられるのは腐ふ敗はいの元だ、というのが建たて前まえ上の反対理由でした。ヴァリエガータは当時から『ただ権力を手放したくないだけじゃろう』と言ってデュランダルと反発していましたが」

　ああ、そういうことか。

　──どうしていっつも私の邪じや魔まするのぉ？

　ヴァリエガータと交戦したとき、デュランダルはそんなことを言っていた。そこには長年の因いん縁ねんのようなものを感じさせたが、同じ剣聖の言葉でそれが裏付けられる形となった。

「一方のユキノシタは、自分の娘むすめに剣聖を継つがせることを良く思っていないようでした。聖せい剣けんは世せ襲しゆうではなく、実力で勝ち取るべきだ、と。だから、あえて娘とサンデリアーナを競きそわせ、秀でた方に『天空乃瞬ウインザー』を託たくそうと考えたようです」

「そんなことが……」

「ですが、これがサッちゃん──娘のサツキちゃんにはショックだったようですね。母親に見放されたと思ったようで、サンデリアーナさんが辞じ退たいしたあとでも、この話は尾を引きました。結局、それが家出の原因に……」

「家出？　武む者しや修しゆ行ぎようじゃないのか？」

「両方ですけど、やはり基本は家出ですね。サッちゃんもあのとき十二歳さいでしたし、すごい親子喧げん嘩かをしたそうです。私が子育ての相そう談だんに行ったとき、ハヅキは珍めずらしく弱気な顔で『子育てのことなど、分からなくなってしまったよ』と吐と露ろしていました」

「むう……」

　聖剣にまつわるいきさつを初めて知り、レベンスは少なからぬショックを受ける。サツキとサンデリアーナが聖剣『天空乃瞬ウインザー』を巡めぐって争い、サンデリアーナは辞退し、サツキは出しゆつ奔ぽんした。そして、おそらくその二人より力量が劣おとるだろう自分が聖剣を継いでしまっている。剣聖の座を継げなかったサンデリアーナの胸中を考えると複ふく雑ざつなものがあるし、加えて、あのサツキという少女の心情を想像するとその無念さは計り知れない。

　母親から継ぐはずだった聖剣。それを、どこの馬の骨とも知れぬ自分が使っている。しかも、母親の仇かたきである『剣聖殺し』の仲間というおまけつきで、そこにかつての親友サンデリアーナまで絡からんでいるのだ。あの気き性しようの荒そうなサツキが、いったいレベンスに対してどれだけの憎ぞう悪おを抱いだくのか、彼は背せ筋すじにぞくりと戦せん慄りつが走る。

　──こりゃ、大変なものを継いじまったな……。

　改めて、彼は自分の踏ふみ込んだ道の険けわしさを思い知る。聖剣を使うということは、それを手にできなかった者たちの無念と怨えん恨こんまで背せ負おうことでもあるのだ。

「……で」レベンスは疲れたように木の幹みきにもたれかかる。「どうして俺おれにそんな話を？」

「白はく状じようしますと、少しお話がしたかったんです。あなたと」

「俺と？」

　剣けん聖せいはうなずく。

「レベンスさん、昼も夜も、ずっと私のことを警けい戒かいしているでしょう？　いつでも視界において、挙きよ動どうを窺うかがっている」

「あ、いやそれは……」

　レベンスは曖あい昧まいな返事をする。

「いいんです。私だってあなたの立場ならそうします。警戒されるのも、信用されないのも承しよう知ちの上です。ですが、この子のためにも、あなたにはこちらの事情を理解しておいてほしいと思ったのです」

「この子のためにも？」

「はい」

　そこでルピナスは、娘むすめの髪かみの毛を優やさしく撫なでた。娘はもぞりと一度だけ動き、また母親の膝ひざ枕まくらに顔を埋うずめる。

「デュランダルと敵てき対たいした以上、私はいつ戦いで命を落とすとも知れぬ身です。そうなれば、頼れるのは皆さんだけです。たいへん身勝手なのは承知していますが、それでも私にはこの子しかいないのです……」

　ルピナスは切せつなげに愛まな娘を撫なでる。

「私、普段はすごく目つき悪いでしょう？」

「あ？　いや、そんなことは」

「いいんですよ、気を遣つかってもらわなくて。私の『二つ名』、聞いたことありますか？　『鉄てつ仮か面めん』ですよ？」

「お、おう……」

　剣聖は微笑ほほえむが、レベンスは笑っていいのか分からない。

「私は剣聖になってから、ほとんど笑ったことなどありませんでした。重じゆう圧あつと使命感ゆえに、笑う余よ裕ゆうをなくしていました。……でも、この子が産まれて、私は少し変われたような気がするのです。この子がそばにいるだけで、気づけば笑っている。この子が私のすべてなんです」

「……そうか」

「だから、私は娘を絶対に守る。そのためならどんなことだってする。あのときエリオットを殺したのも……」

　そこで彼女は自分の失言に気づいたのか、思わず口をつぐんだ。その瞬しゆん間かんだけ、彼女の目は優しい母親の眼まな差ざしから、殺し屋のような目になっていた。

「怖こわいんです。毎日、毎日、娘むすめを失うんじゃないかと。この子にもしものことがあったらと思うと、冷静ではいられないのです。だから昨日も……、その、熊くまなんて追い払えば良かっただけなのに……」

　レベンスはじっと相手の様よう子すを見つめる。わが子を守るためにただ必死な、一人の母親の姿がそこにあった。

「すまん、話のついでと言っては何だが……もうひとつ訊ききたいことがある」

「なんでしょう」

「確か、娘は双ふた子ごで、他にもいるんだったよな。ええと……ナナちゃんだったか？」

「ええ……」

　ルピナスの表情がにわかに曇くもる。

「そっちの子は安全な場所に預けたらしいが、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　相手はあのデュランダルだぞ？」

　その質問をした瞬しゆん間かんだった。

　ルピナスの顔が強こわ張ばり、瞬まばたきが急に多くなった。

　──なんだ？

「ナ……」

　その声が震ふるえる。

「ナ、ナナちゃん……は……」

「お、おい」

　ルピナスの頰ほおを、涙なみだが伝う。

「ほ、本当、は……」

　唇くちびるはわなわなと震えて、喉のど元もとが何度も隆りゆう起きする。

「分かった、もういい」ここまで変化すると、レベンスも察する。「誰だれにやられた？」

　それは酷こくな質問だが、やはり聞いておかなくてはならないことだった。

　ルピナスは一人の名前を挙あげた。それはあの最さい凶きようの剣けん聖せいの名だった。

　やはりか。

　驚おどろきもあるが、納なつ得とくしている自分がいる。

「ミーナには、まだ言ってないのか？」

　ルピナスの膝ひざの上で眠る幼よう女じよに視線を落とし、彼は低い声で尋たずねる。

「まだ、言えなくて……」

　母親の瞳ひとみに涙が浮かび、その雫しずくはもう一人のわが子の頰に落ちる。

「そうか……聞いて悪かった」

　彼は小さく嘆たん息そくし、唇を嚙かむ。

　眠っているもう一人の娘は、何も知らずにくすぐったそうに指で頰を搔かいた。
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　樹じゆ海かいを進むこと、さらに十日。

　途中、猛もう獣じゆうのたぐいとは何度となく遭そう遇ぐうしたが、そのたびに剣けん聖せいルピナスが圧あつ倒とう的てきな力で退しりぞけた。その強さと残ざん酷こくさは味方であるレベンスでさえ背せ筋すじが寒くなる一方で、剣聖を旅の護ご衛えいに使うという贅ぜい沢たくな人選でもあった。

「これは……」

　小高い丘から眼がん下かを見渡し、レベンスは眉まゆをひそめる。

　白く整せい然ぜんとした城下町は、確かにアルケミラス王国だった。剣聖ルドベキア・マキシマムと、彼女が率ひきいる王国騎き士し団だんが守ってきた国だ。

　町並みは明らかに荒こう廃はいしていた。一いつ片ぺんの隙すきもなかった城じよう壁へきはあちこちが崩くずれ、それを木材で組んだ即そく席せきのバリケードがどうにか塞ふさいでいる。検けん問もんの前には入国者の列もなく、美しかった並木は焼け焦こげて哀あわれな姿をさらしている。監かん視し塔とうには甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士たちの姿が見えるため、まだかろうじて独立を保っているのは分かるが、負ふ傷しようして横たわっている者も目立つ。

「すっかり変わっちまったな……」

　レベンスは馬を降おりて、ぽつりと感想を漏もらす。

　隣となりを窺うかがうと、エリザが口を真一文字に引き結び、荒廃した城下町をじっと眺めている。その青い瞳ひとみに力はなく、ぎゅっと握られたこぶしが何かを物語る。

「どうしますか？」

　サンデリアーナが馬上から尋たずねる。

「ここらで一息吐つきたかったが、どうやらそんな感じでもないな」

「人が少ない分、入国はかなり目立ちそうですね」

「同感だ。せっかく人目を忍しのんで来たのに、ここで足が付いてもつまらん。……ルピナスはどう思う？」

　レベンスはこの場において最も経験豊かな人物に尋たずねる。

「おっしゃるとおりかと思います。ここは王国を素す通どおりして、そのままユキノシタ道場へと足を伸ばすのが正解かと」

「よし、決まりだな」

　彼は馬に乗って、早々に出発する。立ち寄らないとなれば長居は無用だ。

「エリザ、行くぞ」

「……うん」

　エリザはそう返事しつつも、なおしばらく城下町を眺める。

　剣聖ルドベキアを失い、今や虫の息となったアルケミラスの防ぼう衛えい線せん。ヴァーゼリア帝てい国こくとは一時的な休戦協きよう定ていを結んでいるものの、山さん賊ぞくや夜や盗とうのたぐいには協定など関係ない。剣けん聖せいが倒れた今、兵士たちがどこまで緊きん張ちようの糸を切らさずに戦い続けられるか。いずれ来たる帝国軍の侵しん攻こうに持ちこたえられるのか。どんなに楽らつ観かん的てきに考えても、その答えは否いなだ。

　エリザはまだ街を見つめている。

　その背中が、今はとても寂さびしく見えた。




　　　　　　　　　○




　王国を迂う回かいし、山中に分け入る。

　かつて、レベンスはエリザを追って山中を突つっ切ってアルケミラスへとたどり着いた。今度はその道を逆にたどることになる。エリザとレベンスの出会いを巻き戻すような道のりに、彼はちょっとした郷きよう愁しゆうを覚えずにはいられない。

　そうやって山道を進み、七日ほどしてビフェルテートの関所近くに差し掛かる。ここからは一日足らずでユキノシタ道場、また、目的の菩ぼ提だい寺じも目と鼻の先だ。

　サツキ・ユキノシタから聖せい剣けんを奪だつ還かんする旅路も、いよいよ終わりが見えてくる。ただ、道場や菩提寺にサツキがいなければそれまでだし、いても聖剣が彼女の手元になければ意味がない。

　──もしかしたら、ここから更さらに長なが丁ちよう場ばってこともありうるか？

　旅の途中、サツキが聖剣を奪還したという噂うわさは聞かなかった。ということは彼女が未いまだに身を隠かくしている可か能のう性せいも高い。こここは手がかりの一つも得られれば御おんの字とするのが冷静な見方だろう。

「今日はここで休むか？」

　明日以い降こうのことを考え、レベンスはここらで骨休めしておく必要を感じた。幸い、大きな岩で囲まれた河原かわらがあり、一いつ泊ぱくするにはちょうど良い。

「ここ……」

　エリザが河原を指して、ぽつりと言う。

「前も、来たこと、ある」

「そうだな。おまえと俺おれが再会した場所だ。あのときは確か……」

「レベンスに、水浴あび、のぞかれた」

「いやいやいやっ、それは違うぞ！　たまたま遭そう遇ぐうしただけだ！」

　彼は慌あわてて否ひ定ていする。目の前に広がる河原は、かつてレベンスがエリザを追いかけて、森の中に分け入ったときに発見した場所だ。ちょうど、裸はだかで水浴び中のエリザとばったり出くわし、大剣『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』を巡めぐってひと悶もん着ちやくあった。

　あれから……どれくらいになるか？

　出会って半年は超こえたが、まだまだ一年には満たない。たったそれだけの付き合いなのに、あまりにも多くのことがありすぎて、エリザと出会う前がひどく遠い昔に思える。一人で傭よう兵へい仕事をしていた時代が懐なつかしくすらある。

「水浴あび、したい」

　ふいに、エリザがつぶやいた。体をそらせて上うわ目め遣づかいに彼を見つめる。

「好きにしろ」

「のぞいちゃ、めっ、だよ？」

「分かった分かった」

　彼は馬を降おりて、近くの木に縄なわを結ゆわえる。続いて、サンデリアーナやルピナス親子も馬を降り、「私たちはどうしますか？」「せっかくだから入りましょう」「ミーナもはいるー！」と女性陣じんが全員水浴びすることに決定する。

「さて、気をつけないとな……」

　レベンスは岩いわ陰かげに移動し、これまでの失敗を思い出す。水浴びとか、風ふ呂ろ場とか、エリザが裸はだかになるときはたいていひどい目に遭あっている。

　また『のぞき魔ま』扱あつかいされちゃ敵かなわないからな。

　岩陰に引っ込むと、レベンスは河原かわらに背を向けるように寄りかかった。しばらくおとなしくしていよう。

「レベンス、ここ、さかいめ」

「は？」

　エリザが大地に向かってザックリと大剣を突つき刺す。岩陰から河原に出る場所を塞ふさぐように刺さった剣は、どうやら彼にこれ以上立ち入るなという『目印』のつもりらしい。

「そんなに俺おれが信用ならないのか」

「レベンス、前科、たくさんある」

「濡ぬれ衣ぎぬだと言ってるだろう」

「のぞき、よくない。うそも、よくない」

「……いいから早く入れ」

　正直、不ふ可か抗こう力りよくとは言え裸を見たことは事実なので、押し問答をしても勝ち目はない。

「エリザおねぇーちゃーん！　はーやーくー！」

　川のほうからミーナの声が聞こえる。いつもケンカばかりしているようだが、ミーナにとってエリザはすっかりお気に入りになったようで、何かにつけて必ず呼ぶ。

「いま、いくー」

　エリザがパタパタと駆かけていくと、彼の前には黒光りする大剣が残された。

　やれやれ……。

　レベンスは寝転がって目を閉じる。

　川のせせらぎと、鳥の鳴き声、そして少女たちの戯たわむれる会話。「こうげきー」「あ、あ、ちめたい」と幼よう女じよに水を掛けられるエリザの様よう子すが伝わってくる。「おいたはだめよ、ミーナちゃん！」とルピナス、「いいところですね」となごむサンデリアーナ。

　にぎやかな声に、彼はどこか安らぎを覚える。それでもなお、その中に本来いるべき人物のことを想像し、ふと寂さびしさを覚える。

「師し匠しよう……」

　つぶやくと、「なんじゃー」という声が脳のう裏りに蘇よみがえる。もう三ヶ月、あの声を聞いていない。

　どこかで元気にしているのなら、それでいい。合流できなくても、何かで足止めを食らっているのなら、それも仕方ない。

　でも、もし、万が一。

　なるべく考えないようにしてきた、その可か能のう性せいに向かい合う。

　それは聖せい剣けんを使う者の、逃れられぬ宿命。

　もし、ヴァリエガータが『剣けん魔ま』になっていたら。

　そうなったら、あの師匠のことだ、躊ちゆう躇ちよなく自分の命を絶つだろう。自分一人の命のために、世界を危険にさらすような真ま似ねは決してすまい。そしてレベンスたちは最も頼たよりになる導みちびき手を失うことになる。

「つ……ッ」

　また、腕が痛む。聖剣を使って以来、決して引くことのない痛み。痺しびれるようなその痛みは、彼に自みずからの運命を否いや応おうなく思い起こさせる。もし、師匠がそうなったのなら、次は自分の番かもしれない。それは死の恐きよう怖ふというだけでなく、本当にその時が来たら、自分は潔いさぎよく死ねるだろうか、という不安を呼び覚さます。

　懐ふところのナイフに、そっと触ふれてみる。首の太い血けつ管かんを切り裂さけば、死ぬのは簡かん単たんだ。ただ、本当にそんなことが自分にできるのかは彼にも正直自信がなかった。『剣魔』になるくらいなら死ぬ。仇かたきと同じような殺さつ戮りくに手を染そめるのなんてまっぴらごめんだ。それは間ま違ちがいのない彼の本心であったが、いざというときに体が動くかはその時まで分からない。何より、エリザを残して自分だけ死ぬことが、彼にはたまらなく未み練れんだった。

　レベンスは少女の『剣』になると決めた。ならば、本ほん懐かいを遂とげる前に折れるわけにはいかない。

　──考えても仕方ねぇ。

　迷まよいを振ふり払うように頭を小さく振る。

　こんなときは、本当に師匠に相そう談だんしたかった。話を聞いてもらいたかった。気休めでもいい。何か言葉を掛けてほしかった。この三ヶ月、離はなれてみてはっきりと分かる。自分はヴァリエガータという人物にどれほど多くの信しん頼らいを寄せ、己おのれの精神の平へい衡こうを預けていたのか、と。かつて、戦せん闘とうではエリザに頼たよりっきりだった。それは聖剣でエリオットを倒したときに克こく服ふくしたつもりだったのに、今度は精神面であの緑りよく髪はつの老剣けん聖せいに依い存ぞんしている。

　俺おれがしっかりしなくては。

　何度目かの焦あせりと気き負おいの混まじった感情が、彼の胸にずしりと圧のし掛かる。心なしか、吐はく息まで重いような気がする。

　そのときだ。

　彼はガバッと上体を起こした。




　気配を感じる。




　それは、至し近きん距きよ離りから彼に向けられた強きよう烈れつな視線だった。顔の横から覗のぞき込んでくるような、何者かがはっきりとそこにいる気配。

　誰だれだ、と叫さけぼうとして、彼は息を飲む。

　それは人ではなかった。




「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……」




　視線の主ぬしは他でもない、あの魔ま剣けんだった。

　刀とう身しんに、はっきりと見開かれた『目』が、彼をじいっと見ている。その視線を浴あびるだけで何かを吸い取られるような、眼がん力りきが肌はだを圧あつ迫ぱくする感覚。

　なんだ？

　なぜ、俺を見ている？

　そもそもこの剣はなんなんだ？

　こっちを見てるってことは、俺に何か用があるのか？

　彼は立ち上がり、魅み入いられたように剣に近づく。そして、見開かれた『目』に向かって、右手を伸ばした。

　その瞬しゆん間かん。

　──う、あ……!?

　彼の意識は、魔剣によって一気に飲み込まれた。『目』の中に吸い込まれていくような感覚と、同時に彼の中に膨ぼう大だいな量の『記き憶おく』が流れ込んでくる感覚。それは、かつても体験した『映像』の奔ほん流りゆうだ。

『キミは、本当にヘンな子だねぇ』

　最初の映像は女の子だった。まだ十五歳さいにも満たぬくらいの栗くり毛げの少女で、何やらニコニコと微笑ほほえんでいる。『ヘンじゃ、ないし』『いやー、ぜったいヘンだよー』と親しげに誰だれかと会話している。

『ボクが斬きり込むから！　援えん護ごをお願い！』

　栗くり毛げの少女は右手に盾たてを、左手に剣を構たずさえた姿勢で斬きり込む。レベンスはその剣に見覚えがある。聖せい剣けん『闘神乃腕レーヴアテイン』だ。

　少女たちは連れん携けいして黒い獣けものを討うち取っていく。お互たがいが危き機きに陥おちいったときは絶ぜつ妙みようなタイミングで助け合う、長年組んだ戦友のような動き。

『ボクたちってさ、本当の姉妹みたいだよね』

　少女は自分のことを『ボク』と言う。『じゃあ、わたしが、おねえさん』『ちがうよ、ボクがおねえさんだよ。キミは妹』『ぶー』。まるで本当の姉妹のように、二人は他た愛あいもない口こう論ろんをして、それから仲直りをする。『じゃあ、双ふた子ごの姉妹ってことにしようか』。

　ずっと、そんな映像が続いた。栗毛の少女と、銀ぎん髪ぱつの少女の、ともに戦い、ともに笑い、ともに眠る日々。いつか、この戦いが終わったら、ローゼンブルクのお花畑に遊びにいこうね……。そんな約やく束そくが、指きりとともになされる。

　だが、友情と信しん頼らいの日々は、やがて終わりを告げる。

　ある日、栗毛の少女は胸を押さえてうずくまる。その体には黒い血けつ管かんが浮き出ている。まるで皮下に百足むかでが蠢うごめいているかのような不ぶ気き味みな血管。

　ああ、なんてことだ……。レベンスは悲ひ痛つうな想いに駆かられる。その黒い血管は、聖剣の副作用。すなわち『剣けん魔ま』の前ぜん兆ちようだ。

『来ないで！　来ないで来ないで来ないでええぇぇ──っ[image: かんたんふ３]』

　栗毛の少女は絶ぜつ叫きようし、そして変へん貌ぼうする。血走った目、獰どう猛もうな牙きば、剝むき出しの歯は茎ぐき。かつての愛らしい姿は禍まが々まがしい怪かい物ぶつに変わり、近きん隣りんの村々を襲おそい始める。老ろう若にやく男なん女によを無差別に殺しまくり、殺しまくり、殺しまくり、その飢うえと渇かわきは決して満たされることもなく、殺さつ戮りくの本能は犠ぎ牲せい者しやを量産する。

　だが、その蛮ばん行こうにも終しゆう止し符ふが打たれる。

　銀髪の少女が怪物の前に立ちはだかり、黒い大剣を振ふりかざす。

　そして親友二人は殺し合う。かつて背中を預け合った者同士が、今度は正面からお互いの命を狙ねらう。魔剣と聖剣が正面からぶつかり、何度も弾はじけてはまた激げき突とつする。視界が火花と剣けん閃せんだけで埋うめ尽つくされ、人間同士ではありえぬ長時間の剣けん撃げきが連続し、消しよう耗もうすることを知らないかのように二人は戦い続ける。

　そして決着の時が来る。剣魔は聖剣を弾はじかれると、魔剣によって胸を刺し貫つらぬかれた。

　殺戮の悪あつ鬼きがついに倒れる。膨ふくれ上がった憎ぞう悪おの塊かたまりのような体がボソボソと崩くずれ落ちると、その体内から白い肌はだの少女が現れる。黒いさなぎから白い蝶ちようが生まれ落ちたように、かつての親友が本来の少女の姿を取り戻す──ただし血まみれで。

　エリザは少女に駆かけ寄り、体を抱き起こす。その顔は涙なみだでぐずぐずになっている。

『ああ……。ボク……取り返しの、つかない、ことを……』

　親友は、自みずから殺戮に手を染そめた悔かい恨こんに、ただただ苛さいなまれる。だが、すでに時は巻き戻ることもなく、その命は奈な落らくの底へと沈しずんでいく。

　親友が息絶えると、銀ぎん髪ぱつの少女は絶ぜつ叫きようした。

　世界で一番大切だと思った親友を、自みずからの手で斬きり殺した。残ったのは、途と方ほうもない哀かなしみ、吐はき気のするほどの後こう悔かい、むせ返る血の海。

『ウアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ────────ッ[image: かんたんふ５]』

　獣けもののごとき叫さけびは、ただ哀かなしく、住人が死に絶えた村に響ひびき渡る。

　レベンスは気分が悪くなる。映像を通して、少女の哀しみと苦く悩のうが伝わってくる。自みずからの胸の真ん中をすべてえぐられたような、はたまたすべての内ない臓ぞうに黒い鉛なまりを流し込まれたような、あまりに重苦しい絶望。

　だが、それは分ぶ厚あつい哀しみの書物の最初の一ページにすぎなかった。

　悲ひ劇げきは連れん鎖さした。

　栗くり毛げの少女の次は、赤せき髪はつの女性だった。武器は聖せい剣けん『死ジ神ー乃ノ爪ス』。ともに戦い、ともに死線を超こえ、すべてを預け合える中になり、だが最後は剣けん魔まと化し、人々を殺さつ戮りくした果てに、銀髪の少女と戦い、殺される。そしてまた少女は叫ぶ。頭が割れそうなほどの大声で、狂おしげに絶叫する。

『双龍乃牙ズルフイカール』『天空乃瞬ウインザー』『不滅乃灰デユランダル』『報復乃鋏フラガラツハ』『聖女乃証クローデイア』。すべての聖剣が立ち現れ、エリザはそれぞれの使い手と知り合い、共きよう闘とうし、友情を育み、ときに喧けん嘩かして、でも仲直りをして、そうやって掛け替えの無い仲間となって、だが最後は剣魔と化した親友と殺し合う。それが何十度なのか、何百度なのか、もっと多いのか、数え切れぬ悲劇を繰くり返しながら、少女は必死に仲間を救うすべを模も索さくする。友を説得し、聖剣を奪うばい、罵ののしられても蔑さげすまれても一生誤ご解かいが解とけなくても、少女はありとあらゆる方法を試し、戦い続けた。

　だが、最後の最後、結局親友は剣魔となり、目に入る人々すべてを殺しまくり、だから殺すしかなくなり、そして殺した。果てのない悪あく夢むは、狂ったように繰り返され、最後は救いのない結果へと導みちびく。

　殺すしかないのだ、と。

　う、あ、あ、あ、あ……。

　途中で、レベンスはもう耐たえ切れなくなった。頭の中を後悔のナイフと絶望の焼きゴテで搔かき回されるようだった。自分の故こ郷きようを襲おそったあの悲劇を何度も追体験するような、おぞましくも切せつない『映像』は、彼の心を侵しん食しよくし始める。

　だめだ……！

　彼は限界を感じて、絶望の汚お泥でいから顔を上げるように手を引き剝はがす。




「あ……」




　気づけば、そこは元の世界だった。川のせせらぎと、鳥の声が軽かろやかに聞こえる河原かわら。

　眼がん前ぜんの魔ま剣けんは、まだ目を見開いている。

「おまえ……」

　はっきりと、魔剣の意志を感じる。

「俺おれに、これを見せようと？」

　魔剣はそれに答えるように、ニイッと目を細める。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと、彼は刀とう身しんを見つめる。

　今しがた見た映像があまりにも衝しよう撃げき的てきすぎて、しばらく動けない。いくつもの人生を凝ぎよう縮しゆくして一度に駆かけ抜けたような虚きよ脱だつ感かん。

　それは血ち塗ぬられた長い長い地じ獄ごくの生しよう涯がい。終わることのない戦いの人生。

　これと同じものを、師し匠しようも見たのだろうか。エリザベート・ローザ・ショコラティエという少女の、気の遠くなるような長い人生の、戦いと哀かなしみの記き録ろく。

　目の前にある魔剣に、彼はもう一度触ふれる。もう映像は流れ込んで来ない。黒く冷たい刀身は、ただ一人の友として、エリザと共に歩んできたのだろう。その思い出を、彼にも垣かい間ま見せてくれたのだ。

　──おまえが全世界のために戦うというなら、俺おれはおまえだけの剣になろう。

　あのとき誓ちかった言葉は、今でも変わっていない。ただそれは、今見せられたばかりの壮そう絶ぜつにして膨ぼう大だいな記憶の前には、なんと薄うすっぺらいことか。

　この魔剣は現実に守ってきたのだ。何百年か、何千年か分からぬほどの長い間、文字通り少女のための剣として力になってきた。

　俺にも同じことができるだろうか。

　問いかけてみるが、できると答えたところで何も変わらない。希望も願望も意味はなく、必要なのは少女を守るための力だ。

　魔剣の柄つかを、ぐっと握りしめる。

　どこか、相手の肩を握っているような、奇き妙みような気分になる。少女のかけがえのない戦友。その剣に対して、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とすら感じる。

　もっと強くなるんだ。もっと、一人であいつを守れるくらい、強く。

　つい先ほどまで、師匠がいないことを不安に思っていた。師匠に頼たよりたいと考えていた。

　だが、それではダメなのだ。いざというときに使えない剣ほど、頼りにならぬものはない。剣ならば、自みずから斬きり込み、主人の代わりに相手の刃やいばを受けなければならない。

　やってやるさ。

　決意を新たにすると、少しだけ体に力が湧わいてくる。今、魔剣が『映像』を見せてくれたということは、たとえわずかでも魔剣がレベンスを認めたということだ。

　決意を確かめるように、ぐっと魔ま剣けんの柄つかを握る。

　そして。

　彼はこの『映像』から、もうひとつ、別のことを悟さとっていた。

　たとえ微び力りよくであっても、聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』を使ってエリザの窮きゆう地ちを救ったあの瞬しゆん間かんから、レベンスは少女を守る『剣』となった。それは間ま違ちがいないし、彼にとって誇ほこりですらある。

　だが、それには別の側面がある。

　なるべく意識しないようにしてきた。どこかで向き合うのを避さけてきた。

　だが、この『映像』を見て、そしてエリザのしてきた無数の戦いを目まの当たりにして、レベンスは否いや応おうなく気づかされる。

『ああ……ボク……取り返しの、つかない、ことを……』

　映像に出てきた、あの子がそうなったように。

　レベンスは少女を守る剣となった。そして同時に──




　少女に破壊される剣にもなったのだ。




　　　　　　　　　○




　彼は久しく、魔剣の前でたたずんでいた。

　エリザの背せ負おってきた運命と、これから自分の背負うべき運命。その二つが最後に交わり、行き着く先を彼は知ってしまった。

　──いいさ。

　今一度、覚かく悟ごを決める。それは彼が聖剣を手にしたときから決まっていたことで、今さらジタバタしても始まらない。

　ただ、レベンスはふと思ったりもする。俺おれが聖剣を使ったことを、もしエリザが知ったら。そのときはあいつ、どんな顔をするだろう……。哀かなしむだろうか。蔑さげすむだろうか。それとも平然と俺を殺しにくるだろうか。想像されるどんな結末も、彼にとっては胸の痛むことだった。

　ひとつ、息を吐つく。

　これはきっと、深く考えれば考えるほど、不安と焦しよう燥そうの泥どろ沼ぬまに嵌はまるだけだろう。大事なことは、あの少女を守ること、そのための力を手に入れたこと。それ以上でも以下でもない。少女を守り通した先のことは、『運命』とやらが決めるだろう。今の自分は、その運命を受け入れる覚悟さえあればいい。

　そう。

　今は、ただ。

　彼は少女の剣に、もう一度そっと手を触ふれる。不ふ思し議ぎにも、前までは不ぶ気き味みで得体の知れないものとだけ感じていた剣が、今は志こころざしを同じくする戦友のようにさえ思える。

　ポンポン、と彼は剣の柄つかを叩たたく。

　お互たがい、がんばろうぜ。あんたみたいにゃなれねぇかもしれないけど、俺おれは俺であいつを守るから──そんなことを伝えてみる。もちろん返事はない。

　そのときだ。

　彼は指先に、何かが触ふれるのを感じた。

「なんだ、これ……？」

　魔ま剣けんに張り付いていた『それ』は、持ち上げてみると、黒い布ぬの切れのようなもの。

「おわっ!?」

　それはエリザの下着だった。少女の豊かな胸を包むための薄うすい布地。彼は『映像』に気を取られていて女性陣じんが水浴あび中であることを失念していたのだ。

「なに、してるのー？」

　そしてレベンスの前に、裸はだかの幼よう女じよが走り出てきた。エリザの下着を摑つかんだままの彼を見て、不思議そうに首を傾かしげる。

　やばい……っ！

　と思ったときには時すでに遅かった。

「ミーナちゃん、もう、ちゃんとお洋服を着ないとダメでしょう？」

　今度は母親が出てきた。

「ほら、まずは体を拭ふいて、それから下着を──え!?」

　娘を追ってきたルピナスが、剣の前に立っているレベンスの存在に気づく。

　ウオッ!?

　彼は思わず釘くぎ付づけになる。というのは、娘むすめと同じくルピナスまで何も身に着けていなかったからだ。

　まっさきに目に飛び込んできたのは、その豊か過ぎる胸で、上半身を埋うめ尽つくさんばかりの二つの双そう丘きゆうがたわわに揺ゆれる。前に見たエリザやサンデリアーナの胸も人並みはずれて大きかったが、やはりルピナスは人じん類るいの規き格かくを超こえている。巨きよ乳にゆうという表現が生ぬるく感じるほどの大きさ。もはや超ちよう乳にゆうだ。

「…………」

　ルピナスは驚おどろいた顔のまま、彼をじっと見つめる。レベンスも硬こう直ちよくしたままその場に立ち尽つくす。

　白く、瑞みず々みずしい肢し体たいからは水すい滴てきがポタポタと滴したたり落ちる。濡ぬれた長ちよう髪はつは紫むらさき色の光こう沢たくを放ち、顔や胸に張り付いた髪かみの毛がいっそう彼女を艶つやっぽく見せる。

　しばらくルピナスは驚おどろいた顔で立ち尽つくしていたが、やがてくすりと微び笑しようを浮かべた。

　な、なんだ……？

　てっきり叫さけび声を上げられるか、人を呼ばれると思ったのに、彼女の反応は違った。

「ミーナちゃん、もっと水浴あびしてらっしゃい。おねえちゃんたちと」

「うん！」

　母親は娘むすめを川へと行かせる。

「……？」

　レベンスは相手の意図が分からぬまま、その場に立ち尽くす。

　やがて、ルピナスはゆっくりと彼のほうに歩いてきた。もちろん全ぜん裸らだ。

「え……お、おいっ!?」

　彼は押されるように後ずさる。さっきまでもたれていた大岩に背中をぶつける。

　──！

　眼がん前ぜんにはルピナスが立っている。その右手が彼の行ゆく手を塞ふさぐように岩いわ肌はだに付けられ、その瞳ひとみは彼の顔を至し近きん距きよ離りから覗のぞき込んでいる。まるで相手を口く説どくような積せつ極きよく的てきな姿勢だ。

「な、な……？」

「そんなに見たかったの？」

「へっ？」

「は・だ・か」

　このとき、ルピナスの顔は今までと違った。殺気に満ちた『剣士』としての顔でも、娘といるときの『母親』の顔でもない。あえて言うなら、男を誘ゆう惑わくする『女』の顔。

「不ふ思し議ぎに思っていたのよ」

「な、なにを、だ……？」

　彼は声がうわずる。ルピナスの豊ほう満まんすぎる胸が、彼の胸むな板いたに押し付けられる。柔やわらかな感かん触しよくと、火ほ照てった体の熱が直じかに伝わってくる。
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「あんなに若くて綺き麗れいな子たちと旅をしているのに……手を出している様よう子すがないんだもの」

「いや、それは……」

「それとも、私がいるから遠えん慮りよしているのかしら？」

「ち、ちがうぞ……」

「何が違うの？」

　ルピナスはさらに接近し、両の手のひらで彼の頰ほおを包む。

「や、やめろ、おい……」

　彼は焦あせりながら、彼女の手の中から逃げようとする。とにかく密みつ着ちやくしているのはまずい。

「大きな声を出すわよ？」

「……ッ！」

「今ここで、私が叫さけび声を上げたら……どうなっちゃうのかしらね？」

　ぞくりとするほど美しい唇くちびるでルピナスは微笑ほほえむ。

「剣けん聖せいが色恋をしちゃいけないなんて、そんな決まりもないわよね……」

　その顔が近づいてくる。

「ちょ、ちょっと待て」

「あらどうして？」

「こ、ここにはみんなもいるし、あんたの娘むすめもいるんだぞ？」

「じゃあ林の中に行く？」

「いやそうじゃなくて！」

　そんなところに連れ込まれたら色々とおしまいだ。

　そのときだ。

　川のほうから「ひゃあっ」と声が聞こえた。それはミーナの声。

　フッ、とルピナスが顔を上げる。その視線は娘の声がした方角に向いている。

　──今だ！

　彼は裸はだかの美女から擦すり抜けるように脱出する。

　魔ま剣けんの横を通り、すばやく岩を曲がる。さすがに相手も裸では追ってこないようだ。

「ふう……危なかった……」

　美女の色仕掛けから脱した彼は、やっと一息を吐つく。ルピナスにあんな性せい癖へきがあるとは思わなかった。並の男ならオチていただろう。

「レベンス……？」

　彼はそこで声を掛けられる。「え？」と顔を上げると目の前には銀ぎん髪ぱつの少女。その後ろからは「どうしました？」と金きん髪ぱつの美女が顔を出す。

「きゃあっ！　レベンスさん……っ!?」

「ごわっ!?」

　彼はやっと自分の失しつ態たいに気づく。ルピナスの誘ゆう惑わくから抜け出したのは良いが、うっかり水浴あび中の少女たちの前に出てきてしまったのだ。

「こ、これは違うんだ、俺は誘ゆう惑わくに打ち勝ってここに──わぶっ!?」

　彼は水に濡ぬれた手ぬぐいを顔にぶつけられ、「すけべ！」と罵ののしられる。

「あらあら、やっぱり溜たまっていたのね」

　岩いわ陰かげから全ぜん裸らのルピナスも出てくる。

「これは違うんだあぁ……っ!!」

　レベンスは言葉とは裏うら腹はらに全力で林の中に逃走した。
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「むっつり、すけべ」

「ちげーよ」

「のぞき、よくない」

「のぞいてねぇーよ」

　二人は馬上で応おう酬しゆうする。

　一夜明けて、まだ朝もやの包む林道を進んでいく三頭の馬。先頭にはエリザとレベンス、その後ろにサンデリアーナ、最さい後こう尾びにルピナスとミーナ。

「エリザさん、そのへんにしておいたほうが……」

　サンデリアーナが声を掛けてくる。エリザが振ふり向いて、「どう、して？」と訊きき返す。

「その件は昨晩さんざん言いましたし、殿との方がたの前で肌はだをさらした私たちにも落ち度があります」

「ぶー。サンちゃん、レベンスに、あまい」

「そ、そんなことは……」

「まあまあ」そこでルピナスが馬を前に進めてきて話に加わった。「若い殿方にはよくあることです。今回は大目に見て差し上げましょう」

「ルピナスおまえ……」

　──誰だれのせいだと思ってやがる！

　しゃあしゃあと話す紫し髪はつの美女をキッと睨にらんでみせる。だが、ここで例の一件をしゃべれば濡ぬれ衣ぎぬをもう一枚かぶるだけなので、彼は何も言えずに眉み間けんに皺しわを寄せるだけだ。

　剣けん聖せいにして豊ほう満まんな胸を持つ美女は、そ知らぬふりで馬を進め、「それにしても、すごい『もや』ですねえ」とつぶやく。その顔にはまるで悪びれた様よう子すがない。

　いったいどういう人物なんだ……？

　その背中を見つめながら、彼は改めてルピナス・カーネイションという人物を考えてみる。幼い娘むすめを養う母親であり、熊くまを素す手でで葬ほうむる戦せん闘とう力りよく。ここまでは一応理解できるのだが、昨日見た彼女の『裏の顔』は、それとは全く異なるものだった。レベンスを誘ゆう惑わくしてどうするつもりだったのか？　何か狙ねらいがあるのか？　それとも単に好色なのか？

　娘に見せる優やさしい母の顔、レベンスに見せる妖あやしい女の顔。どちらが本当の彼女なのか、彼には分からなくなる。そういう性格なのだと言ってしまえばそれまでなのだが、彼はどこか腑ふに落ちないものを感じていた。

　──要注意だ。

　ともに旅をしてきて、どこか気を許していた部分があった。だが、それは油断にすぎないことに気づく。まだ会って日の浅い、素す性じようの知れぬ人物なのだ。それを忘れたときに、手痛いしっぺ返しを食らうだろう。気づいたら首と胴どうが離はなれているような、そんな落とし穴。

　前を見ると、当のルピナスとサンデリアーナが談だん笑しようしている。昨夜のことを話しても、今は信じてもらえないだろう。少し大おお袈げ裟さかもしれないが、自分だけが知る剣聖の裏の顔に、レベンスは警けい戒かいの度を強める。

　──そんなに見たかったの？

　ふっと、瞼まぶたの裏に昨日見たルピナスの裸ら身しんが蘇よみがえる。

　彼はブンブンと首を振ふり、その艶なまめかしい幻げん影えいを振り払うのだった。
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　朝もやが晴れ、日の射してきた明るい街道。

　三頭の馬は、ゆったりと縦たてに並んで進んでいく。

　当座の目的地はユキノシタ道場。馬を走らせれば半日足らずの距きよ離りだが、あえて急がないのは捜そう索さく隊たいの連中に怪あやしまれないためだ。また、夜や陰いんに乗じて進む手も検けん討とうされたが、こちらは六歳さい児じの子連れであり、真夜中に呼び止められたときの言い訳わけに窮きゆうする。そこらの雑ぞう兵へいなど撃げき退たいするのは造ぞう作さもないメンバーだが、なるべく目立つことはしたくない。

　結果、昼間の街道を堂々と進むという、最も大だい胆たんな方法が採用された。結けつ論ろんから言うとこの選択が正しく、すれ違った兵士に一度簡かん単たんな尋じん問もんをされただけで、それも手形を見せればあっさり通過を許された。やはり、剣けん聖せいユキノシタがすでに故こ人じんである以上、このへん一帯は警けい戒かいが薄うすいようだった。

　そして道なりに二時間ほど進むと、今日最初の目的地が見えてくる。

　ユキノシタ道場。

　看かん板ばんにはヤポニカ文字で『雪ゆき乃の下した流りゆう剣けん術じゆつ柔じゆう術じゆつ鍛たん錬れん道場』と彫ほられており、どうやらこれが正式名称らしい。かつて用よう心じん棒ぼうとして雇やとわれたときと何も変わらないように見えるが、この文字を書いたといわれる道場主はもうこの世にいない。

　山やま肌はだを大だい胆たんに削けずり取った、広大な敷しき地ちを誇ほこる剣術道場。正門から道場本部までは長い石の階段が伸びており、これを登るだけでも一苦労だ。

　──懐なつかしいな。

　レベンスは正面から道場の全景を見渡し、わずかに郷きよう愁しゆうに駆かられる。ここが初めてエリザと出会った場所であり、剣聖殺しを追う彼の旅が始まった出発点だ。

　いわば原点ともいうべき場所に降おり立ち、彼は中の様よう子すを探る。幸い、道場周辺には軍の捜そう索さく隊たいの姿もなく、門番である道場生が二人いるだけだ。剣聖が亡なくなり、かつ聖剣の奪うばわれた今となっては、ここも地方にある一剣術道場にすぎない。かつては稽けい古こに励はげむ若者がひしめいていた印象だが、今はひっそりとしている。

「思った以上に静かですね」

　正門を遠巻きに眺めながら、サンデリアーナも感想をつぶやく。今は五人全員が馬を降おりて、木こ陰かげに身を隠かくしている。

「警戒が薄そうなのは助かるが……これだとかえってやりにくいな」

　いきなり訪問して、「サツキ・ユキノシタはいるか」などと問いただすわけにもいかないし、そもそもこちらは天下のお尋たずね者だ。人相書きと見比べて怪あやしいとなれば軍隊に引き渡されるのは目に見えている。

「正面、突とつ破ぱ」

　エリザがぽつりと言う。

「おまえはバカだな」

「バ、バカじゃないし」

「全員なぎ倒して、通報されて、軍隊に囲まれて……で、どうするんだ？　またリアトリスまで逃げるのか？」

「ぐぅ……」

　レベンスに論理的に反論されると、銀ぎん髪ぱつの少女はプクリと頰ほおを膨ふくらませる。

「サンデリアーナは、ここへ出で稽げい古こに来ていたんだよな？」

「はい。サツキはもちろん、他の道場生とも顔見知りです」

「そのころのツテで何とかならないか？」

「それは……」

　サンデリアーナは唇くちびるに指を当て、何度か瞬まばたきする。

「ちょっと難むずかしいと思います。私はすでに、エリザさんたちといるところをサツキに見られています。もし、サツキがあれから一度でもここに立ち寄ったのなら、私が『剣けん聖せい殺しの一味』だと道場生に伝えているでしょう」

「そうか……」

　彼は改めて、サツキ・ユキノシタのことを思い出してみる。会ったのはあの一度きりだが、まだ若く、かなり直情的な性格に見えた。向こうからすればエリザは親の仇かたき、それでなくても聖せい剣けんを強ごう奪だつした大だい悪あく党とうだ。まともな話し合いは無理と見るべきだろう。

　夜を待って、こっそり忍しのび込むか？　しかし、こちらは子連れだしな……彼は最さい善ぜん手しゆが何なのか、必死に思考を巡めぐらす。

「レベンスさん」

　そこで、ルピナスが申し出た。

「もしよろしかったら、ここは私に任せてもらえませんか？」

「え？」

「良い案があります」

　そう言うと、美しき剣聖はぞくりとするほど妖あやしい笑みを唇に浮かべた。




　三頭の馬が、ゆっくりと門前に近づいていく。

　先頭はルピナス親子で、残る二頭にはフードを目ま深ぶかに被かぶったレベンスたち。剣聖と、その従じゆう者しや。そういう筋すじ書がきだ。

「止まれっ！」

　こちらが姿を現すと、門番の男たちが立ちふさがった。その手にした槍やりが交差すると、馬が前足を上げてわずかにいななく。

　見れば、門の中から道場生らしき他の男たちも出てくる。あっという間に門前は十数名の武ぶ装そうした男たちでひしめき、レベンスたちは囲まれる。

「怪あやしいものではありません」

　ルピナスは柔やわらかな物もの腰ごしで答える。「ありませんー」とミーナが語ご尾びだけ真ま似ねて続く。

「ここに何の用だ！」

「サツキさんに会いにきました」

「サツキお嬢じよう様に？」

「戻っているかしら？」

「それは……」

「その感じだと、一度はここに来たようね。ちょうどいいわ。中で待たせてもらえるかしら？」

「中で？　貴き様さま、何を言っている！　ここは神しん聖せいなるユキノシタ道場だぞ！」

　男たちの槍やりがさらに迫せまってくる。

　切っ先を突つきつけられても、ルピナスはまるで動じない。かえって優やさしく微笑ほほえんでみせる。

「だいたい貴様は何者だ？」

「私ですか？」

　剣けん聖せいは静かに答える。

「ルピナス──」

　そのときだ。




「カーネイションさま……っ!!」




　門の中から、血けつ相そうを変えて一人の男が出てきた。髭ひげをたくわえた年配の男で、レベンスもうっすら見覚えがある。たしか道場の高こう弟ていの一人だ。彼は「馬ば鹿か者もの、槍を下ろせ！　見て分からんのか!?」と門番たちを叱しかりつける。

「この方はルピナス・カーネイションさまだっ！」

「ル、ルピナス!?」

「剣聖さまだっ！　おまえたち頭ずが高いぞ！」

　彼女の名前を知った途と端たん、門番の男たちは真まっ青さおになった。「と、とんだご無ぶ礼れいを……っ！」と槍を放り捨てて土ど下げ座ざする。十数名の男たちに急に土下座で包ほう囲いされ、レベンスは変な気分になった。

「ルガモットさん。お元気そうね」

「ご、ご無ぶ沙さ汰たしております！　ウチの者が大変なご無礼を！」

「いえ、こちらも名乗るのが遅れて申し訳わけありません」

「ほ、本日はどういったご用件でしょうかっ!?」

「ちょっと、サツキさんと内ない密みつの用事で。……詳くわしいことは中でもいいかしら？」

「承しよう知ちしました！　お、おい、門を開けろ！　開門、開門ーっ!!」

　あわただしく分ぶ厚あつい門が開かれ、道場生が地面に膝ひざを付いた姿勢でずらりと両りよう脇わきに整列する。

　道の真ん中を堂々と進み、ルピナスは正門をくぐる。誰だれもが平へい身しん低てい頭とうしており、『従じゆう者しや』であるレベンスたちが後に続いても誰も文もん句くを付けない。

　すげえな。

　レベンスは改めて、ルピナスという女性が何者であるかを思い知る。

　どんな国王や独どく裁さい者しやでも、無条件でひれ伏ふす至し高こうの存在。この世に七人しかいない絶対者。

　長い髪かみが風にそよぐと、それは王おう冠かんのごとく美しく煌きらめく。

　世界を統すべる女王のごとく、ルピナスは威い風ふう堂どう々どうと進んでいった。
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　剣けん聖せいの電でん撃げき訪問で、ユキノシタ道場は大おお騒さわぎとなった。

　当然のように母おも屋やに案内され、上座に席を設けられての賓ひん客きやく待たい遇ぐう。従じゆう者しやであるレベンスたちも剣聖の連れということで丁てい重ちようなもてなしを受ける。最初に出されたお茶とお菓か子しはともかく、豪ごう勢せいな食事が酒付きで運ばれてくると、さすがに剣聖が釘くぎを刺した。

「私たちは極ごく秘ひ裏りに動いております。くれぐれも事が外部に漏もれぬよう、厳げん重じゆうな箝かん口こう令れいを敷しいてください。あと、私が呼ぶまでここには誰だれも近寄らせないように。ただし、サツキが帰ってきたら真っ先に知らせなさい」

　ルピナスが鋭するどい目つきで命じると、道場の者たちは恐おそれ入ったように平へい身しん低てい頭とうし、それきり出てこなくなった。剣聖の命令は絶対のようだ。

「なんか、大変なことになったな……」

　レベンスはふかふかの座ざ布ぶ団とんに座り、どこか落ち着かない気持ちになった。主あるじのいない家に勝手に上がりこんだ山さん賊ぞくの気分だ。

「ちょっと大だい胆たんだったかしら？」

　ルピナスがミーナを膝ひざに抱かかえながら尋たずねる。

「いや、恐れ入ったよ。剣聖さまの御ご威い光こうには」

「肩書きだけは立派ですからね」

　ルピナスはそう言って静かに微笑ほほえむが、本来こうやって口を利きける立場にないのはレベンスも同じだった。師し匠しようのヴァリエガータも、その気になればあらゆる国王や軍隊を従わせることのできる立場の人間だ。それをやらなかったのはただアシが付かないようにと慎しん重ちようになっていたからにすぎない。

「ここまで大事になると、こちらの居場所が割れないでしょうか？」

　サンデリアーナが不安げに言う。

　剣聖は小さくうなずき、冷静な判断を述べる。

「箝口令を敷きましたから、多少はマシだと思いますが……いずれ伝わることは避さけられないでしょう。サツキはもちろん、剣聖デュランダルにも」

　デュランダル、という名前を聞いて、エリザの肩がぴくりと動く。その名前は因いん縁ねんの相手だ。

「サツキが帰ってくるまでが勝負だな」

　レベンスが険けわしい表情で言うと、ルピナスも「ええ、そのとおりです」と答える。

「今夜一晩だけ、道場内で聖せい剣けんを捜そう索さくします。発見の有う無むにかかわらず、夜が明ける前にここを発ちましょう。それ以上は危険だと考えます」

「異い議ぎなし」

　レベンスは同意し、他の二人を見る。エリザもサンデリアーナもうなずく。

「よし。時間もないことだし、さっそく作戦会議を始めよう」

「それについては、いいものがあります」

　ルピナスは襟えり元もとに手を突つっ込み、豊かすぎる胸の谷間からニュッと何かを引っ張り出す。それは紙を丸めた筒つつのように見える。

「おい、なんてところから出すんだよ」

「なんでも仕し舞まえて便利ですよ」

「そういう問題か？」

「お二人も試してみてはどうです？　せっかく胸が大きいんですから」

　ルピナスはいたずらっぽく微笑ほほえみつつ、向かいの席を見る。その視線はエリザとサンデリアーナ、二人の豊ほう満まんな胸に向けられている。

「い、いえ、私はけっこうです……」

　サンデリアーナが顔を赤らめ、胸を隠かくすように押さえる。

「冗じよう談だんはそれくらいにして、本題に入ろうぜ。その筒はいったい──おいエリザ、真ま似ねせんでいい」

　胸の谷間に紙の筒を収しゆう納のうしようとするエリザから、レベンスは筒を奪うばい返す。「あっ、かえして」とエリザが残念そうに手を伸ばすが、なかば冗談でやってるルピナスはともかく、エリザは本気で習しゆう慣かんにしそうだから困る。

「で、なんだこれは？」

　レベンスは少し生温かくなった筒をくるりと広げる。

「ここの道場の見取り図です。寝しん所じよから武器庫まで、すべてが載のっています」

「なに？」彼は紙面をじっと見る。「本当だ……こんなもの、よく手に入ったな」

「道場生の方に、ちょっぴりお願いしましたから」

　それ、絶対ちょっぴりじゃないだろ……とレベンスは思った。この世に逆らえる人間がほとんどいない『お願い』だ。

「ここまで来たら、使えるものはすべて使いましょう。どうせ泥どろ棒ぼうしに来たのですから、良い子のふりをしても始まりません」

「おかあさん、ドロボウするの？」

　娘むすめが首を傾かしげると、ルピナスはちょっと慌あわてて「ううん、違うのよ。今のは冗談」と笑う。

「どろぼうごっこよ」

「なーんだ」

「ミーナちゃん、イイ子だから早く寝ましょうね」

「まだ眠くないもん」

「困ったわね……」

「ルピナス、ここは俺おれが仕切るから、まずはミーナを寝かしつけたらどうだ？」

「あ、すみません、そうしますね……ちょっと失礼します」

　ルピナスはさっとミーナを抱き寄せ、襖ふすまを開けて隣となりの部へ屋やへと消えていく。すぐに「ねる子は～よいこ～ねんころりん～」とこちらまで眠くなるような優やさしい子こ守もり唄うたが聞こえてくる。

「よし、始めるぞ。まずは間取りの確認だ」

　レベンスは地図を指差し、全体を大きく説明する。

「俺は前に用よう心じん棒ぼうをやってたから、およそのところは把は握あくしている。今いるのが母おも屋や、あとは離はなれと道場が複数あって、宿しゆく舎しやも大きいのがいくつか。物置や休きゆう憩けい所じよのたぐいもけっこうな数で──」

　彼は一つ一つ、指で示しながら位置取りを確認する。エリザは前に襲しゆう撃げきした張ちよう本ほん人にんだし、サンデリアーナは出で稽げい古こに来ていたことがあるので、このへんの確認はスムーズだった。

「サンデリアーナ」

「はい」

「サツキが聖せい剣けんを隠かくすとしたら、どのあたりだと思う？」

「そうですね……」

　サンデリアーナは昔の稽古仲間の心理を読む。

「ただ隠すだけなら、屋根裏や床ゆか下したが手っ取り早いです。しかし、そんなにバレやすい場所に隠すのは無用心ですし、そもそもこの道場に隠すこと自体が危険だと考えます。サツキが盗ぬすんだことがこちらにバレている以上、ここを探されるのは自明ですから」

「となると、例の『菩ぼ提だい寺じ』のほうが脈みやくありか？」

「どうでしょう。ここよりは可か能のう性せいがありそうですが、同じ理由で可能性は低いかと。むしろ、ありうるのは敷しき地ち外がいです」

「敷地外？」

「聖剣ほど重要なものでしたら、肌はだ身み離はなさず持っているのが第一。ただ、これは自分が不覚を取ったときにすべてを失う恐おそれがあります。とはいえ、さっき話した理由で道場や菩提寺など、ゆかりのある場所は発見される危険性が高い。となれば──」

　彼女は地図上の、山の裏手を差す。

「いくら道場に隠せないとはいえ、そこらの草むらや道ばたに隠せるわけもありません。知り合いの家も、巻き込むことを考えればできない相そう談だんです。あの子は何でも一人で解決しようとする癖くせがありますから。以上より、道場のすぐ裏手の林、このあたりが怪あやしいかと」

「なるほどな……」

「分ぶん散さんは発見のリスクを高めます。おそらくすべての聖剣を一いつ箇か所しよに集め、水に濡ぬれないように包んで樹木に埋うめ込む形で隠す。ヤポニカの古い世代には大切なものを木の中に隠す習しゆう慣かんがあるそうですから、彼女も無意識にそうしているかもしれません。いずれにせよ、他の場所を探すのは裏手にあるこのへんの樹木を総当りしてからでも遅くはないかと」

「分かった。たぶんあんたの言うとおりだろう」

　流りゆう暢ちように推すい察さつを述べるサンデリアーナに、レベンスは感心する。何なに気げなくしゃべっているが、頭の回転が速い。

「おまえはどうだ」

　彼は隣となりにいるエリザに尋たずねる。

　少女は目をパチクリさせて、

「サンちゃん」

「なんでしょう」

「もっかい、せつめい、してくれる？」

　話が早すぎて、少女は付いて来れなかったらしい。

「サンデリアーナ、悪いがこいつにも分かるように頼たのむ。俺おれはちょっとルピナスの様よう子すを見てくる」

　気づけば子こ守もり唄うたはやんでいる。

　彼は立ち上がると、静かに襖ふすまを開け、奥の部へ屋やの様子を窺うかがう。

「ルピナス、今こん晩ばんの作戦だが──」

　そこで彼は動きを止める。




　誰だれもいない。




「ルピナス……？」

　部屋の中央には、ヤポニカ伝でん統とうの綿わた布ぶ団とんが一枚だけ敷しかれている。だが、そこには誰も眠っていない。

　どこ行っちまったんだ……？

　念のため、隣の部屋も覗のぞいてみるが同じだった。親子の姿は見当たらない。

　娘むすめを厠かわやにでも連れていったのか、それとも何かトラブルか……？

　忽こつ然ぜんと姿を消した親子に、レベンスは首をひねる。敵地の真まっ只ただ中なかで別行動するからには、たとえ短時間でも一言断ってから動くものだ。それが分からぬ剣けん聖せいだとは思えない。

　変だな……。

　そこで彼は「あ……」と思い当たる。敵地のド真ん中に連れて来られて、連れてきた張本人が姿を消す。それは彼が傭よう兵へい仕事のときにも経験した『罠わな』だ。

　──まさか。

「二人とも、今すぐここを出るぞ……っ!!」

　彼は部へ屋やに戻って急を告げる。エリザとサンデリアーナが驚おどろいた顔で彼を見上げる。

「どういう、こと？」

「俺おれたちはハメられたんだ！　早くしないと──」

　言い終わる前に、廊ろう下かには強い足音が響ひびいた。

　そして、光の線が走ったかと思うと、障しよう子じが斜ななめに斬きられて派は手でに吹っ飛んだ。

　そこには。




「貴き様さまら、何をしている……ッ!?」




　黒くろ髪かみをなびかせ、サツキ・ユキノシタが現れた。
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　すっぱりと斬られた障子から、月光が斜めに射さし込む。

　母親譲ゆずりの長い黒髪、白い肌はだ、鋭するどい眼がん光こう。

　剣けん聖せいの娘むすめ・サツキは一同を見回し、ギリッと歯は嚙がみする。

　──遅かったか！

　すでに廊ろう下かには道場生たちが殺さつ到とうし、逃げ場を完全に塞ふさいでいる。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……！」

　エリザが叫さけぶと同時に、ブルッと荷物が震ふるえ、魔ま剣けんが飛び出して主あるじの元へと馳はせ参じる。

「剣聖殺し……ッ!!」

　サツキが長刀をエリザに向ける。エリザも負けじと応戦の構えを取る。

　だが、火花散らす二人とは別に、「う、あぁ……っ」と苦く悶もんの声を出す者がいた。

　それは金きん髪ぱつの女性。

　サンデリアーナは、顔面を蒼そう白はくにして、小こ刻きざみに震ふるえて恐きよう怖ふにおののく。サツキの刀はエリザに向いているにもかかわらず、彼女はまるで自分の身が刻まれたかのように体を押さえ、カチカチと歯を鳴らす。武器を持ち、殺気を放つ相手と対たい峙じして、彼女の『心の傷』が血を噴ふき出したのだ。

　まずい……！

　サンデリアーナは寒空に裸はだかで放り出された子供のように震ふるえている。これでは逃げるのもままならない。

　──！

　震える旧きゆう友ゆうの姿に、一いつ瞬しゆんだがサツキの注意が逸それる。レベンスはそこを見逃さなかった。すかさずナイフを懐ふところから出して投げる。サツキは後ろに飛びのいてそれをかわすが、その間にレベンスが前線に飛び出す。

　廊ろう下かには百人を超こえようかという道場生たち、その先頭には黒くろ髪かみの剣士。

「エリザ！　サンデリアーナを連れて逃げるんだ！」

「で、でも……」

「ここは俺おれに任せろ！　おまえはサンデリアーナを守れ！　いいな！」

「う、うん……」

「頼たのんだぞ！」

　レベンスはやや強引に指示を出し、エリザにサンデリアーナのことを託たくす。今は言い争っている場合ではない。

　彼には一つの『読み』があった。見たところ、道場生は完全にサツキの命令で動いている。ならばそのサツキさえ倒せれば残りは烏う合ごうの衆しゆう、この窮きゆう地ちを脱する道が見えてくるはずだ。

「さあ、サツキ・ユキノシタ。この俺が相手だ」

　レベンスはこれ見よがしに相手の正面に立つ。

「貴き様さま……」

　少女のこめかみにビキッと筋すじが浮かぶ。

　──よし、いいぞ。

　サツキの注意がレベンスに向く。エリザはサンデリアーナを支え、じりじりと後退している。道場生たちはサツキの指示がないので、その場に留とどまったまま動かない。やはり彼の読みどおり、鍵かぎを握っているのはこの少女だ。

　エリザたちが奥の部へ屋やまで引っ込んだのを見届けると、彼はぐっと腰こしを落とし、剣の柄つかに右手を置いた。あからさまな『居い合あい』の構えだ。

「さあ、始めようか」

「ぬ……」

　サツキの眉み間けんに皺しわが寄る。今、レベンスが取っている構えが『ユキノシタ流』だということに不快感を覚えたように見える。

「その剣はどこで習った……？」

「知りたいか？　そうだよな。あんたの母親の流派だし、それに俺は『天空乃瞬ウインザー』を継ついだ男だしな」

「……っ！」

　サツキの顔がますます険けわしくなる。

「なぜ、貴様のような馬の骨が『天空乃瞬ウインザー』を……」

「決まっている。あんたが俺より未み熟じゆくだからさ」

「なんだと」

「母親にも言われなかったか？　そんなにキレやすいんじゃ聖剣は継がせられないって」

「知ったふうなことを言うな！」

　ドンッ、と少女は廊ろう下かを踏ふみつける。苛いら立だっているのが丸分かりだ。

　──やはりそれが弱点だな。

　少女の抱かかえている苛立ちはよく分かった。自分がどうしても母から継つげなかった聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』。その使い手が目の前にいるのだ。かつての親友サンデリアーナでもなく、名の知れた天才剣士でもなく、どこぞのチンピラ風ふ情ぜいがそうだというのだから、腹が立たぬほうがおかしい。

「あの剣は……『天空乃瞬ウインザー』は、私が母上から継ぐはずだった剣だ。貴き様さまのような盗人ぬすつとが出る幕まくはない。身の程ほどを知れ！」

「おうおう、言ってくれるじゃねぇか、しょんべんくさい小こ娘むすめが」

　レベンスはあえて挑ちよう発はつ的てきな言葉を使う。

「でも結局のところ、おまえは聖せい剣けんに認められなかった。違うか？」

「く……っ」

「『天空乃瞬ウインザー』も、ユキノシタ流も、この道場も……全部俺おれがもらってやるから、おまえは剣を捨ててヤポニカにでも引っ込んだらどうだ？　そのほうがおまえのためだ」

「ぬ、くっ……言わせておけば……！」

　ビキッ、と美しい顔にまた青あお筋すじが走る。眉み間けんに寄った皺しわが分かりやすいほどに内心の怒ど気きを現す。よほど逆げき鱗りんに触ふれたようだ。

「みんな、手を出すな！　この男は私が一対一で討うち取る!!」

　サツキは腰こしを低く落とし、剣を鞘さやに収めてレベンスと同じように居い合あいの構えを取る。

　──よし！

　レベンスは内心でほくそ笑む。この展開を待っていたのだ。

「どちらが聖剣を継ぐに相応ふさわしいか、今ここで証明してやる……ッ！」

　サツキが気合いを入れる。目の錯さつ覚かくなのか、少女の姿が大きくなり、自分のほうに風が吹き抜ける。まともにぶつかるのはまずい。

　──来るっ！

　相手の前ぜん傾けい姿勢から、彼は先を読む。わざと一いつ瞬しゆんだけ前に出るふりをして、斜ななめ後ろに飛びのく。すると、彼の勘かんは的中し、サツキが一いつ挙きよに突つっ込んできた。凄すさまじい鋭するどさで抜かれた刀が彼のいた場所を通過し、風が巻き起こって建物の柱が切断される。

　やばかった！

　間かん一いつ髪ぱつで避よけた彼は、恥はじも外がい聞ぶんもなく背を向けて逃げる。狙ねらいの一つにはエリザたちからサツキを引き剝はがすこと、もう一つは相手に的まとを絞しぼらせないことだ。

「おのれ、逃げるな……ッ!!」

　サツキは鬼おにの形ぎよう相そうで追ってくる。レベンスは廊下を走り、角かどを曲まがって行方ゆくえをくらます。

　走りながらエリザのことが頭によぎったが、今は心配の念を振ふり切る。ただの道場生が相手なら、サンデリアーナを背にしながらでもエリザが不ふ覚かくを取ることはないはずだ、と自分に言い聞かせる。

　──大だい丈じよう夫ぶだ、あいつなら。

　一番危険な人物を引きつけながら、彼はタイミングを見み計はからってナイフを投げる。それはサツキの刀であっさりと弾はじかれるが、元より命中させることが目的ではない。

　もういいか？

　彼は廊ろう下かの突つき当たり、太い柱の陰かげで少女が来るのを待つ。こちらに投げナイフがあるにもかかわらず、サツキは勢いを殺さずに突っ込んでくる。よほど自分の腕に覚えがあるのか、あるいは怒り心しん頭とうか。なりふり構わないところはやはりエリザと似ている。

「やあぁッ!!」

　遠えん距きよ離りから刀を抜き、その風ふう圧あつがかまいたちとなって彼を襲おそう。柱を盾たてにしてレベンスは回り込むように回かい避ひするが、ガツッと熊くまの爪つめのような傷が柱に刻まれ、その攻こう撃げきが遠えん隔かくからのものとは思えない威い力りよくを持つことを物語る。

「正々堂々と戦え！　卑ひ怯きよう者ものめっ!!」

「いいだろう！」

　レベンスは大声で返事をすると、柱の陰から姿を現す。もちろん正面からやる気はない。剣速や身のこなしから言って、相手の力量はこちらよりずっと上だ。彼が師し匠しようにつけてもらったような稽けい古こを、向こうは五年も十年も余分にしていることは疑いない。

　だが、勝機はある。

　レベンスはすでにサツキの太た刀ち筋すじを見み極きわめつつあった。彼とて伊だ達てに修しゆ羅ら場ばをくぐってはおらず、相手がどんなに強くても今まで戦った剣けん聖せいたちより上ということはありえない。加えて、サツキは剣けん腕わんそのものは超一流だが、まだ若く、自分を抑おさえることができていない。

　いなせる。

　足元を確かめると、そこにはヤポニカの建たて具ぐ『畳たたみ』が敷しかれている。傭よう兵へいのころに、ヤポニカ出身の戦士がやった技をここで試すときだ。

「さあ、かかってこい小こ娘むすめ」

「盗人ぬすつと風ふ情ぜいがそのような口を……後こう悔かいするぞ」

「はっ！　涙なみだ目めで土ど下げ座ざさせてやるぜ？」

「く……っ！」

　サツキの顔が怒りに満ちる。この手の舌ぜつ戦せんはレベンスの得意とするところだ。相手が短気な若い娘むすめなら怒らせるのは造ぞう作さもない。

　案あんの定じよう、サツキは自分から仕掛けてきた。すり足でわずかに距離を詰つめたあと、一気に飛び込んでの抜ばつ刀とう。その動作はよどみなく、何より速い。

　だが、これはレベンスの術中だった。

　正々堂々と口では言いながら、サツキに向かってナイフを投げる。

「ちっ……！」

　サツキは突とつ撃げきの勢いを止められず、抜いた刀でナイフを叩たたき落す。返す刀でレベンスを追つい撃げきしようとしたが、そのときには彼が次の手を打っていた。

「なァ……!?」

　サツキは驚きよう愕がくする。彼は畳たたみの縁へりに鞘さやを引っ掛け、わずかにできた隙すき間まにつま先を突つっ込んで思い切り蹴けり上げた。裏返った畳はサツキの乗っていた足場で、彼女はバランスを崩くずしてつんのめる。

「こ、のぉ……っ！」

　サツキはそれでも超人的な反射神経で転倒を回かい避ひする。レベンスは畳を背後から押して彼女に頭上からぶつける。「やっ！」とサツキが畳を切り伏ふせたとき、そこに彼の姿はない。

「!?」

　敵を見失ったサツキが振ふり返ろうとした瞬しゆん間かん、彼はここで初めて刀を抜いた。背後からの攻こう撃げきに少女は窮きゆう地ちに陥おちいる。

　しかし、それでもサツキは天才だった。完全な出遅れと、死角からの攻撃にもかかわらず、少女は人間離ばなれした反応を見せ、その体を竜たつ巻まきのように回転させて強引に刀を間に合わせる。

　二つの刃やいばが激げき突とつする。

　戦いを制したのは──

「あぁっ……！」

　サツキの手から、長刀が弾はじかれる。それは回転して畳に突き立つ。

「勝負ありだな」

　レベンスの切っ先が少女の首くび筋すじに突き立てられる。

　だが、ここで彼に不幸が起きた。

　──ッ!?

　ズキリ、と右腕に痛みが走り、一いつ瞬しゆん、手にしていた刀が揺ゆらいだ。聖せい剣けん使用の痛みがぶり返したのだ。

　こんなときに！

　その隙を見逃すサツキではなかった。すかさずレベンスの刀を払い、叩き落としてから彼の襟えり首くびに手を伸ばす。

　させるか！

　レベンスは姿勢を低くし、相手の胴どう体たいに飛び込み、体重を預けて畳の上に少女を押し倒す。お互いに剣を取り落としているので、徒と手しゆ空くう拳けんに持ち込めばこちらの優ゆう勢せいだ。

　と、思っていたが。

　次の瞬間、レベンスの体が宙に浮いた。

　腹部を蹴けり上げられ、彼の体はふわりと後方に投げ飛ばされる。

「がっ……！」

　彼は背中を打ち、激げき痛つうに苦しむ。柔やわらかな畳たたみの上と、反射的に受身を取ったことで致ち命めい傷しようにはならなかったが、それでも体に走った衝しよう撃げきはすぐには消えない。

　サツキが飛び込んでくる。今度はレベンスが下になり、少女が馬乗りになって覆おおいかぶさる。

「ぐっ……」

　首を絞しめられ、彼はうめく。衣服を利用した絞め技は強きよう烈れつで、ぐにゃりと視界が歪ゆがむ。

　意識が遠くなりかけたとき、彼の指先に何かが触ふれた。

　しめた！

　右腕をがむしゃらに振ふり抜くと、ナイフが少女の腕を切り裂さいた。それは浅い切り傷だったが、少女の注意をそらすには十分だった。一いつ瞬しゆんだけ首を絞める力が緩ゆるむと、彼はなおもナイフを突つき出して牽けん制せいし、サツキも至し近きん距きよ離りの刃は物ものを危険と見たのか、転がるように横に避よけて距離を取る。

　レベンスは立ち上がり、さっき落とした自分の刀に手を伸ばす。サツキは転がった位置が悪く、少女の刀はレベンスの背後の畳に突き立ったままだ。

「降こう参さんしたらどうだ？」

「ふん……」

　サツキの顔にはまだ敗北を認める様よう子すはない。それどころか、まだ十分な戦意が窺うかがえる。

　なんだ……？

　武器がないにもかかわらず、少女は自みずから一歩前に出てくる。

「『畳返し』とは恐おそれ入ったぞ、アストラガルス人」

「おまえこそ、さっきの投げは驚おどろいたぜ、ヤポニカ娘むすめ」

「ユキノシタ流は剣けん術じゆつと柔じゆう術じゆつの流派。あの程度は当然だ」

「俺も師し匠しように習っておくんだったよ」

「……師匠？」

　少女はその言葉を聞きとがめる。

「おまえに剣を教えたのも、その師匠か？」

「そうだ」

「ふん……なるほど、その師匠がユキノシタ流をおまえに伝でん授じゆしたというわけか……」

　少女はさらに一歩前に踏ふみ出し、ドンッ、と畳を蹴けった。

「ユキノシタの看かん板ばんに懸かけて、私はここで負けるわけにはいかん……！」

「な、なぁ……ッ!?」

　レベンスは驚きよう愕がくした。先ほどの彼と同じように、少女は畳を跳はね上げた。その瞬しゆん間かん、ぐるりと畳が回転して、無数の長刀が床ゆか下したから出現した。

　やべぇ……ッ[image: かんたんふ３]

　彼は改めてここが敵地であることを思い出す。この屋や敷しきはユキノシタ剣けん術じゆつ道場。武器の備えくらいはあって当然だ。

　サツキは長刀を二本、腰こしに差す。

「おまえにはもったいない技だが、ここまで私を追い詰つめた礼れいにくれてやる」

　少女は腰を落とし、手を交差する。右手は左腰の刀に、左手は右腰の刀に。それぞれの柄つかを握って、構えを取る。

　それは変則的だが、レベンスには理解できた。

　抜ばつ刀とう術じゆつだ。




　ユキノシタ流抜刀術・隠かくし奥おう義ぎ──『風ふう神じん十じゆう字じ』




　二本の刀が同時に抜かれ、それは十じゆう字じ架かの形をしたカマイタチとなって彼に飛んでくる。

　レベンスはとっさに柱の陰かげに隠かくれたが、男の腕よりも太い柱はあっさりと切断され、十字に刻きざまれて風圧で吹き飛ぶ。彼は木もく片へんを浴あびながら舞まい上がり、奥の襖ふすまにぶつかって隣となりの部へ屋やに突つっ込んだ。

「手加減はした。貴き様さまにはまだ聞きたいことがあるからな」

　少女は二本の刀を携たずさえ、ゆっくりと彼に歩み寄ってくる。

「く……」

　立てない。全身に走る衝しよう撃げきがそれを許さない。

　見くびっていたわけではないし、油断したわけでもない。しかし、剣聖の娘むすめはその名前に負けぬ技量を備えていた。レベンスのような付け焼やき刃ばとは物が違う。

「風神……十字、か……」

「ふん、しぶとい奴やつめ。まだ立ち上がるか」

「ドラセナの……技と、似てるな……」

「ほう、知っているのか。似ているのは当然だ。元々、ドラセナ・ゴールドコーストの『黄おう金ごん十字』は、わが母から手ほどきを受けたものだ。ドラセナはそれを応用したにすぎない」

「へ……本家、本元って……わけか……」

　レベンスはペッと血を吐はく。

　体の芯しんに、重い痺しびれのようなダメージがある。次に攻こう撃げきされたらおしまいだろう。

「もったいねぇよな、あんた」

「どういう意味だ？」

「聖せい剣けんになんか頼たよらなくても、あんたは十分に強い。なのに、なぜ聖剣にこだわるんだ？」

「愚ぐ問もんだ。『天空乃瞬ウインザー』はわが母の剣。取り返すのは当たり前のことだろう」

「でも、あんたは母親と仲たがいして、道場も聖せい剣けんも継けい承しようできなかった。つまり、母親はあんたを認めなかった」

「おまえには関係ないだろう！」

　サツキの声が今日一番荒々しくなる。それは少女にとって最も触ふれてほしくないことに違いなかった。

　幼少から天才と呼ばれ、剣けん術じゆつ一ひと筋すじに打ち込み、剣けん聖せいである母親の背中をひたすらに追いかけた娘むすめ。だが、母親は娘を拒きよ絶ぜつし、聖剣からも拒絶された。それは、この少女にとって人生のすべてを否ひ定ていされるようなショックだったことは容よう易いに想像できる。

　そこまで分かれば、あとは簡かん単たんな推すい察さつだった。少女が聖剣『天空乃瞬ウインザー』を使い、母親の仇かたきを討うつ。それは少女にとって、母親を超こえるためにどうしても必要な行こう為いなのだろう。単なる仇討ちだけにとどまらぬ、少女の人生すべてを懸かけた『試練』なのだ。

「たぶん、それじゃダメなんだ」

「……？」

「あんたは母親を超えることばかり考えている。でもそれでは、聖剣があんたを認めない」

「黙だまれ！　おまえのような盗人ぬすつとに何が分かる！」

「分かるさ。会ったときから感じていたんだ。傭よう兵へい時代の俺おれもそんな感じだったからな」

「なに？」

「仇を討つために四六時中ギラギラしていて、過去から一歩も前に進めていない。おまけに守りたいものに気づいていない。……ちょっと前の俺だ」

「さっきからグチャグチャと何を──」

　そこでレベンスは、大だい胆たんな申し出を試みた。




「どうだ、俺と『抜ばつ刀とう術じゆつ』で決けつ闘とうしないか？」




「は……？」

　これにはサツキが面食らった。

　それから、レベンスの言葉の意味を飲み込むと、ギッと歯を鳴らした。

「貴き様さま、それを本気で言っているのか？」

「ああ、本気さ」

　彼は全身の痛みをこらえ、わざと軽い調子で言う。

「俺もユキノシタ流で、あんたもユキノシタ流だ。何より、『天空乃瞬ウインンザー』は抜刀術のための聖剣だ。聖剣の継けい承しよう者しやを決めるのに、これ以上ふさわしい方法はないと思わないか？」

「……貴様に勝ち目があると思うのか？」

「あるさ。俺は抜刀術なら誰だれにも負けない」

「笑しよう止し千せん万ばん。貴き様さまのようなニワカが何をほざく」

「こわいのか？」

「……ッ！」

「そうだよな、『天空乃瞬ウインザー』ならいざ知らず、普通の試合で俺おれに負けたら赤あかっ恥ぱじだもんな」

「貴様、さっきから言わせておけばペラペラと……」

　そこでサツキは刀を鞘さやに収め、「いいだろうッ!!」と叫さけんだ。

「そのへらず口ごと、わが居い合あいで叩たたき斬きってくれるわ！」

「やれるもんならやってみろ！」

　彼には一つの確信があった。

　それは、自分の剣術とサツキの剣術の違い。単純な技量だけなら相手が上でも、それを超こえるものが勝負の世界では命めい運うんを分ける。今はそれに懸かけるときだと思った。

「丸まる腰ごしではダメだろう」

　サツキは手にしていた二刀のうちの一本をレベンスに放り投げた。鞘に収まった刀を彼は空中で受け取る。

「それは私のものと同じ型だ。居合いに向いた名刀『雪せつ原げん風ふう花か』。試合の条件としては申し分あるまい」

「ああ、十分だ」

　彼は刀を確かめてうなずく。雪のように白い波は紋もんの入った刀は、一ひと目めで名刀と分かる見事な造りだった。普段使っているサンデリアーナの打ったものと甲こう乙おつつけがたい。

　鞘に収めた剣を左手に携たずさえ、右手を柄つかに置く。レベンスとサツキは向かいあったまま、互いを睨にらみつつ、腰を落とした低い姿勢で対たい峙じする。

　前まえ髪がみの奥では、少女の黒い瞳ひとみが爛らん々らんと光っている。闘とう志しにみなぎる鋭するどい瞳ひとみは、研とぎ澄すませた刃物のような印象を彼に与える。

　じりじりと間ま合あいが詰つまる。足の指一本分ずつ近づくような、静かで地味な動き。だが、それは次の瞬しゆん間かんにも爆ばく発はつする緊きん張ちようを秘ひめた、嵐あらしの前の静けさにすぎない。

　また、距きよ離りが詰まる。あと半歩で互たがいの間合いに入る。それが言葉を交わさぬ決戦の合図だ。

　屋や敷しきに吹き込む夜風が、さらりと彼女の黒髪を揺ゆらす。

　次の瞬間。

　二人は同時に抜ばつ刀とうした。

　かたやユキノシタ流抜刀術『雷らい光こう』。地上から天空に向かって伸び上がるような電でん光こう石せつ火かの一いち撃げき。特訓を受けて以来、レベンスの最も得意としている抜刀術だ。

　かたやユキノシタ流抜刀術『月げつ天てん』。斜ななめ下から青い三日月のような弧こを描えがいて相手を襲おそう一撃。サツキがここ一番に出す奥おう義ぎのひとつ。

　二つの刃やいばは十字に交差し、互いの意地をぶつけ合う。薄うす暗ぐらい夜の道場に火花が炸さく裂れつし、それは星の光のごとく室内を一いつ瞬しゆんだけ照らす。

[image: ]

　剣けん聖せいに教えを請こうた歴れき戦せんの傭よう兵へいと、剣聖を母に持つ天才少女。

　勝ったのは──




　傭兵。







　　　　　　　　　13




　激げき突とつの瞬しゆん間かん。

　レベンスはサツキの剣をわざと狙ねらい、刀とう身しん同士をぶつけるように剣を振るった。サツキは自みずからの剣を押し戻される形で攻こう撃げきを受け、その体が宙に舞まい上がる。長い黒くろ髪かみが波打つように流れ、それは天てん井じようにぶつかり、そのあとは脱力したように落下して床ゆかに叩たたきつけられた。

　レベンスは痺しびれる手を下げ、落ちた黒髪の少女を見つめる。少女は失神したのかぴくりとも動かない。

　──勝った……。

　レベンスはがくりと膝ひざを付く。剣をぶつけたときに負ふ荷かのかかった右手首がずきりと痛み、指先から剣を取り落とす。本当に紙一ひと重えだった。戦いが終わると、急に静せい寂じやくが訪れた。サツキはいまだ動かず、畳たたみに突つっ伏ぷしている。

　死んでなければいいが……と、彼は少女の姿を見つめてその安あん否ぴを気き遣づかう。

　不ふ思し議ぎと、レベンスはこの少女に悪い印象を抱いだいていなかった。ひとつには少女がまだ若く未み熟じゆくであること、もうひとつは先さき程ほど指し摘てきしたように彼女のギラギラした殺気が、やはり昔の自分を思い起こさせるからだった。

「うぅ……ッ」

　やがて、黒髪の少女は意識を取り戻した。しばらくむせるようにうめき声を出したあと、手を動かして畳を摑つかむ。いったんは立ち上がろうと上体を起こすが、ダメージはそこまで回復しておらず、バランスを崩くずして再び倒れ、それからゴロリと仰あお向むけになった。

「ころ、せ……」

　少女はつぶやく。虚うつろな眼まな差ざしが彼を見つめる。

　レベンスはゆっくりと少女の元まで歩き、その姿を見下ろす。脱力した姿からは殺気が感じられず、細い手足はむしろ華きや奢しやな印象だ。扇おうぎのごとく畳に広がった黒くろ髪かみは、どこか儚はかない美しささえ感じさせる。

「殺してどうなる」

「貴き様さまのような、馬の骨に、敗れては……一門の、恥はじさらしだ……」

「ひどい言い草だな」

　彼は肩をすくめる。

　殺すべきだろうか、という疑問がわずかによぎるが、それはすぐに消え去る。なぜかは自分でも分からない。ただ、彼の師し匠しようならきっと同じ選択をするだろうと思った。

「じゃあな」

　エリザが心配だったので、彼はそこで踵きびすを返した。

　すると、「……待て」と声がした。

「ん？」

　彼が振ふり向く。

「……ひとつ、聞かせてくれ」

　少女は仰向けに寝転がったまま、低い声でつぶやく。血の付いた唇くちびるが、今は艶なまめかしいほどに赤い。

「なんだ」

「なぜ、私は敗れた？」

　それは率そつ直ちよくな質問だった。

「納なつ得とくがいかないのか？」

「…………」

　少女は少し考えたように間を置き、「……そうだ」と答えた。

「私の抜ばつ刀とう術じゆつは、完かん璧ぺきだったはずだ……」

「ああ、完璧だった。最初は風ふう圧あつに飲み込まれるかと思ったぜ」

「ならば、なぜ」

「そうだな……強しいて言うなら……」

　彼は月明かりを浴あびて光る少女の瞳ひとみを見ながら、静かに答える。

「おまえが強くて、俺おれが弱かったからさ」

「……なに？」

「サツキ、おまえはたぶん強すぎたんだ。若くしてそれだけの腕前だ。剣けん聖せいを除けば、おまえより強いヤツはそうそういないだろう。武む者しや修しゆ行ぎように出たって言うが、一度でも苦戦するような相手と出会えたか？」

「それは……」

「いなかっただろ？　裏を返せば、おまえはずっと『格かく下した』の敵としか戦ってこなかった。いや、戦えなかったというべきか。……でも俺は違った。俺は弱いから、いつだって自分より強い相手と戦ってきた。もちろん剣聖相手にはズタボロにされたが、だからこそおまえの太た刀ち筋すじも、剣けん速そくも、俺には見み極きわめることができた。いくらおまえが強くても、剣聖より上ってことはないからな」

「…………」

　少女は黙だまって聞く。

「そんなわけで、俺はいつだって相手のことを見極めて戦ってきた。相手の得意分野が何なのか、そして、相手の弱点が何なのか。でもおまえは違うだろ？　自分のほうが圧あつ倒とう的てきに強いから、そんな面めん倒どうなことをしなくても一刀のもとに相手を叩たたき伏ふせられる。だから相手のことをよく見ない。今回なんか、頭に血が上のぼって俺の戦力分ぶん析せきなんか微み塵じんもする気がなかったろ？」

「う……」

「おまえの剣は確かにすごい。技術も速度も超一級品だ。……でも、軽いんだ」

「軽い？」

「あんたは体重も軽いし、腕力もそれほどじゃない。だから一いち撃げきが軽い。今までは速度でそれを補おぎなってきたが、俺みたいに多少は拮きつ抗こうした相手との打ち合いになると、その弱点が出てくる。さっき一回刀を交えた時、体たい勢せいの優ゆう位いがあったとはいえこちらがお前の刀を簡単に弾はじき飛ばせただろ？　だから、真正面からのぶつけ合いに持ち込めば俺のほうに分ぶがあると思ったのさ」

「……そう、か」

「ま、今しゃべったのは全部師し匠しようの受け売りだけどな」

　レベンスは修行のことを思い出す。朝から晩まで剣聖ヴァリエガータにしごかれた日々。彼はその間、ずっと師匠の動きを目で追い続け、その背中を追いかけた。剣聖と毎日刃やいばを交えることができた剣士は、おそらく世界にレベンスただ一人だろう。その修しゆ行ぎようの成果と、傭よう兵へいとしての経験が合わさって、この勝負はぎりぎり勝つことができた。どちらか一方が欠けても自分は死んでいただろう。

「俺おれは最高の師し匠しように巡めぐり合えた。だから強くなれた……強くしてもらった。おまえはどうだ？」

「私は……」

　サツキは目をそらし、一度唇くちびるを嚙かんだ。

「師匠とは、分かり合えなかった……」

　師匠、という言葉が誰だれを指すのか、レベンスは察する。ユキノシタ道場で、サツキの師匠といえば一人しかいない。

　剣けん聖せいハヅキ・ユキノシタ。

　少女は独ひとり言ごとのように語る。

「私は、教えてもらえなかったのだ」

「え？」

「師匠から……母上から、何も」

　サツキの黒い瞳ひとみがレベンスを映す。戦せん闘とう中の厳きびしい表情は消え、今は十代のうら若き少女の顔に戻っている。改めて見ると、本当に美しい娘むすめだった。

「雷らい光こうも、風ふう神じんも、月げつ天てんも、落らく陽ようも、雪せつ花かも……奥おう義ぎはすべて、独学だった。どんなに頼たのんでも、母上は、何も手ほどきをしてくれなかった……」

　少女の上げた奥義の名前は、レベンスの知らないものも混まじっていた。

　この若さでここまで強くなるのに、この少女はどれほどの苦く行ぎようを経へたのだろうか。そんなことを想像してみる。剣聖の跡あと取とりという、途と方ほうもない重じゆう圧あつを背せ負おって、少女はずっと剣を振ふるい続けてきたのだ。

「聖剣も……奥義も……道場の跡あと目めも……」

　積せき年ねんの想いが、敗北を機にして噴ふき出る。

「母上は……何ひとつ……残して、くれなかった……」

　その瞳に雫しずくが浮かび、白い頰ほおを流れ落ちる。

　レベンスは黙だまっていた。少女と母親との因いん縁ねんは、彼が立ち入れる領りよう域いきではない気がした。

　サツキは切れ長の瞳で彼をちらりと見て、「やっと、分かったよ」と言った。

「……？」

「なぜ、おまえが『天空乃瞬ウインザー』に選ばれて、私が選ばれなかったのか。……おまえはずっと強敵に立ち向かい、私は……母上という強敵にずっと背を向け続けた。どうやら馬の骨は、私のほうだったようだ」

　少女は微笑ほほえむが、その笑顔は涙とあいまってかえって痛々しい。

　そんなことはない、おまえのほうが俺よりずっとすげえよ……そんな慰なぐさめの言葉が浮かんだが、口にはしなかった。おそらく下へ手たな慰なぐさめは少女の誇ほこりをさらに傷つけるだけだ。

　会話が途と切ぎれて、再び静せい寂じやくが訪おとずれる。

　そのときだ。

「レベンス……」

　廊ろう下かを歩いて、銀ぎん髪ぱつの少女が顔を出す。その脇わきにはいくらか回復した様よう子すのサンデリアーナ。あれほどいた道場生は一人も見えない。

「二人とも無事か？」

「わたしは、だいじょうぶ」

「私も平気です。ご迷めい惑わくをお掛けして本当に申し訳わけないです……」

　サンデリアーナが心底申し訳なさそうに頭を下げると、レベンスは「いや、気にするな。無事ならいいんだ」と気き遣づかった。

「あいつらはどうした？」

「ぜんぶ、やっつけた」

「おまえは相変わらず無茶苦茶だな」

　それは褒ほめ言葉だったが、エリザはムッとした顔で「ぶー」と口にした。

　だが、ふてくされたような態度は一いつ瞬しゆんだけで、

「レベンスは、だいじょう、ぶ？」

「ああ、俺おれは心配ない」

　サツキと戦ったときに右腕を痛めていたが、今は伏ふせておく。

　そのときだ。

「サツキ……ッ!!」

　サンデリアーナが血けつ相そうを変えて叫さけぶ。

　何事かと振ふり返ると、黒くろ髪かみの少女がナイフを胸に突つき立てようとしているところだった。

　──しまった……っ！

　レベンスは焦あせって駆かけ寄る。だが、ほんの数歩の距きよ離りであっても、自みずからの命を断つ者を止めるには遠すぎる。

　少女の手が胸との距離をなくし、逆さか手てに持たれたナイフが心しん臓ぞうに深々と刺さる──

　間ま際ぎわ。




「ダメじゃよ、サッちゃん」




「え……っ!?」

　サツキはその人物を見て驚おどろく。

　間かん一いつ髪ぱつで割り込んだその人物は、くるくると指先でナイフを回しながらサツキを見下ろしている。

　無む論ろん、驚おどろいたのはサツキだけではなかった。

「師し匠しよう……っ!?」

　そこに立っていたのはロサ・ガリカ・ヴァリエガータだった。「ヴァーちゃん!?」「ヴァーさまっ!?」と二人も驚き、意外なところで合流を果たした剣けん聖せいに駆かけ寄る。

「おお、みんな元気そうで何よりじゃ」

　悠ゆう長ちような笑みを浮かべる師匠に、もちろん一番弟で子しが食らいつく。

「って、師匠！　今までどうしてたんだよ!?」

「なに、慌あわてない慌てない。それについては後でゆっくり話そう。まずは……」

　ヴァリエガータはナイフを弟子に渡すと、倒れている黒くろ髪かみの少女を見下ろす。

「久しぶりじゃな、サッちゃん」

「ヴァリエガータ、さま……」

「なんじゃー他人行ぎよう儀ぎに。おぬしの産うぶ湯ゆを取ったヴァーちゃんじゃぞ？」

　老剣聖が優やさしく話しかけると、サツキは何も言わずに相手を見つめた。黒い瞳ひとみが濡ぬれた光を湛たたえて相手を映している。

「若い身み空そらで自害など、ハーちゃんが知ったらどんなに哀かなしむか」

「でも……」サツキは悲ひ痛つうそうに唇くちびるを嚙かむ。「道場のみんなが死んでは、もはや私に生きる価か値ちなどありま──」

「ころしてないし！」

　叫さけんだのはエリザだった。

「だれも、ひとりも、ころしてないし！」

「え……？」

　サツキが驚いてエリザのほうを見る。

「誰だれも、殺してない……？　でもさっきは『ぜんぶやっつけた』と……」

「あの小こ童わつぱはな、剣聖以外は誰も殺さずに済すませるのが流りゆう儀ぎでのう。前にハーちゃんが敗れたときも、道場生は誰も死ななかったじゃろ？　あれと同じじゃ」

「うそ……」

　サツキは仰あお向むけのまま、まだ信じられないというように瞬まばたきを繰くり返す。

　そこでヴァリエガータは、

「母上は何ひとつ残してくれなかった──先ほど、そう言うたな？」

「…………」

　サツキは黙だまっている。

「実は、そこの小こ僧ぞうに剣を教えたのはわしでな」

「え、ヴァーさまが？」

　思わず昔むかしの呼び名を口にし、サツキはしまったという感じで口を閉じる。

　ヴァーさまと呼ばれた相手は満足そうに微笑ほほえみ、話を続けた。

「小こ僧ぞうにユキノシタ流を教えたのはわしで、わしにユキノシタ流を教えたのはもちろんハーちゃん……おぬしの母親じゃ。ハーちゃんが、なぜ他流のわしに奥おう義ぎを教えてくれたのか、おぬしには分かるか？」

　サツキは首を振ふる。

「おぬしのためじゃよ」

「私の……ため？」

「そうじゃ。ハーちゃんは病に伏せてから、いつ死ぬかも分からぬ身じゃった。だから、わしに託たくしたんじゃよ。『娘むすめが一人前になったとき、もし自分がこの世にいなかったら、そのときはお願いします』とな」

「それならどうして、母は生前に教えてくれなかったのですか？」

「未み熟じゆくなうちに奥義など覚えては、決して娘のためにならん。若くして力に溺おぼれるおそれがあるからな。とはいえ、奥義も聖せい剣けんも、ハーちゃんはいずれおぬしに引き継つぐつもりじゃった。そのことは剣けん聖せいヴァリエガータの名に懸かけて保証しよう」

「…………」

　初めて知る母の真意に、娘は呆ぼう然ぜんとなる。

「それとな。これはお節せつ介かいかもしれんが、伝えておこう。……ハーちゃんは、おぬしには厳きびしかったかもしれんが、わしの前ではいつもこう言っておったよ。『サツキは自じ慢まんの娘だ』と」

「うそ……そんなわけ、ありません」

「噓うそだと思うなら他の道場生に聞いてみろ。けっこうな数が聞いておるよ」

「そんな……」

　サツキはヴァリエガータをじっと見る。剣聖が力強くうなずくと、

「母上が……」天てん井じようを見上げて、どこか呆ほうけたように言った。「そんな、ことを……」

　少女の瞳ひとみからほろりと雫しずくがこぼれる。それはきっと、さっきの涙なみだとは別の意味を持っていた。

「サッちゃん、わしはただいま絶ぜつ賛さん弟子募集中での。その気になったらいつでも来ておくれ。一番弟子の席を空あけておこう」

「おい、一番弟子は俺おれじゃないのか」

「細かいことは気にするな。一番も二番もいっしょじゃ」

「ひでぇ。じゃあ俺おれは二番弟子か」

「ううん、二番は、わたし」

　エリザが自分を指差す。

「はいはい、俺は三番でいいよ……」

「いやー、今年は弟子が豊ほう作さくじゃなあ。カッカッカ」

　剣けん聖せいは楽しげに笑う。

　その声は夜の道場に高らかに響ひびき渡り、湿しめった空気を吹き飛ばした。

　サツキの瞳ひとみから、また一ひと粒つぶ、ほろりと涙なみだがこぼれた。
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「で、師し匠しよう。今まで何をしてたんだ？」

「いやー、それがな」

　久しぶりに再会した剣けん聖せいは、いかにも疲れたように肩を落とす。

「軍隊のやつらを撒まくのに手こずったのよ。やつら、本当にしつこくてな。振ふり切ったと思ったら、あっちこっちから湧わいてきよる。力ずくで撃げき退たいすれば手っ取り早かったが、それも無用な殺せつ生しようと思うてな。なんだかんだで逃げ続けたらリアトリスから離はなれてしもうて、結局今になってしまったわけじゃ」

　千人以上の兵士を一人で引き付け、命がけの『囮おとり』を続けた少女。だが、その口調は軽く、ちょっとうるさい蚊かトンボを追っ払ったような感じにさえ聞こえる。

「ここはどうやって知った？」

「それはリアトリスのスピカータ亭ていじゃよ。おぬしらが残した伝言、しかと受け取ったぞ。『ザッハルの薬売りへ。金きん貨か四枚の件で、最初の道場に取り立てに向かう』。これは、聖せい剣けんを四本とも取られたから、それを奪うばい返しにユキノシタ道場に向かうという意味じゃろ？」

「さすが師匠、そのとおりだ」

「それで聖剣はどうなった？」

「それは……」

　レベンスはサツキを見る。

　黒くろ髪かみの少女は頰の涙をぐいっと拭ぬぐうと、つらそうにしながら上体を持ち上げる。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか」

　彼が手を貸そうとすると、サツキは「舐なめるな、この程度なんとも……」と手を振り払う。

「ヴァーさま」

「なんじゃ？」

　サツキは柱で体を支えながら、苦しげに声を出す。

「なぜ、剣聖殺しといっしょに、行動しているのですか？」

「話せば長くなる。かいつまんで言うと、世界を救うためじゃ。おぬしも母親から聞いたことはないか？　聖剣には副作用があり、それは使い手に害を及およぼし、最後は殺人鬼きへと変える。わしはそれを食い止めるために長く戦っている」

「殺人鬼……いつか話していた『剣けん魔ま』のことですか？」

「さようじゃ」

「酒席での、与よ太た話と思っておりました……」

　黒い前まえ髪がみを垂たらし、サツキは視線を伏ふせる。

　それから肩を震ふるわせ、核かく心しんに触ふれた。

「では……母が死んだのは……」

「どうしようもなかった。ハーちゃんは遅かれ早かれ剣けん魔まになった。いや、病身からいって、あのとき小こ童わつぱ──『剣けん聖せい殺し』が斬きらねば危なかっただろう。ああするより、世界も、ハーちゃんも救うすべはなかった。分かっておくれ」

「……私は」

　サツキは切れ切れに言う。

「剣聖殺しを……母の仇かたきを討うつことが、母を超こえる唯ゆい一いつの道だと思っております」

「サッちゃん」

「ですが、私はそこにいる男に敗北し、情けをかけられました。今の私に、何かを選ぶ資格はありません」

「そうか……」

　ヴァリエガータは静かに目を閉じる。

　黒髪の少女はしばらく黙だまっていたが、やがて顔を上げ、エリザのほうを見た。

「剣聖殺し」

「なに？」

「おまえの命は、しばらく預けておく」

「…………」

　エリザは何も言わずに相手を見つめる。

「サンデリアーナ。乱暴を働き、すまなかった」

「い、いえ……」

　親友は戸と惑まどったように首を振ふる。

「そして、馬の骨」

「……レベンスだ」

「ではレベンス。私は真剣勝負でおまえに敗北した。だからヤポニカの教えに従い、望むものを渡そう」

「そうか。それなら、決まってるさ」

　彼は師し匠しようを見る。師匠も「うむ」とうなずく。

　サツキは答えを察し、自みずから告げた。

「聖せい剣けんの、隠かくし場所は──」
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　案内されたのは、道場の裏手にある林だった。

　なだらかな斜しや面めんに太くたくましい樹木がびっしりと並び、かなり樹じゆ齢れいの高いものが多いように見える。

「この先です」

　林の中に分け入りながら、サツキは説明を続ける。その肩は道場生の一人に支えられている。

「大切なものは樹木の中に隠かくすのが良いと、小さいころから教わりましたので」

「ふむ。ヤポニカ人らしいな」

「道場の裏手なら、門下生も一般人も立ち入らないので適当だと考えました」

「なるほどのう」

　サツキと老ろう剣けん聖せいは歩きながら会話を交わす。

　長く生きた木には神が宿る──ヤポニカではそう信じられているという。そうした木を伐ばつ採さいするのは禁きん忌きとされているため、古来より大切な物を高齢の樹木に隠す風習が広まった。それはアストラガルス人が大切なものを床ゆか下したに隠すのと似た風習らしい。

「そこを右だ」

　サツキが道場生に指示を出す。先を行く道場生の松明たいまつが闇やみ夜よの中に赤い残像を残す。

「サツキお嬢じようさま!!」

「なんだ」

「き、来て下さい！　たいへんです……っ!!」

「なにごとだ！」

　サツキは道場生の肩から離はなれ、怪け我が人とは思えぬ速度で斜面を駆かけ上がる。その背中をエリザやレベンスも追いかける。

「な……っ」

　ある樹木の前で、黒くろ髪かみの少女は言葉を失った。

「おい、どうした」

　追いついたレベンスが背後から覗のぞき見る。

　──なんだと!?

　目の前の樹木は、大人が何人も手を繫つながなければ囲めないほどの大木だった。その幹には力ずくでこじ開けられたような跡あとがあり、ぽっかりと空くう洞どうになっている。

　そこに聖せい剣けんはない。

「いったい誰だれが……!?」

　黒髪の少女は幹の中を探り、ドンッと拳こぶしをぶつける。

「サッちゃん、このことを知っている者は他に誰がいる？」

「いえ、私一人です」

「では、いったい誰だれが……」

　ヴァリエガータは険けわしい顔で思案する。

　待てよ、とレベンスはあることを思い出す。

　──分ぶん散さんは発見のリスクを高めます。おそらくすべての聖せい剣けんを一いつ箇か所しよに集め、水に濡ぬれないように包んで樹木に埋うめ込む形で隠かくす。ヤポニカ人は大切なものを木の中に隠す習しゆう慣かんがありますから──

　彼はサンデリアーナを見る。彼女はすでに自分の言葉を思い出していたのか、口を半開きにしている。

「あのとき……」

　そこから先は言わずとも分かった。

　あのとき、サンデリアーナの言葉を聞いていた、もう一人の人物。子供を寝かしつけるといって隣となりの部へ屋やにいた紫し髪はつの剣けん聖せい。




「ルピナス……」




「ルピナス？　なんのことじゃ……？」

　事情を知らないヴァリエガータが怪け訝げんな顔をする。

「師し匠しよう、実は……」

　レベンスは商都リアトリスで出会った剣聖のことを話す。師匠の顔色は話を聞きながら見る見る変わっていく。

「デュランダルに娘むすめを人質に取られていた──ルピナスはそう言っていたんじゃな？」

「そうだ。それから隙すきを見て命からがら逃げてきた、とか」

「娘は何人いた？」

「え？」

「ルピナスの娘じゃ。二人の娘はいっしょに逃げてきたのか？」

「ふたり……？　ああ、そうか、たしか双ふた子ごの一人は死んだ、とか……」

「死んだ……？」

「デュランダルに殺された、と」

「ぐっ」

　ヴァリエガータがそこで悔くやしげに下を向く。

「ヴァーさま、それは私も聞きました」サンデリアーナが補ほ足そくする。「レベンスさんとは別の機会に、似たような話を。たしか、『ナナちゃん』をデュランダルに殺されて、だから危機を感じて『ミーナちゃん』と逃げてきた、と」

「サンちゃん、それはないんじゃ」

「え？」

「前に、おぬしらにも話したよな？　デュランダルは根本のところが残ざん忍にんで、手段を選ばない。だが、慎しん重ちよう派はなんじゃ。絶対の勝機があるまで姿を見せないし、自分が不利になるような真ま似ねはしない」

「どういうことだ。はっきり言ってくれ」

「ルピナスの娘むすめを人質に取っているのなら、その人質を殺すような真似は絶対にしない。あやつにとって、剣けん聖せいルピナスは最高の手て駒ごまなんじゃ。娘を殺せば、手駒を失うだけでなく、完全にルピナス自身があやつの敵に回る。絶対にそんな愚ぐは冒おかさぬよ」

「それじゃ、ルピナスは……」

「ルピナスはデュランダルの命令で動いている。おおかた、聖せい剣けんを奪だつ還かんすれば、それと娘を交こう換かんするとでも吹き込まれたんじゃろう」

「そのために俺おれたちに近づいたのか」

　彼は忸じく怩じたる思いで地じ団だん駄だを踏ふむ。甘あまかった。やはり信用するのではなかった。

　ただ、彼はひとつ疑問が湧わいた。

「だったら、ルピナスはなぜ俺たちを殺さなかった？　機会はいくらでもあったはずだ」

「聖剣を見つけるまでは、こちらを泳がせるのが得とく策さくだと考えたんじゃろう。あとは──」

　ヴァリエガータは目を閉じ、複ふく雑ざつそうな表情で言った。

「あやつもまだ、『剣聖』だったということじゃ」

「……それってつまり、情けを掛けられたってことか」

　レベンスはますますいたたまれない気分になる。

「なに、そんな顔をするな。裏を返せば、小こ僧ぞうの見る目はむしろ正しかったということじゃ」

　そしてヴァリエガータは、全員を奮ふるい立たせるように声を張り上げ、号令を掛けた。

「聖剣を奪うばい返すぞ……っ!!」
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　──急がないと！

　ルピナス・カーネイションは馬を駆かり、約やく束そくの場所へと急いでいた。

　その腕には命よりも大切な娘・ミーナが抱かれている。すべてはこの子と、双ふた子ごのナナのためにしてきたことだ。汚きたないことも、卑ひ怯きようなことも、この子らの命を思えば何も厭いとわない。

　彼女は林の中のある場所で馬を止め、娘とともに降おりる。夜なので、娘が眠りこけているのが幸いだった。薄うす汚よごれた事情を見せたり、怖こわい想いをさせなくて済すむ。

「カレン！」

　自分を今の窮きゆう地ちに陥おとしいれた、かつての盟めい友ゆうの名を叫さけぶ。

　一いつ拍ぱくの後、返事があった。

「あらぁ、早かったのねぇ」

　闇やみの世界から青い光がほとばしり、木の枝の上に水色の髪かみの少女が現れる。

　神の領りよう域いきと謳うたわれる剣けん聖せい、カレン・デュランダル。

「聖せい剣けんを持ってきたわ！　ナナを返して！」

「すごぉい！　見せて見せてぇ！」

　デュランダルは長い髪をいじりながら、日ひ傘がさをくるくると回す。夜の闇を彩いろどるように日傘が青い光の粒つぶを放つ。

「これよ」

　ルピナスは馬の背から荷物を降おろし、その場に広げる。そこには『闘神乃腕レーヴアテイン』『双龍乃牙ズルフイカール』『聖女乃証クローデイア』という、三本の聖剣が無む造ぞう作さに積つみ重なっている。

「あらぁ？」

　デュランダルは首を傾かしげる。

「一本足りなくない？」

「それは……」

　そこには聖剣『天空乃瞬ウインザー』がない。

「見つけたときには、すでになくて……」

「ちゃんと探したぁ？」

「その、おそらくは、サツキ・ユキノシタが別々に保管していたのかと……」

「うんうん、お母さんの形かた見みだもんねぇ」

　美しい髪をさらりと垂たれ下げ、デュランダルはニコニコとうなずく。

「でもぉ、約やく束そくわぁ、守ってもらわないとぉ」

「剣聖殺しも、いっしょにいた男性も……」彼女はこの一ヶ月の旅路を振ふり返りながら言う。「悪い人には、見えなかった」

「いい人とかぁ、悪い人とかぁ、関係ないのよぉ？　要わぁ、聖剣を持ってきてくれないとぉ、あたしがいろいろと困るからぁ」

「デュランダル、そろそろ教えて。聖剣を集めてどうするつもり？」

「うふふ、いつも言ってるでしょぉ、それは『ひ・み・つ』だってぇ」

「……戦えば血が流れるわ」

「そうねぇ、困ったことよねぇ」

「それに、勝てるとは限らない」

「だいじょうぶよぉ。ルピナスちゃんは強いからぁ。エリオットちゃんだってぇ、ばっさりやったじゃなぁい？」

「本当は……」そこでルピナスが唇くちびるを嚙かむ。「あれで、娘むすめを返してくれるって、約やく束そくだったのに……」

「返したでしょぉ、ミーナちゃんわぁ」

　必死の形ぎよう相そうで訴うつたえるルピナスに対し、デュランダルはさも気楽な感じで返答してくる。一方の倫りん理り観かんが欠落した、いびつなやりとりが続く。

　何を言っても、この人には無む駄だなのだ。

　埒らちが明かないと悟さとったルピナスは、せめてもの要求を出す。

「……ナナちゃんの、無事な姿を見せて」

「いいわよぉ」

　デュランダルはあっさりと承しよう諾だくし、右腕をおもむろに挙あげる。

　次の瞬しゆん間かん、まるで魔ま術じゆつのように彼女の腕の中に小さな少女が現れる。ぐっすりと眠った、紫むらさき色の髪かみの少女。その顔は双ふた子ごの妹とそっくりだ。

「ナナちゃん……」

　わが子を前に、胸が締しめ付けられるルピナス。

「この子、すごいのよぉ。ちっとも泣かないし、つらいともさびしいとも言わないのぉ。じっと黙だまって、おかあさんが迎むかえに来てくれるのを待っているのよぉ。ほんと、けなげよねぇ」

「……く」

　ナナは聞き分けがよく、母親から見てもしっかりした子だ。それがじっと恐きよう怖ふと孤こ独どくに耐たえている姿を想像し、ルピナスは胸が痛くなる。

「で・も」

　デュランダルの手が、ナナの首くび筋すじに掛かる。手しゆ刀とうで首を跳はねるような仕草。

「やめてっ!!」

　ルピナスが悲ひ鳴めいを上げる。

「何もしないわよぉ。ちゃあんと、約束を守ってくれればぁ」

　ナナの頰ほおをすりすりと撫なでるデュランダル。

　引きつった顔でルピナスはそれを眺めると、ギリッと歯を鳴らした。

「『天空乃瞬ウインザー』を持ってきたら、今度こそナナを返してくれるのね？」

「もちろんよぉ。あ、今回の違い約やく金きんとして、剣けん聖せい殺しの首もつけてねぇ？」

「そんな……」

「いやなのぉ？」

　デュランダルがナナの頭を弄もてあそぶように撫なでて、「そう、断っちゃうんだぁ……」と指先を娘の瞼まぶたの上に置く。

「う……」




　ルピナスは唇くちびるを嚙かみ、自分には何も選択権がないことを知る。

　やがて「……行ってくるわ」と答え、馬にまたがった。

「そうだぁ」

　そこでデュランダルは、ひゅっと何かを投げた。ざっくりと、巨大な物体が地面に突つき刺さる。

「それ、必要でしょぉ？」
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「発見次し第だい、狼煙のろしを上げろ！　決して手を出すなよ！」

　道場生は統とう率そつが取れていた。全員がサツキの命令に従い、二人一組で馬にまたがって散る。剣けん聖せいルピナスを探せというのは誰だれもが尻しりごみするため、『あの剣聖はニセモノで、蔵くらにある宝物を盗ぬすまれたので取り返せ』というシナリオだ。

「見つかるでしょうか……」

　サンデリアーナが心配そうにつぶやく。道場の石段の上からは、敷しき地ちの外に散っていく松明たいまつの炎がよく見える。

「可か能のう性せいはある。あれだけの数の聖せい剣けんを抱かかえて、何より小さな子連れじゃ。いかに剣聖でもすぐには逃げられぬ」

「師し匠しよう、俺おれたちはどうする」

「今はサッちゃんの合図を待とう。道場を出るのはそれからでよい。むしろ、今後に備えて今のうちに休きゆう憩けいを──」

　そこでヴァリエガータの声が止まった。その顔がにわかに険けわしくなる。

「師匠？」

　ヴァリエガータの視線は道場の正門に向いている。

「たまげたな、やっこさんから来なすったぞ」

「え？」

　彼らが師匠を見た瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが響ひびき、正門が爆ばく裂れつした。

　なっ!?

　そして、吹き飛んだ正門を跨またぎ、その人物は姿を現した。

「ルピナス……」

　紫し髪はつの美女は、石段をゆっくりと登ってくる。その顔は娘むすめに見せる穏おだやかな笑顔とは違い、一いつ切さいの甘あまさと優やさしさをかなぐり捨てたような厳きびしいものだった。目が釣つり上がり、歯を食いしばり、眉み間けんに寄った皺しわは怒ど気きをはらむ。瞳ひとみから放たれる眼がん光こうは殺気と執しゆう念ねんを宿やどしている。

　レベンスは背せ筋すじに悪お寒かんが走る。本気で俺たちを殺しに来た──そのことが言葉ではなく相手の雰ふん囲い気きで分かる。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……！」

　エリザが叫さけぶと、その手には魔ま剣けんが飛んでくる。

　──くっ、手が……。

　右手は痺しびれたように重い。そこはサツキと抜ばつ刀とう術じゆつで打ち合った際に痛めたところだ。

「小こ僧ぞう、無理はするなよ。ここはわしと小こ童わつぱで食い止める」

　ちらりと師し匠しようがこちらを見る。師匠は弟で子しの状じよう態たいを見抜いているようだった。

「……分かった。でも、俺おれも行く」

　たとえ役立たずでも、自分だけ安全な場所にいるなど考えられない。自分はエリザの剣になると誓ちかったのだ。

「そうか」

　師匠は静かにうなずく。あえてそれ以上の言葉を掛けないのは、弟子の決意を尊そん重ちようしているようだった。

「サンちゃんは、サツキにこのことを知らせてくれ。狼煙のろしでも伝でん令れいでもかまわん」

「分かりました。ヴァーさまも気をつけて」

「心こころ得えた。……小僧、小童、行くぞ！」

　師匠が飛び出すと、二人の弟子も後に従った。

　階段を駆かけ下りると、ルピナスはすでに石段の中腹まで登ってきていた。ゆっくりと歩を進めてきたところから、小こ細ざい工くなしで正面からやり合うつもりのようだ。

「ヴァリエガータ……」

　ルピナスが立ち止まり、唇くちびるを嚙かむ。その顔が複ふく雑ざつそうに歪ゆがむ。

「久しぶりじゃな、ルピナス」

「…………」

「最後に会ったのも、やはりこの道場だったか。あのときはナナちゃんとミーナちゃんの誕たん生じよう日びだったかのう」

「そこをどいて下さい。私は剣けん聖せい殺しと戦いに来たのです」

「あいにくそうはいかんよ。二人とも、わしの可愛かわいい弟子でな」

「……あなたとは戦いたくありません、ヴァリエガータ」

「わしもおぬしとは戦いとうない。考え直すんじゃルピナス。戦うべき相手は他にいるじゃろ」

「分かっております。ですが、それでもこうするしかないんです」

「デュランダルにはなんと言われた？　聖せい剣けんと引き換かえに娘むすめを返してやるとでも言われたか？」

「それは……」

「あやつが本当に返すと思うか？　このまま娘を人質に取られ続けて、生しよう涯がいをあやつの手て駒ごまとして過ごすことになるぞ？」

　そこでルピナスはうつむく。その肩がわずかに震ふるえているのは、図星を突つかれたからか。

　ヴァリエガータは相手の答えを静かに待った。

　やがて、

「……私に、とって」

　ルピナスは独ひとり言ごとのように話し始めた。

「あの子たちが、すべてなんです。血ち塗ぬられた半はん生せいに、やっと射さした希望の光なんです……」

　嗚お咽えつの交じる声は、痛々しく石段に染しみ込んでいく。

「なあルピナス、わしとともに戦おう。力を合わせればデュランダルを倒せる。その先におぬしの未来も、娘むすめたちの未来もあるんじゃ」

「それ、は……」

　ルピナスの言葉が途と切ぎれる。明らかにヴァリエガータの説得に心が揺ゆらいでいる。

　やはり俺おれとは言葉の重みが違う──レベンスは後ろで見ていてはっきりと感じる。師し匠しようの言葉には人を動かす力がある。それは話がうまいとか剣けん聖せいの肩書きがあるとかではなく、当人の持つ人間としての厚みがそうさせているように思える。

　ひょっとして、戦わずに済すむのだろうか。

　レベンスは期待する。短い間だったが、ルピナスの人ひと柄がらは彼なりに理解している。たとえ裏切るつもりだったにせよ、娘に見せていた愛情は偽いつわりではなかったはずだ。

「ヴァリエガータ、わ、私は──」

　そのときだ。

　ルピナスの顔がひきつった。目を見開き、にわかに唇が震え出す。

「なんじゃ？」

　ヴァリエガータが振ふり返る。そして彼女もまた驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　石段の最上階に、人が立っていた。

　それは、薄うす笑えみを浮かべた水色の髪かみの女性。




「こんばんわぁ」




　剣聖カレン・デュランダルは、散歩の途中でたまたま通りがかったような挨あい拶さつをする。

　そして可愛かわいらしい仕草で傘かさを振り回し、

「待ちきれなくて、つい来ちゃったぁ」

　と甘あまえたように言った。

「う、あ……」

　ルピナスが怯おびえた声を出す。ヴァリエガータは険けわしい表情で「ち……」と舌打ちする。

「ヴァリエガータちゃん、来るなら来るって言ってくれればいいのにぃ」

「それは悪かったのう、歳としを取ると忘れっぽくてな」

「ツレないのねぇ」

「昔むかしからな」

　いかにも親しげに言葉を交わすが、ヴァリエガータの横顔には汗あせが浮かんでいる。いま一番来てほしくない敵が登場したのだからそれも当然だ。

　──くそっ……！

　レベンスは師し匠しようの背中を守るように構える。エリザも半身のように構えて双そう方ほうに警けい戒かいする。

「あらぁ、お元気そうねぇ、剣けん聖せい殺しぃ？」

　デュランダルはふざけたように話しかける。

「…………」

　エリザは無言のまま鋭するどい視線で睨にらみ返す。

「ちゃあんと剣が直ってるわねぇ、いったいどうやったのかしらぁ？」

「あなたには、おしえないし」

「あら残念ねぇ」

「今度は、負けないし」

　ブンッとエリザが魔ま剣けんを振ふる。

「あらあら、若いっていいわねぇ。身の程ほど知らずでぇ」

　デュランダルは鼻で笑う。

「だけどねぇ、あなたの相手は別にいるのよぉ？　ねぇルピナスちゃん？」

　ビクリ、とルピナスが震ふるえる。

「あら、お返事わぁ？」

「…………」

　ルピナスはうなだれるように視線をそらし、「……はい」と聞き取れぬほどの小声で答えた。

「はい、よくできましたぁ」

　水色の髪かみの剣聖は両の手のひらを胸の前で合わせる。

「じゃあねぇ、よくできたご褒ほう美びにぃ、いちばん面めん倒どうな人を減らしてあげるぅ」

　そこでデュランダルはヴァリエガータを見る。

「減らしてあげる、だと？」

　老剣聖の瞳ひとみが鋭く光る。

「わしがおまえを減らしてくれるわ、甘あまったるい悪あく魔まめ」

「悪魔はないでしょぉ、この天使のようなカレンちゃんに向かってぇ」

「ほざいてろ」

　そこでヴァリエガータは「小こ僧ぞう」と呼んだ。

「な、なんだ」

「わしがあの『化け物』を引き受ける。おぬしは小こ童わつぱと協力してルピナスを倒せ」

「だけど師し匠しよう」

「任せたぞ一番弟で子し！　──死ジ神ー乃ノ爪ス!!」

　ヴァリエガータは巨大な鎌かまをどこからともなく取り出し、レベンスの返事を待たずに突とつ撃げきする。「あらぁ、せっかちねぇ」とデュランダルが傘かさを放り捨てる。

「ハァッ!!」

　大鎌の一いち撃げきが石段を砕くだく。爆ばく砕さいした破は片へんが散さん乱らんし、粉ふん塵じんがもうもうと上がる。

　二人の剣けん聖せいは火花を散らしてぶつかり合い、それは戦いの舞台を上へ上へと移していく。水色の閃せん光こうと緑色の閃光が飛び交う頂上決戦だ。

　おそらくヴァリエガータが誘ゆう導どうしているのだろう、徐じよ々じよに遠ざかっていく二人の戦場を見送り、レベンスは唇くちびるを嚙かむ。

「師匠……」

　彼はそうつぶやくと、二人の戦いから視線を切る。せっかく師匠が命を張って難なん敵てきを減らしてくれたのだ。ここは是ぜが非ひでも負けられない。

　ルピナスはずっと同じ位置にたたずみ、ややうつむいたまま黙だまっている。

　やがて、




「報復乃鋏フラガラツハ」




　彼女の前に巨大な武器が出現する。それは分ぶ厚あつい刃はを二枚重ね合わせ、根元で組み合わせた切断用の道具。

　鋏はさみだ。

　異い形ぎようの聖せい剣けんを手にしたルピナスは、顔つきが完全に変わる。目が釣つり上がり、眼がん光こうがまがまがしいほどに殺気に満ちる。

　戦うしかないのか。

　やがて、ルピナスはまっすぐ姿勢を正し、聖剣『報復乃鋏フラガラツハ』を持ち直した。楕だ円えんになっている鋏の取っ手部分を、左右の手で片方ずつ持つ。

「開鋏ジ・ザズ」

　つぶやいた瞬しゆん間かん、鋏の刃が二つに開く。今までは一本の剣のように閉じられたままで使われていた聖剣が、ついに真の姿を見せる。

　う……っ。

　その瞬間だった。二つの刃から、何か得え体たいの知れないものが出てきた。遠目に見ても分かる、刃を覆おおう熱気のようなもの。鍛か冶じ屋やでギリギリまで熱した金属が、周囲の空気を歪ゆがめるように、その熱気は次から次へと噴ふき出してきた。

　これは……。

　レベンスは本能的に危険を察知する。エリオット戦で『聖女乃証クローデイア』が合体して完全形になったときにも感じた、相手が本気を出すときの迫はく力りよく。ルドベキアが剣を水平にして突とつ撃げきする構えを取ったときや、ドラセナが黄おう金ごん十じゆう字じを放つために四剣を広げたとき。そうした場面で感じてきた、『本気』の力だ。

　何かが来る。

　それを感じ取ったのはエリザも同じだった。後退こそしないが、じりじりと間ま合あいを詰つめていた足を止め、警けい戒かいしたように剣を前面に立てる。

　ルピナスが鋏はさみを持ち上げる。そして、開いた両りよう刃ばを、石段に向けて突つき刺した。

　ザァンッ、と斬ざん撃げきの音が響ひびく。石段は刃によって深々と切断される。急に足元を攻こう撃げきした剣けん聖せいを、二人は怪け訝げんそうに見る。

　次の瞬しゆん間かん。




　石段が波打った。




　斬きられた足元が生命を与えられたように動き始め、隆りゆう起きした石段はボコボコと音を立てながらレベンスたちに走ってくる。まるで石段の下に生き物がいるかのようだ。

　やばいっ！

　レベンスは『石の波』を跳とんで避よける。エリザも同じく避けたが、それだけでは済すまなかった。

　彼らが跳んだ瞬間、まるでそれを予期していたように、『波』が弾はじけた。石が爆ばく散さんし、砕くだけ散った破は片へんが二人を襲おそう。

「ぐあぁっ！」

　レベンスは体中に石を受ける。エリザも同じで、とっさに急所は回かい避ひしたものの、手足にぶつかった石により打だ撲ぼくや裂れつ傷しようを負う。

　今のはなんだ……っ？

　彼が攻撃を理解する前に、ルピナスは『第二波』を繰くり出していた。鋏で次々に石段を切り刻きざみ、それは石の波動となって彼らの足元に押し寄せる。大型の土竜もぐらが石段の下を潜もぐって突進してくるような不ぶ気き味みな光景。

　──小こ僧ぞう、『報復乃鋏フラガラツハ』の能力はな。

　彼は『石の波』から逃れながら、師し匠しようの教えを思い出す。

　──斬った物を動かせるんじゃ。植物だろうと、土くれだろうと、なんだってな。

　なるほどこういうことか、と彼は必死に避けながら理解する。その間にもルピナスは石段を刻みまくり、逃げ場がないほど四方八方から攻こう撃げきを仕掛けてくる。時おり爆ばく発はつする破は片へんが視界を塞ふさぎ、ますます彼は追い詰つめられる。

「……？」

　ただ、攻撃はそこで急にやんだ。石の波は何度か残り火のように炸さく裂れつしたあと、ぱったりと動くのをやめた。

　いささか面食らったが、ダメージはそれほどじゃない。所しよ詮せんは石だ。

　彼が敵の攻撃を過小評価しかけたとき。

　剣けん聖せいがつぶやいた。

「──聖型乃龍セイ・ロン」

　すると、砕くだけ散った石の波は、その破は片へんが独りでに動き出した。ひとつひとつの石が寄せ集まり、それはうずたかく積つみ重なっていく。まるで魔ま術じゆつのごとく石は地ち層そうのように重なり、隆りゆう起きし、盛り上がっていく。

「なっ、なっ、なああああぁぁーっ[image: かんたんふ４]」

　レベンスは眼がん前ぜんの光景に素すっ頓とん狂きような声を出す。

　それは『龍りゆう』だった。石で組み上げた巨大な龍が、こちらに向かって鎌かま首くびをもたげる。

　その数は四匹。

　なんだこれは……っ!?　夢か!?　幻まぼろしか……っ!?

　今までも数々の奇き跡せきに驚おどろかされてきたが、ここまで巨大な造形物を繰くり出す剣聖は初めてだった。建物の三階から見下ろすような石造りの龍が、ゆらゆらと獲え物ものを狙ねらうように四つの首を動かしている。

「くそ……っ」

　彼は剣を構える。だが、サツキとの戦いで受けたダメージと、右腕の痺しびれはまだ引かず、とても剣聖相手にまともに戦える状態ではない。

「レベンス」

「なんだ」

「腕、痛いの？」

「あ、いや……」

　腕をだらりと下げていたことから、ダメージを見抜かれたのか。彼は痛めた腕を隠かくすような仕草をする。

「なに、大したことじゃない」

「…………」

　エリザはじっと彼を見つめたあと、

「ここは、私に任せて」

　とつぶやいた。

「……なに？」

　彼が聞き返したときには、少女は銀ぎん髪ぱつをなびかせて突つっ込んでいた。「お、おい……っ！」と彼は呼び止めようとするが、少女は振ふり返らずに『石の龍りゆう』へと突とつ撃げきする。

　無茶だ……！

　レベンスも後に続こうとしたが、そのときには彼の頭上に巨大な影が迫せまっていた。

「んな……!?」

　反射的に跳ちよう躍やくすると、すぐに龍の頭が石段に突っ込んできた。頭を丸ごと叩たたきつけるような攻こう撃げきで、階段が派は手でにえぐられる。

「く……っ」

　龍はすぐに首を持ち上げると、また彼に向かって口を開き、襲おそいかかってくる。飲み込まんとしているのか、押し潰つぶそうとしているのか、その意志はともかく彼を亡なき者にしようとしているのだけは間ま違ちがいない。

　もぐら叩たたきのように、龍が突っ込み、彼が避よけ、また龍が攻撃し、彼が回かい避ひする。その繰くり返しで彼はどんどん後退を余よ儀ぎなくされる。石段を上へ上へと登るうちに、下ってゆくエリザとの距きよ離りはますます開く。だが、石造の龍の怒ど涛とうの攻こう勢せいの前に、今はただ逃げるしかない。

　やがて、石段のかなり上まで登ったときだった。

　なんだ……？

　ぴたりと、龍の攻撃がやんだ。

　レベンスも足を止め、龍の動きをうかがう。龍は首をもたげ、ゆらゆらと小刻みに動くだけでそこから進もうとしない。まるで、そこが行動の限界と決まっているかのようだ。

　──どういうことだ？

　もう少し執しつ拗ように攻撃すれば、体にダメージがあるレベンスを仕し留とめられたはずだ。だが、それをしないということは、相手に攻撃できない事情があると考えるのが普通だ。

　射しや程てい距離でもあるのか……？

　石の龍は、ルピナスの聖せい剣けん『報復乃鋏フラガラツハ』による能力だ。聖剣の力が及およぶ範はん囲いが決まっているのか、あるいはルピナスの目が届く範囲か。ともかく、龍の動ける範囲には距離的な限界があるようだった。

　どうする……。

　彼は龍の動向をうかがう。四匹の龍のうち、半分の二匹が彼を追ってきて、今でも目の前に巨大な柱のごとく立ちはだかっている。彼が石段を降おりて近づくと、途端に龍は怒ったように彼のほうに鎌首をもたげる。

「く……っ」

　間ま合あいに入れば食い殺すぞ──無機質な龍の獰どう猛もうな殺意だけはひしひしと伝わってくる。

　また、腕がズキリと痛む。とてもこの巨大な怪かい物ぶつを倒すだけの力は今の自分にない。これではエリザを助けるどころか、足手まといになるのは必定だ。

　エリザ……！

　彼は足止めを食らったまま、忸じく怩じたる思いでパートナーの戦いを見守る。

　その間にも、エリザは戦い続けていた。

　彼と同じように龍りゆうの攻こう撃げきを避よけながら、石段の上を逃げ回っている。

　さしもの剣けん聖せい殺しも防戦一方だった。二匹の龍は交こう互ごに襲おそいかかり、少女に休む間を与えない。回かい避ひして着地した場所に、間かん髪はつ入れずに次の攻撃が放たれる。それでも闇やみ雲くもに後退するのではなく、二度に一度は龍たちの間かん隙げきを縫ぬって前進を試みるのはさすがエリザだった。石段を登ったり下くだったりという一いつ進しん一いつ退たいを続けながら、エリザは剣聖ルピナスに近づこうとしている。しかし、それでもなお龍たちの攻撃は疲れ知らずで収まる気配がない。

　だが。

　──え!?

　やがて、エリザの動きがぴたりと止まった。

　逃げ惑まどうのをやめ、覚かく悟ごを決めたようにそこで立ち止まる。ぐっと腰こしを低くして、魔ま剣けんを大上段に構える。

　──まさか、正面から迎げい撃げきする気か……!?

　いくら猪ちよ突とつ猛もう進しんが心情のエリザでも、それはさすがに無茶に思えた。相手が人間ならまだしも、家よりもでかい怪かい物ぶつだ。

「エリザ！　やめろ、正面から行くな！」

　レベンスには少女の選択が愚ぐ行こうに思えた。だが、選択を翻ひるがえす暇ひまも与えず、石造の龍は少女へと殺さつ到とうする。彼にはそれを助けにいく時間はなく、あってもいまだ立ちはだかる眼がん前ぜんの龍がそれを許さない。

　龍の顎あごがエリザに襲い掛かる。少女は構えを崩くずさずに待ち受ける。

　二つの影が交こう錯さくする刹せつ那な。

　エリザは石段を蹴けり、流れるように体を回転させた。迫せまり来る龍の顎をぎりぎりでかわし、側面からなぎ払うような斬ざん撃げきをお見み舞まいする。首くび筋すじに閃せん光こうが走り、龍の頭部がざっくりと斬きり飛ばされる。相手の攻撃を限界まで引き付けてのカウンターのような一いち撃げきだ。

　すげえ！

　レベンスが感心する間もなく、もう一匹の龍が少女に襲いかかる。少女はそれも読んでいたように小さなステップを踏ふんで立ち位置をずらすと、今度は倒れ込むように身を伏ふせた。彼女の頭上を龍が通過し、その瞬しゆん間かんにエリザが真下から剣を突つき立てる。二匹目の龍の頭部も魚を捌さばくように胴どう体たいが二つに割れていく。相手の突進力を利用した反はん撃げきだ。

　──小こ童わつぱに必要なのは力ではなく『緩かん急きゆう』。覚えておるか？

　レベンスは師し匠しようの言葉を思い出す。攻撃一いつ辺ぺん倒とうのエリザに、ヴァリエガータは力押しだけではない戦い方を教えた。猪ちよ突とつを避さけ、相手の攻こう撃げきを受け流し、時には待ったり、引いたり、逃げたりもする。そうした戦いの緩かん急きゆうを口を酸すっぱくして教え込んだ。練習中ではまったく理解できていないようなそぶりだったのに、ここ一番の実戦においてエリザはその教えを実じつ践せんしている。本番に強いタイプとは思っていたが、ここに来て少女の戦い方は格かく段だんの『進化』を見せていた。

「あいつ……」

　彼はエリザの成長に驚おどろきを禁じえない。師し匠しようの手ほどきを受けて成長できたのはレベンスとて同じだったが、エリザの場合は何かが違った。頭で理解し、練習で徐じよ々じよに身に着けるレベンスとは対照的に、エリザは本能でいっぺんに教えを吸収してしまった感がある。それは少女が生まれながらに持つ天てん賦ぶの才だ。

　潮しお目めが変わったのはそこからだった。

　首を斬きられた二匹の龍りゆうに、徐々に石が集まって、また元のように再生する。だが、エリザはここでも落ち着いていた。龍の復活にも焦あせることなく、敵の様よう子すをじっと観察している。以前なら考えなしにまっすぐ斬きりこむところだ。

　再び龍が攻撃してくるが、もうそれは少女の敵ではなかった。エリザは瞬しゆん時じに敵の動きを見極め、ぎりぎりまで引き付けたところで反はん撃げきに出る。それも力まかせの斬ざん撃げきではなく、相手の突進力を利用して、時に自じ爆ばくを誘さそい、時に龍同士をぶつけて自じ滅めつを誘った。石段の上を華か麗れいにステップを踏ふみながら、龍の動きを読み、ぎりぎりでかわし、その上で相手を誘ゆう導どうする。そうした少女の戦術は、洗せん練れんし、卓たく越えつし、芸げい術じゆつ的てきですらあった。それらを考えてやるのではなく、体の赴おもむくままに実じつ践せんしている。何度龍が復活しても、危なげなく破は壊かいし、粉ふん砕さいし、退しりぞける。

　もしかしたら、これがエリザの本来の戦い方ではないのか──レベンスは魔ま剣けんに触ふれたときに見た『映像』から推すい察さつする。長く戦ってきた者が、少しずつ本来の勘かんを取り戻している。そんなふうに見えた。でなければ説明がつかないほど、少女の戦い方は老ろう練れんで澱よどみがない。天才と経験、その両方がそろった者だけがなしうる隙すきのない戦いぶり。

　しつこく復活してくる石の龍を何度も倒しながら、エリザは徐々にルピナスへ近づいていく。ルピナスはそのたびに後退しながら、鋏はさみで石段を斬り付けては石造の龍を生み出す。それは無限に怪物を生み出す無敵の能力にも思えたが、一方で剣聖がエリザのことを恐おそれているようにも映った。まるで接近戦を嫌いやがるように、ルピナスは後退し、その分エリザが接近する。攻撃しているはずなのに、圧おされているのは逆にルピナスのほうだ。

　戦術的に『進化』を遂とげたエリザは強かった。迫はく力りよくはあれど単調な敵の攻撃を片かたっ端ぱしから迎げい撃げきし、ついにルピナスとの間ま合あいを詰つめる。

　そこでエリザは戦術を切り替えた。今までは龍を撃退するのを優ゆう先せんしていたが、あるときを境に龍に背を向けてルピナスへと突とつ撃げきを始めた。間合いを見切り、直接攻撃に出たのだ。

　もちろんルピナスは後退するが、今度はエリザのほうが速かった。エリザが魔剣を突つき出すと、それはルピナスの流れる髪かみの毛をかすめる。ここまで近づくと龍りゆうの動きは止まり、エリザとルピナスの直接対決へと突入した。エリザは至し近きん距きよ離りから縦横に魔ま剣けんを振ふるい、これまでのお返しとばかりにルピナスを防戦に回らせる。ルピナスは聖せい剣けんで攻こう撃げきを弾はじくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　──やはりそうか……！

　傍そばで見ているレベンスにも分かる。ルピナスは接近戦よりも遠えん隔かく攻撃が専門なのだ。あの石造の龍をかいくぐって距離を詰つめてきた相手は初めてなのだろう。エリザを攻撃することよりも距離を取ることを優ゆう先せんするように後退を続けている。

　だが、エリザがそれを許さない。相手のお株を奪うばうように、振ふるった剣で石段を粉ふん砕さいし、飛び散る破は片へんで相手の逃げる方向を限定し、狙ねらい済すましたように剣を繰くり出す。

　圧倒していた。石せき片へんを飛ばしたり、剣速に緩かん急きゆうをつけたり、時にフェイントを交えたり──まるで師し匠しようのヴァリエガータを彷ほう彿ふつとさせる老ろう獪かいな戦い方に、レベンスはただただ目を見張る。

　怪かい物ぶつだ、と思った。戦せん闘とう中に進化し続ける怪物。こうして剣で斬きりつける間にもその動きは洗せん練れんの度合いを増し、無む駄だな動きが減っていくのが分かる。ついにはエリザの動きがヴァリエガータと重なって見える。

　──強いはずだ。

　剣けん聖せい殺しが魔ま剣けんの破は壊かい力だけでなく、戦術に長たけた老剣聖の教えまで吸収したのだ。強いに決まっている。ルピナスが不得手な接近戦を強しいられているというだけではなく、エリザ自身が強いのだ。

　エリザの魔剣とルピナスの聖剣がぶつかり合う。だが、弾はじかれるのは聖剣の側で、打ち合うたびにルピナスが後退し、押し込まれていくのが遠目にもはっきりと分かる。エリザは休むことなく剣の嵐あらしをお見み舞まいし、ルピナスは防ぼう御ぎよがどんどん間に合わなくなっていく。やがて、大きく聖剣が弾かれ、ルピナスの両手が持ち上がるような形になると、そこにエリザの強きよう烈れつな横なぎが炸さく裂れつした。

「ガ……ッ！」

　ぎりぎりで聖剣を手元に引き戻したルピナスだが、体勢まで整えられず、斬ざん撃げきの勢いで吹き飛ばされた。石段の下へと転がる剣聖に、エリザがさらに追つい撃げきを試みる。いよいよ決着のときが近いかに思えた。

　だが、剣聖も粘ねばりを見せる。石段を転がりながらも聖剣の『刃は』を開き、鋏はさみを突つき立てるようにザリザリと石段を削けずってブレーキをかける。それは一見、体勢を立て直すために聖剣を利用しただけに見えたが、はっきりとした狙いがあった。

　それが分かったのはエリザが石段を駆かけ下りた瞬しゆん間かんだ。

　──！

　ルピナスが先ほど聖剣で削った石段が、いきなり隆りゆう起きして破は裂れつした。それは刀とう傷しようで噴ふき上がった血ち飛沫しぶきのごとくエリザを襲おそい、少女の体に石つぶてを滅め茶ちや苦く茶ちやにぶつける。さしものエリザもこれには足を止め、後方に大きく飛び退のかざるを得ない。

　再び、距きよ離りが開く。

　ルピナスは肩で息をして、鋏はさみにもたれるように立っている。直接斬きられたわけでもないのに疲労が色濃こいのは、こちらの考えている以上に聖せい剣けんを使った遠えん隔かく攻こう撃げきが消しよう耗もうを強しいるのかもしれなかった。それに比べ、エリザはわずかに後退を強いられたものの、魔ま剣けんをブンッと振ふり回して敵を睨にらみつける。形勢は明らかにエリザに傾かたむいている。

　二人の間には、石段の下にあった地面が黒々と露ろ出しゆつしていた。エリザはわずかに地面の硬かたさを足で確かめたあと、再び魔剣とともにルピナスへと突とつ撃げきした。相手が疲労している今がチャンスと判断したのだ。

　だが、その判断はわずかながら軽けい率そつだった。ルピナスは待っていたように聖剣を地面に突つき刺すと、今度は地面が破は裂れつした。それは土くれが怒りを込めて噴ふん火かしたような光景で、エリザは四方からの土ど砂しやに飲み込まれて視界を塞ふさがれる。石段はともかく、地面まで吹き飛ぶとは予想外だったようで、先ほどの後退時、剣けん聖せいはこちらが予想したよりも深く地面を斬きりつけていたことが分かる。

　──まずい！

　レベンスは少女が窮きゆう地ちに陥おちいったことを知る。土砂自体のダメージは大したことはなさそうだが、大量の土が舞まってエリザは顔面を押さえていた。土が目に入ったせいでバランスを崩くずしてよろめく。『目め潰つぶし』を食らった格かつ好こうだ。

　この勝機に剣聖が乗じた。大地を蹴けって上空に舞まい上がり、エリザの頭上から巨大な鋏で強きよう襲しゆうする。エリザは気配を感じたのか魔剣をブンッと振るうが、目が見えていないせいでまったく狙ねらいが外れる。

　奇き策さくとも取れる目め潰つぶしにより、形勢が逆転する。

　土ど壇たん場ばでエリザは敗北を喫きつするかに思えた。

　だが。

　ルピナスの攻撃がエリザに迫せまる間ま際ぎわのことだ。

　突とつ如じよとして、魔剣が光った。

　あ……！

　刀とう身しんにはいきなり『眼め』が開き、それは頭上から襲おそい来る敵の姿をはっきりと捉とらえる。そしてエリザ自身がまだ目を瞑つぶったままにもかかわらず、まるで戦いを代行するように魔剣は迷まよいなく迎げい撃げきの軌き道どうを描えがいた。

　間かん一いつ髪ぱつだった。魔剣は敵の刃はの切っ先を弾はじき、最初の危機を回かい避ひする。それだけにとどまらず、エリザは目を瞑つぶったままでさらにもう一いち撃げきを繰くり出し、今度こそ強きよう烈れつな一撃を浴あびせた。剣聖は紙切れのごとく軽々と吹き飛び、石段の下へと転がっていく。

「ぐ……っ」

　ルピナスは立とうとするが、胸からボタボタと血が滴したたり落ち、足がガクガクと震ふるえている。レベンスには、致ち命めい傷しようを避さけるために咄とつ嗟さに聖せい剣けんを盾たて代わりに使ったように見えた。結果、聖剣もルピナスもいっしょに弾はじき飛ばされたのだ。

　エリザが石段の上から跳ちよう躍やくし、剣けん聖せいの前へと着地する。ルピナスは「報フ復ラ乃ガ──」と叫さけぼうとしたが、喉のど下もとに魔ま剣けんの切っ先を突つきつけられると言葉を飲み込んだ。聖剣『報復乃鋏フラガラツハ』は石段のさらに下方へと転がり落ちており、今すぐ呼んだとしても間に合わないのは明らかだ。

「剣聖、ルピナス」

　エリザがつぶやく。

「さよなら」

　そして魔剣が振ふり下ろされる。

　決着だ。

　彼がそう思った瞬しゆん間かん。

　──え？




　エリザの剣が、止まった。




　なんだ……？

　レベンスは目をこらす。絶好のチャンスなのに、エリザは剣を振り上げたまま動くことができない。

「あ……っ！」

　そこで彼も気づく。剣聖とエリザの間に立つ、一人の子供の存在に。

　ミーナだ。

「やめ、て……」

　六歳さいの小さな娘は、母親の前で手を広げる。

「おかぁさんを、いじめ、ないで……」

「う……」

　エリザが魔剣を振り上げた姿勢で硬こう直ちよくする。

「どいて」

　少女が低い声で言うと、ミーナはいやいやというように首を振る。

「これは、ね……」

　エリザは最初の戸と惑まどいを振り切り、やや強引に前に出る。

「やらないと、いけない、ことなの」

　ミーナの首根っこに手を伸ばし、幼よう女じよを強制的に排はい除じよしようとする。だが、ミーナはバタバタと暴れ、エリザの手を振りほどく。

「おかぁさんに、ひどいこと、しないで……！」

「……ッ」

　エリザの顔が歪ゆがむ。戦場でこれほどつらそうな顔をするのは初めてかもしれない。

「おねがい、おねぇちゃん。これ、かえすから……」

　ミーナは頭に手をやり、赤い髪かみ留どめを差し出す。それはレベンスの妹の形かた見みで、以前エリザが『勝負』に負けて巻き上げられたものだ。

「だから、ね、おねがい、ミーナの、おかぁさん、ミーナから、とらないで……」

　ミーナは涙なみだをポロポロと流す。

「…………」

　エリザは髪留めを見下ろし、それから幼よう女じよの顔を見つめる。魔ま剣けんを持ち、剣けん聖せいすら倒す少女と、そこに立ちふさがる六歳さいの幼女。その圧あつ倒とう的てきな力の差は、かつて剣聖エリオットに素す手でで立ちふさがったエリザ自身のようだった。

「ミーナ」

　エリザは子供の名前を呼ぶ。

「あのね、ミーナ、きいて……」

「……？」

「私は──」
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　そのとき。




　エリザの背中から、『それ』は飛び出した。




　──!?

　それは少女の胸から背中へと貫かん通つうし、鋭するどい切っ先を氷柱つららのごとく誇こ示じする。

　聖せい剣けん『報復乃鋏フラガラツハ』。

　剣が引き抜かれると、エリザの胸から盛大な血しぶきが噴ふん出しゆつした。それはミーナの白い顔面に次から次へと降ふり注そそぐ。

　エリザが倒れる。

　その下には大量の血が広がり、少女はビクビクと陸に打ち上げられた魚のように痙けい攣れんする。

　エリザ……ッ!!

「あ、あ……、おねぇ、ちゃん……？」

　ミーナはへたり込んだまま、真っ赤に血を浴あびた顔でエリザを呆ぼう然ぜんと見つめる。さっきまで会話していた年上の『おねぇちゃん』は血まみれになって動かない。

「ミーナちゃん……っ！」

　やがて、駆かけ寄ってきたルピナスが愛まな娘むすめを抱きしめる。

　く……っ！

　レベンスは剣を握り、救きゆう援えんに向かおうとする。だが、目の前には二匹の『龍りゆう』がいまだに行く手を遮さえぎっている。

　──ちくしょう、このままじゃエリザが……！

　見上げるような龍を前にして、レベンスは決意を固める。

　呼べるかどうかは分からない。それがどこにあるかも分からない。

　だが、今は懸かけるしかなかった。




『天空乃瞬ウインザー……ッ!!』




　彼が叫さけんだ瞬しゆん間かん。

　突とつ如じよ、天空に雷らい鳴めいが走った。そして狙ねらい澄すました一いち撃げきのごとく彼に向かって白く巨大な光が降り注いだ。

　来い……ッ！

　彼は空に手を掲かかげて起き死し回かい生せいの武器を待ちわびた。

　しかし。

「な……っ!?」

　今まで定位置のごとくその場に留とどまっていた龍りゆうが、いきなり二匹とも動き出した。それはレベンスの頭上でとぐろを巻くように旋せん回かいし、一匹の龍は『落らく雷らい』の衝しよう撃げきで砕くだけ散ったが、もう一匹が口を開けて『それ』をもぎとった。

　龍が顎あごにがっちりくわえたのは、他ならぬ彼の『天空乃瞬ウインザー』だ。

　噓うそだろ……っ!?

　今まで、龍はレベンスの足止めのためにいるものと思っていた。今の位置より先には動けず、ただこちらを牽けん制せいし、威い嚇かくするだけの存在。だが、それは彼の思い込みで、まさにこの瞬しゆん間かんを狙ねらって待機していたのだ。

　してやられた……！

　彼が気づいたときには遅かった。聖せい剣けんをくわえた龍は、そのまま鞭むちのように体をしならせて彼に体をぶつけてきた。その石造りの巨体に跳はね飛ばされ、レベンスはゴム鞠まりのごとく階段に叩たたき付けられ、激しく転がり落ちる。

　──ちくしょう……ッ！

　彼は全身の激げき痛つうに耐たえながら、改めて剣けん聖せいを甘あまく見ていた自分に歯は嚙がみする。剣聖は最初からレベンスが聖剣使いであることを知っていた。そしてそれを織おり込み済ずみで彼に二匹の龍を張り付かせたのだ。エリザにあれほど押し込まれながらも、なお剣聖は大局を見失っていなかった。

「う、ぐぉ……ッ」

　レベンスは上体を起こそうともがく。だが、全身に走る衝しよう撃げきはすぐに引かず、今は立つことすらできない。

　彼が動けずにいる間、ルピナスはこちらの様よう子すを窺うかがっていた。そして聖剣『天空乃瞬ウインザー』を龍が確保したことを見届けると、興きよう味みを失ったようにこちらから視線を切った。

　そして剣聖は、ゆっくりとエリザへと近づいた。

　エリザはまだ突つっ伏ぷしたまま動けない。

　彼は叫さけんだ。

「エリザ……ッ!!」

　叫ぶしかなかった。

「エリザ！　立てっ！　立つんだよ！　エリザ……ッ!!」

　いま、彼にできる精せい一いつ杯ぱいの声せい援えんを送る。

　いつだって、剣聖殺しは立ち上がってきた。剣聖の致ち命めい的てきな一いち撃げきを食らいながらも、ゆらりと立ち上がり、勝利を収めてきた。

　しかし。

「無む駄だよ。……剣聖殺しは復活しないわ」

　剣聖はこちらを見て、静かに告げる。それは戦いが決着したことを確信する眼まな差ざし。

「この『報復乃鋏フラガラツハ』は、斬きったものに『魂たましい』を吹き込み、それを操あやつって相手を動かすの。すなわち、斬ったものを動かすことも、また動かさないこともできる。だから剣けん聖せい殺しは──」

　氷のような視線が倒れた少女を刺す。

「二度と、立ち上がることはない」

　あぁ……。

　そこでレベンスは、かつてドラセナに言われた言葉を思い出す。

　──もう一人は、あなたと相あい容いれぬ者。

　エリザの復活能力を封ふうじる力。相容れぬ者とは剣聖ルピナスだったのだ。

「さよなら、剣聖殺し」

　ルピナスは聖せい剣けんの鋏はさみを開く。エリザはぴくりとも動かない。

　そのときだ。

「おかぁさん」

　ミーナが母の服を摑つかんだ。

「おねぇちゃんを、どう、するの？　おねぇちゃん、いたそう。くるしそう。たすけて、あげて」

　ルピナスはぴたりと剣を止め、娘むすめの顔を見る。まだ血を拭ぬぐいきれていない少女の顔はまだらに赤く、それがあどけない表情を痛々しくしている。

「ミーナちゃん、ごめんね。おかあさん、これから大事な用事があるから、ちょっとイイ子にしててね」

　ルピナスは優やさしくそう言うと、近くにあった道場の木を聖剣で突つき刺す。すると、木の蔓つるが意志を持ったように伸びて、ミーナの体に巻きついた。

「え、おかぁさん……？」

「だいじょうぶ。すぐ、終わるから」

　ミーナの体はロープで引っ張り上げられるように、植物の蔓によって樹木の中に消えていく。

　それからルピナスは、再びエリザに向き直った。

　処しよ刑けいが再開される。

　──くそ……ッ！　動け、立てっ！　レベンス・トリフォリウム……ッ!!

　レベンスは必死に力を込めるが、無情にも体は動かない。

　エリザは倒れたまま動かない。レベンスも動けない。師し匠しようも戻ってこない。

　敗北は必定に思えた。

　だが。

「な……」

　ルピナスが動きを止める。

　エリザの前に、誰だれかが立っていた。夜風に髪かみをなびかせ、脅おびえたように震ふるえる体で、必死に、懸けん命めいに、そこに立っている。




「サンデリアーナ……」




　　　　　　　　　17




　サンデリアーナ・ゴールドコーストは、怖こわくてたまらなかった。

　眼がん前ぜんには剣けん聖せいルピナス・カーネイション。その手に聖せい剣けん『報復乃鋏フラガラツハ』を携たずさえ、殺気を帯びた目でこちらを睨にらんでいる。

　震ふるえが止まらない。冷ひや汗あせが噴ふき出る。さっきから呼吸がおかしい。今にも吐はきそうだ。

　それでも彼女は立っている。

　背後には血まみれのエリザ。やや離はなれたところには倒れたレベンス。

　剣聖も傷だらけで、服がドス黒い血の色に染そまってひどい姿だ。

　分かる。

　死し闘とうの果てに、二人が剣聖をここまで追い込んだのだ。

　腰こしに差した剣の柄つかに手を掛ける。だが、手は震えるばかりでうまく柄を握ることすらできない。そもそも立っているだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。本ほん音ねでは逃げ出したい。恥はじも外がい聞ぶんもなく逃げ出したい。怖くて怖くて仕方がない。

　どうして、自分はこんなに臆おく病びようなのだろう。どうして、こんなにもだらしないのだろう。エリザさんも、レベンスさんも、ヴァーさまも、誰だれもが勇ゆう敢かんに戦っているのに、自分だけは守られてばかりで、迷めい惑わくを掛けてばかりで。自じ己こ嫌けん悪おで死にたくなる。

「サンデリアーナ」

　剣聖がこちらを見る。サンデリアーナはビクッと体が震える。今の一言だけで心しん臓ぞうが止まりそうだ。

「そこをどきなさい。今なら、知り合いのよしみで見逃してあげます」

「う……」

　足がすくむ。怖い、勝てない、いやだ、助けて。弱気な言葉しか頭に浮かばない。負の感情がとめどなくあふれる。私はなんてダメなんだろう。

　──サンデリアーナ、あんたはもっと自信を持っていいと思うぜ。

　かつてレベンスに言われた励はげましの言葉が、ようやく彼女を奮ふるい立たせる。

　そして、カタカタと柄を揺ゆらしながら、どうにか剣を鞘さやから引き抜く。

　戦わなきゃ。

　こんな私でも、励ましてくれた人のために。

　天才と呼ばれた剣けん腕わんも、今は手が震えて用をなさない。それでもサンデリアーナはそこから逃げない。

「そう、やはり戦うのね……」

　剣けん聖せいの気配が変わる。逆らうなら殺す──その決意が眼がん光こうの矢となってサンデリアーナを射い抜ぬく。

　剣が震ふるえる。切っ先を止めることができない。その間にもルピナスが近づいてくる。サンデリアーナなど取るに足らないというように、ほとんど棒ぼう立ちで歩いてくる。

　そして、聖せい剣けんを持ったルピナスが、姉のドラセナと重なる。優ゆう秀しゆうで、強大で、絶対に敵かなわなかった姉に。そうなると、サンデリアーナはもう何もできなくなる。すべての気力が萎なえて、ただただ卑ひ屈くつで、自信のない妹になってしまう。

　やがて、二人の間ま合あいが詰つまる。

「……ッ！」

　サンデリアーナはなかば嫌いやがるように剣を振ふるった。

　だが、その剣はあっさりと止められる。

　素す手でで。

　──っ!?

　左手の指先で切っ先をつまむと、剣聖はいとも簡かん単たんにサンデリアーナの剣を奪うばった。それをゴミのように放り捨てると、もう一歩前に出る。

　聖剣が振り上げられる。

「ひ……っ」

　サンデリアーナが頭を抱かかえる。

　すると、ルピナスは聖剣を下ろし、代わりに素手である左手を上げた。軽く手を振るうと、パァンッと乾いた音がしてサンデリアーナの頰ほおに平手打ちを食らわせる。それだけで彼女は石段に転がった。

「うぅ……」

「あなたはこちらの『条件』に入っていないの。死にたくなければそこで黙だまって見ていなさい」

　ルピナスは温情を持って告げる。今、剣聖にとって彼女は敵ではなく、腰こしの引けたかよわい女性にすぎなかった。

　倒れ込んだサンデリアーナの瞳ひとみに、じわりと涙なみだが浮かぶ。

　打たれた頰が痛いからではない。あまりにも屈くつ辱じよくで、恥ち辱じよくで、自分で自分が情けないからだ。

　戦うのでもなく、斬きり殺されるのでもない。ただ、見逃される。剣士としてではなく、か弱い女性として。

「う……う……」

　剣士として死ぬこともできない。

　こんなに死にたいのに、自分はまだ生きている。剣士として死ねないなら自害すればよいのだ。これ以上の生き恥はじをさらさぬように、潔いさぎよく死ねばよい。でも、それすらできない。己おのれが握る剣ですら、殺気を込めるのが怖こわいのだ。自分を殺そうと思う自分が怖い。何もかも怖い。

　屑くず。恥さらし。面つら汚よごし。役立たず。かつて浴あびた罵ば倒とうが蘇よみがえる中、彼女はそれでも震ふるえる体を止められない。こんなにダメな自分を、誰だれかに斬きり殺してほしい。でも、自分は刀のサビになる資格すらないのだ。

「う、あ、あぁ……っ」

　彼女は泣き崩くずれる。あまりのふがいなさに、ただ子供のように泣く。

　ルピナスはそれを一いち瞥べつすると、哀あわれむように視線を伏ふせ、そして背を向けた。その姿が涙なみだでにじみ、見えなくなる。

　終わりだ。ああ、これで終わりなのだ。私はまた、同じことを繰くり返すのだ。戦いの土ど壇たん場ばで逃げ出し、生き恥をさらし続けるのだ。

　涙と嗚お咽えつと自じ己こ嫌けん悪おの中に、サンデリアーナはずぶずぶと沈しずんでいく。その深く冷たい沼ぬまはすべてを飲み込み、彼女の未来をも闇やみの底へと引きずりこむ。

　そのときだ。




　サンデリアーナ。




　声が聞こえた。

　え……？

　それは、懐なつかしいあの人の声。

　──サンデリアーナ、わたくしよ。忘れてしまったのかしら？

「ね、姉さん……ッ!?」

　サンデリアーナは驚きよう愕がくする。これは幻げん聴ちようか？　ショックで私の頭がおかしくなったのか？

　だが、その声は確かに、彼女の頭の中に響ひびく。

　──さあ、戦うのよサンデリアーナ。

「で……でも……」

　──まだ、あなたは戦えるはずよ。剣を取りなさい。あなたは剣士でしょう？

　無理だよ、姉さん。私には無理なの。

　サンデリアーナが首を振ふると、姉は優やさしく言う。

　──だいじょうぶ、あなたらできるわ。わたくしの妹ですもの。

　でも、でも、姉さん。わたし、わたし……。無理だよ。姉さんみたいには、できないよ……。

　心の中に、今までの思い出がよぎる。何一つ、姉には勝てなかった。学問も、芸事も、剣けん術じゆつも、本当に何一つ、姉に優まさるものがなかった。顔が似ているだけで、自分はずっと姉の影のように生きてきた。陽が当たるのはいつも姉で、自分はその背後にいる影だ。

　──違うわ。それは違う、聞いて、サンデリアーナ。……あなたはね、わたくしにないものをたくさん持っているわ。

　噓うそだ、それは噓だよ、姉さん。

　──本当よ。あなたは、優やさしくて、こまやかで、しなやかで、聡そう明めいで……わたくし、いつも羨うらやましかったのよ、あなたのことが。

　そんな……。

　サンデリアーナはうつむく。

　そんなこと、あるわけない……。

　彼女は嫌いやがるように何度も首を振ふる。

　無理よ、私には。無理、無理、無理なの。

　そこで姉の声が変わった。

　──サンデリアーナ!!

　その怒ど気きをはらんだ声に、妹はびくりと体を震ふるわせる。

　──また、逃げるのかしら!?　あのときのように、またあなたは逃げるの!?

　そ、それは……。

　──このままずっと、そうやって生きていくの？　過去を引きずって、下ばかり見て、おどおどして、そのくせ剣けん術じゆつのことを忘れられない。そんなふうに生きていくの？

　妹は耳を塞ふさぐ。姉の批ひ判はんに耐えられない。何も反論できない。何も。

　──見殺しにするのね。大切なものを。あのとき剣術を手放したように、今は大切な仲間を手放すのね。

「ちがう！」

　思わず声に出る。

　そうじゃない。本当は、みんなを助けたい。助けたいの。誰だれも死んでほしくないの。でも、でも、わたしには──。

　力がないの。

　すると、姉はそこで表情を緩ゆるめ、微笑ほほえんだ。

　──やっと、本ほん音ねを言ったわね。

　え？

　──なら、大だい丈じよう夫ぶ。その気持ちがあれば、あなたは前に進める。過去を乗り越こえ、未来へと進める。そうでしょう？

　気づけば、自分の眼がん前ぜんに誰かがいた。

「あ……」

　それは鏡に映したような、双ふた子ごの姉の姿。淡あわい光に包まれて、たしかに、そこに姉がいる。

　──さあ、サンデリアーナ。かわいい妹。わたくしの自じ慢まんの妹。……だいじょうぶ、できるわ。あなたなら。

　でも、私じゃ。私の力じゃ。

　──だいじょうぶ、できるわ。あなたがみんなを助けたいのなら、ただ、呼べばいいの。

　呼ぶ？

　──そうよ。呼べばいいの。そうしたら、姉さん……。

　姉の声が遠ざかる。その姿も薄うすく、空気に溶とけていく。

「待って！　待って姉さん……!!」

　光の粒つぶとなって、姉は四し散さんする。

　最後に聞こえた言葉は、とても優やさしく、まるで、幼いころ姉妹で仲良く遊んだ、いつかのときのように。




　だいじょうぶ……、姉さんが、ついてるわ……。




「姉さん……」

　涙なみだが止まらない。

　姉は死んだのに、これはきっと幻まぼろしなのに。でも、それでも、姉のことは、分かる。妹だから分かる。

　姉さんは──

　拳こぶしを握る。

　いつも、いつも、いつも。

　親しん戚せきの罵ば倒とうにも、一族からの勘かん当どうにも、どんなときにも、姉さんは──




　私の味方をしてくれた。




　そう、姉さんはいつも、私の味方だった。

　今だって、そう。

　だから。

　だから大だい丈じよう夫ぶ。

　姉さんが、いっしょなら、私は、大丈夫──

　さっきまでドラセナが重なっていたルピナスの姿が、元に戻る。あれは姉さんじゃない。あれは戦うべき相手。私の大切なものを、奪うばおうとしている相手。その相手が、今、私の大切な者に向かって、剣を振ふるおうとしている。そんなの、そんなの、絶対、許せない。

　震ふるえが止まる。

　手も、足も、唇くちびるも、体も、全身を支配していた震えが止まる。

　胸に闘とう志しがみなぎる。それは本当に久しぶりの感覚。

　戦いに臨のぞむ高こう揚よう。

　姉さんがいっしょなら、私、誰だれとだって戦える……[image: かんたんふ５]

　止まっていた時が動き出す。あの日、あの時、姉に敗北した瞬しゆん間かんから止まっていた時間が、音を立てて動き出し、駆かけ出し、走り出す。

　気づけば叫さけんでいた。




「双龍乃牙ズルフイカール……!!」




　その瞬しゆん間かんだった。

　黄おう金ごんの閃せん光こうが、まるで馳はせ参じる四人の従じゆう者しやのごとく、彼女の四方に降こう臨りんした。

　それは姉の愛した聖せい剣けん。

「な……っ!?」

　ルピナスが驚おどろいて振ふり向く。その顔は驚きよう愕がくで引きつり、それから殺気にみなぎる。

　だが、サンデリアーナはもう恐おそれない。

「おいでっ、双龍乃牙ズルフイカール……!!」

　叫んだ瞬間、四本の聖剣は主あるじの声に答えた。聖剣が彼女の元に集結し、一本が左手に、もう一本が右手に、そして残る二本が彼女の髪かみの前に浮かぶ。縛しばっていた黄金の髪がほどけて伸しん張ちようし、それは聖剣の柄つかに絡からみつく。

「黄金の、双そう龍りゆう姫き……」

　ルピナスが声を漏もらす。

　それは『剣士』サンデリアーナ・ゴールドコーストの真の姿だった。

　あの日──姉と勝負したあの日、聖剣は姉妹を二人とも認めていた。だから、姉と妹は、互たがいに聖剣を二本ずつ分け合って勝負した。そのとき受けた『黄金十字』が、姉が放った最初の聖剣の技だった。

[image: ]

「ち……っ」

　ルピナスが『報復乃鋏フラガラツハ』を構え、こちらに向き直る。先ほどまでの侮あなどりは消え、完全にこちらを敵として認定している。

　それも当然だった。

　目の前にいる剣士は、あの『最強の剣聖』ドラセナ・ゴールドコーストと瓜うり二つだからだ。

　ルピナスが聖剣を両手で持ち、石段にざっくりと刺す。すると、無数の石が見る見る集まり、巨大な『龍りゆう』が四匹、彼女を守るように出現した。

　かたや四匹の灰色の龍、かたや四本の『双龍乃牙ズルフイカール』──奇くしくも四方を取り巻く龍同士の対決の構図だ。

　ルピナスが聖せい剣けんを再び大地に刺す。すると、それを合図に圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくを持って巨大な石造の龍りゆうがこちらに襲おそいかかってくる。

　──来たっ！

　サンデリアーナは相手の攻こう撃げきに反応する。もう、殺気に当てられただけで身がすくむことはない。持ち前の反射神経で横に飛び、龍の側面を取る。一匹の龍が石段に激げき突とつして破は片へんを飛び散らせ、他の龍たちは方向転てん換かんして灰色の無む機き質しつな牙きばを剝むく。四匹の龍は次から次へとわずかな時間差をつけて波は状じよう攻こう撃げきを仕掛けてくるが、彼女は優ゆう雅がな動きでそれらをすべて回かい避ひする。

　見える！

　サンデリアーナは敵の動きをはっきりと見み極きわめていた。四匹同時の一いつ斉せい攻撃にも彼女はかすり傷ひとつ負わずに避よけていく。

　理由は簡かん単たんだった。

　なぜなら──彼女が剣聖よりも強いから。

　そして彼女は反はん撃げきを開始した。攻撃を回避した瞬しゆん間かんに、右手の聖剣で龍の喉のど下もとを側面から襲おそう。ザンッ、と黄おう金ごんの閃せん光こうが走って龍の首が斬きり飛ばされる。その手並みは鮮あざやかで隙すきがない。間かん髪はつ入れず、二匹目の龍が正面から大迫力で襲しゆう撃げきしてくるが、サンデリアーナは軽やかに跳ちよう躍やくして身を翻ひるがえすと、左手の聖剣で難なんなくまた龍の首を切断した。力を込めなくても聖剣の破は壊かい力りよくは凄すさまじく、バターを斬るようにあっさりと切断する。

　三匹目、四匹目は同時に来た。剣を振ふるったばかりの彼女の背後から猛もう然ぜんと食らいつこうとする双そう頭とうの龍りゆう。だが、金きん髪ぱつの剣士に焦あせりはない。棒ぼう立ちのようにだらりと手を下げ、振ふり向きもせず、避よけようともしない。龍たちは巨岩のごとき顎あごで彼女の柔やわらかな体を嚙かみ砕くだこうとするが、近づいた瞬しゆん間かんに顔面が真っ二つに裂さけた。サンデリアーナが髪かみの毛に巻いた聖せい剣けんで、死角から襲おそい来る敵を見事迎げい撃げきしたのだ。

「な……っ」

　ルピナスが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　それもそのはずだった。剣けん聖せいの最も得意とする遠えん隔かく攻こう撃げきが、いとも簡かん単たんに撃げき退たいされたのだ。

　離はなれて戦えば勝てる──ルピナスの自信は金髪の聖剣使いによって粉こな々ごなに打ち砕くだかれた。

　龍をすべて粉ふん砕さいされたルピナスはやむなく後退を図る。だが、その呼吸に合わせてサンデリアーナも階段を蹴けり、金髪をふわりとなびかせて前に出る。

　両手の剣を振り抜くと、剣けん閃せんが風を切り裂さき、あっさりとルピナスに命中する。右肩の服が裂け、同時に皮ひ膚ふからも赤い斑はん点てんのごとく血が舞まい散る。

　聖剣がなじむ。

　久しぶりに握ったとは思えぬほどに、使い慣れた手て触ざわり、心地ここちの良い重み。自分の思うとおりに、いや、それ以上によく動かせる。

　サンデリアーナはさらに前に出る。ルピナスはずるずると後退し、石段を下がり、やがてユキノシタ道場の正門付近まで追い詰つめられる。

　相手が壁かべを背にしたとき、サンデリアーナは『とどめ』に入った。

　両手の剣を逆手に持ち、髪の房ふさで持つ剣を斜めに構える。ちょうど、四剣が十字の配列を取る構えは、姉のドラセナが最も得意とした技だ。

　黄おう金ごん十じゆう字じ・第一式。

　四剣を同時に振るうと、その刀とう身しんから黄金の巨大な十じゆう字じ架かが放たれた。ルピナスは死に物狂いで跳ちよう躍やくし、直ちよく撃げきを回かい避ひする。

　黄金の衝しよう撃げきはすべてを砕いた。壁かべも地面もざっくりと十字の形に削けずれて、土ど砂しやを吹き飛ばしてザリザリと大地の形状を変えながらはるか林の向こうへと吹き飛んでいく。たった一撃で地形さえも変える、常じよう軌きを逸いつした凄すさまじい威い力りよく。どうにか避けたルピナスが驚愕の表情で衝撃波が遠ざかるのを見送る。

　このとき、すでにサンデリアーナは次の準備を済すませていた。両手の剣を髪の毛へと移動し、今度は四剣が髪の毛にすべて握られる。

「第三式──黄金風ふう車しや」

　再び黄金の十字架が放たれる。それは風車のごとく回転して『連発』する。一撃でも必殺の威い力りよくを持つ攻撃が二度、三度、四度と惜おしげもなく放たれ、それは風車のように回転しながら獲え物ものに襲おそい掛かる。

　剣けん聖せいは必死で避よける。もはや完全に主導権を握られ、ひたすら攻こう撃げきがやむのを待つことしかできない。避けて、避けて、避け続けても、黄おう金ごんの十じゆう字じ架かは次から次へと絶え間なく襲おそってくる。聖せい剣けんを使う者同士とは思えぬ、一方的な展開。

　そして黄金の天才剣士はゆらりと前に踏ふみ出す。優ゆう雅がな足取りで、まるで舞ぶ踏とう会かいへと誘さそわれた貴き族ぞく令れい嬢じようのように。

　ルピナスは必死の形ぎよう相そうで避け続け、肩で息をしている。それもそのはずで、一いち撃げきでさえも受け止めることができないほど、『黄金十字』は凄すさまじい威い力りよくだったからだ。猛もう獣じゆうの群むれの真まっ只ただ中でただただ牙きばから逃れ続けるような展開に、さしもの剣聖も消しよう耗もうせざるを得ない。

　そしてルピナスは目を見開く。

　気づいたときには、サンデリアーナが目もく前ぜんに迫せまっていた。彼女は大たい輪りんの花のごとく髪かみの毛を広げ、四本の剣を同時に繰くり出す。前後左右から猛獣の牙のように黄金の聖剣が突つき出される。

　だが。

「報復乃鋏フラガラツハ……!!」

　ルピナスが叫さけんだ瞬しゆん間かん、聖剣が光った。同時に、背後の壁かべが蠢うごめいて動物の爪つめのような物体が四本同時に飛び出し、それはサンデリアーナの金きん髪ぱつをバッサリと斬きり落とす。四本の聖剣がすべて支えを失って大地に転がる。

「このときを待っていたわ」

　ルピナスは一いつ挙きよに反転攻こう勢せいに出る。巨大な鋏はさみを開き、技を放ったばかりのサンデリアーナに襲おそい掛かる。四剣を同時に斬り落とされた彼女はもちろん丸まる腰ごしだ。

　しかし、黄金の剣士に焦あせりは見られない。余よ裕ゆうの笑みさえ浮かべ、ぽつりとつぶやいた。

　それは黄金十字・第五式。

「──黄金操弾ゴールド・バレツト」

　その瞬しゆん間かん、大地に落ちていた四本の剣が同時に光った。その柄つかに絡からみ付いていた金髪が発光しながら剣を動かし、四剣が十字の配列を取ってルピナスを襲しゆう撃げきする。

「な……っ!?」

　そして轟ごう音おんが響ひびいた。

　巨大な鋏が、黄金の四剣によって同時攻撃を食らう。刃はと刃を支える留とめ具が破は砕さいし、聖剣『報復乃鋏フラガラツハ』は二つの刃に分ぶん離りし、ガランと大地に転がる。煙けむりを上げて黒焦こげになった聖剣はかつての輝かがやきを失い、死体のように横たわる。もはや使い物にならないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「勝負あり、ですね」

　再び聖剣を手元に引き戻し、サンデリアーナは相手に突つきつける。今度は丸腰となったルピナスが「ぐ……」とうめく。ただ、もう逆転の秘ひ策さくはなく、ただその場に座り込むしかなかった。

　サンデリアーナは聖剣を引き、鞘さやに仕し舞まう。頼たのみの聖剣が破は壊かいされた以上、己おのれの敗北の分からぬルピナスではない。

　さあっと夜風が吹き、黄おう金ごんの前まえ髪がみを涼すずしげになびかせる。

　剣けん聖せいに圧勝した天才剣士は、フゥッと小さく息を吐つき、それから自分にしか聞こえない声でつぶやいた。

「姉さん、ありがとう……」

　黄金の少女は一ひと筋すじの涙なみだを流し、今は亡なき姉に感かん謝しやの気持ちを捧ささげた。
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　すげえ……。

　レベンスは驚おどろきを隠かくせなかった。

　サンデリアーナの前に聖せい剣けん『双龍乃牙ズルフイカール』が突とつ如じよ出現し、あの剣聖ルピナスをあっという間に倒してしまった。どちらが剣聖か分からぬほどの一方的展開に、彼はただ言葉も出ない。

　ようやく痺しびれの抜けてきた体を、どうにか起こす。

「サンデリアーナ！」レベンスは声を振ふり絞しぼって叫さけぶ。「エリザを……っ！」

　それだけ伝えると、彼はまた石段に突つっ伏ぷした。

「は、はいっ、……エリザさん！」

　サンデリアーナは倒れている少女に駆かけ寄り、「エリザさん、聞こえますか……!?」と声を掛ける。

　そのときだ。

　ゆらりと、エリザが急に立ち上がった。それは以前にも見せたような、前まえ触ぶれのない人形のような動きだ。

「きゃっ！」

　サンデリアーナが短い悲ひ鳴めいを上げ、それから「エリザ、さん……？」と恐おそる恐る声を掛ける。

　エリザはあたりをきょろきょろと見回し、それから血ち染ぞめの体を見下ろし、そしてサンデリアーナと目が合った。

「ルピナスは……？」

「え？　あ、はい、あそこです……」

　サンデリアーナは遠えん慮りよがちに、壊こわれた正門のそばで座り込んでいるルピナスの姿を指差す。

「……？」

　エリザが目をパチクリさせて、「どういう、こと？」と尋たずねる。

「その……」

　サンデリアーナが口ごもる。

「決着がついたのさ」

　ようやく動けるようになったレベンスが、石段を降おりながら答える。

「決着……？」

　──ああ、そうだ。

　レベンスはエリザの頭にポンッと手を載のせ、それからサンデリアーナに目配せする。彼女はハッとして腰こしに差した聖せい剣けんを見下ろし、すぐに鞘さやごと背中へと隠かくした。

　自分のことも、サンデリアーナのことも、聖剣を使ったことはいずれ説明するときが来るだろう。だが、今はそのときでないと思った。

「……それよりおまえ、怪け我がは？」

　彼は大事なことを思い出す。エリザがあまりに平へい然ぜんとしゃべっているので、怪我のことが抜けていた。

　少女は「けが……」とつぶやき、自分の体をペタペタと触さわる。そして、あっけらかんと、

「なおった」

　と言った。

「治なおったぁ!?」

　彼は声を裏返す。聖剣が胸を貫かん通つうして、大量出血したのだ。治るも治らないも、生きているのが奇き跡せきなのに。

「あ、本当です、どこにも傷が……」

　サンデリアーナがエリザの胸を触り、少女の言葉が本当であることを確かめる。

　どういうことだ？

　レベンスは先ほどのやりとりを思い出す。確か『報復乃鋏フラガラツハ』は斬きったものを自じ在ざいに動かすことができるから、エリザのことを動けないようにすることもできる、といった趣しゆ旨しのことを剣けん聖せいは話していた。だとしたら、サンデリアーナが聖剣『報復乃鋏』を破は壊かいしたことで、エリザを縛しばっていた聖剣の力もなくなったということか？

　振ふり向けば、石造の龍りゆうも消えており、階段は粉こな々ごなの石だらけとなっている。

　──まあ、エリザが無事ならいいか……。

　胸を貫つらぬかれたのに平然としているエリザを見て、彼は何か騙だまされたような気分になる。だが、そんな疑問よりも今は少女が助かった安あん堵どのほうが大きかった。

　──そうだ。

　レベンスはエリザがこちらを見ていないのを確認して、粉々になった『龍』の残ざん骸がいを探る。そして、破は片へんに埋うもれた中から一ひと振ふりの剣を持ち上げ、それと分からぬように布ぬの地じを巻いて腰の後ろ側に差した。聖剣『天空乃瞬ウインザー』が久しぶりに手元に戻ってきた瞬しゆん間かんだった。

「あっ！」

　そこでエリザが短い声を上げる。

「どうした」

　レベンスはビクッとして思わず聖せい剣けんを隠かくす。

「いない」

「え？」

「ルピナス、いない」

　エリザが正門のほうを見下ろして言う。そこには先ほどまで座り込んでいた剣けん聖せいの姿がない。

「あそこです……！」

　サンデリアーナが林のほうを指差す。そこには娘むすめのミーナを抱き、幽ゆう霊れいのように立ち尽つくしているルピナスの姿があった。

　剣聖はしばらくこちらを見つめていたが、やがて、わずかにうつむくと、林の中に消えていった。最後の瞬しゆん間かん、わずかに頭を下げたようにも見えた。

「お、追わなきゃ……」

　エリザが魔ま剣けんを携たずさえて追いかけようとする。

「待て。あの様子ならもう戦う気はないだろう」

「どうして、わかるの？」

「ほら……」

　彼は石段の下に落ちている聖剣『報復乃鋏フラガラツハ』を指差す。

　剣聖は、その代名詞とも言える聖剣を置いていった。二つの刃はが分ぶん離りし、鋏はさみとしては用をなさない状じよう態たいだが、修理次し第だいでまだ使えるはずだ。それを丸ごと置いていったということは、少なくとも今はルピナス自身がこちらと交戦する意志を放ほう棄きしたことを意味している。そのように思えた。

　無む論ろん、ルピナスの娘『ナナ』はデュランダルの手に囚とらわれたままなので、母親として必ずわが子を取り戻しに来ることは間違いないだろう。そのときレベンスたちがまた彼女と戦うことになるのかは、今はまだ分からなかった。

　──！

　そのときだ。

　道場の裏手の山から、轟ごう音おんが響ひびいた。

「なんだ……っ!?」

　見れば、夜空が激しく光り、それは二つの輝かがやきがぶつかり合っているように見える。流星同士が夜空を舞まっているような光の競きよう演えん。

　彼はすぐに気づく。

「師し匠しよう……っ！」







　駆かけつけたとき、そこは戦場だった。

　なぎ倒された木々、えぐられた大地、そして炎上する山やま肌はだ。そんな破は壊かいの跡あとがこれでもかと広がり、そして戦いはまだ終わっていない。

　それは流星だった。

　二つの光が夜空を舞まい、ぶつかり、弾はじかれ、すれ違い、またぶつかる。

　──あれは……！

　一方は剣けん聖せいヴァリエガータ。巨大な鎌かまを振ふりかざして応戦し、その軌き道どうは黒い三み日か月づきとなって夜空を染そめる。

　対するは、長い髪かみをなびかせて剣を振るう一人の剣士。その姿はシルエットのように黒ずんでおり、一いつ見けんして何者かは判はん別べつできない。

「デュランダル……だよな？」

　レベンスは相手の顔を確かめようとするが、あたりが暗い上に双そう方ほうの動きが速すぎてまるで捉とらえられない。

　それは頂上決戦だった。

　聖せい剣けんと聖剣がぶつかるたびに光が炸さく裂れつし、あたりが明めい滅めつする。美しさと迫はく力りよくを兼ね備えた神々の戦いのような光景に、三人は息を飲む。現場に急ごうとも思うが、それはあまりにも速すぎてどこに向かっていいかも分からない。レベンスたちがルピナスと戦っている間、ずっとこうやって二人は戦っていたのだろうか。その闘とう志しと精神力は異常というほかない。

　そして、長らく続いていた戦いに、ついに終しゆう止し符ふが打たれる。

　相手の剣士が地面に降おり立ち、剣を大きく振りかぶった。その剣は天空を分かつように空に向かってほとばしり、巨大な柱のように伸びていく。迎むかえ撃うつヴァリエガータも、大鎌を掲かかげ、周囲の森から浮かび上がった人ひと魂だまのような青い光を次々に吸収していく。その光は見る間に膨ふくれ上がり、世界を荘そう厳ごんな輝かがやきで包む。

　そして二人は解とき放った。相手の剣士がまがまがしいほどの黒い剣けん閃せんを繰くり出し、ヴァリエガータが大鎌を振るって青い光の波は動どうで迎むかえ撃つ。強大な力が炸さく裂れつし、爆ばく裂れつし、衝しよう撃げき波はが地上に達する。

「く……っ！」

　レベンスたちは一いつ斉せいに伏ふせる。巨星同士をぶつけ合った衝撃は、天を裂さき、地を砕くだいた。森林の木々がただの小枝のごとくちぎれ飛び、嵐を何十個もまとめて放り込んだような激げき烈れつな風が頭上を荒れ狂う。空が見たこともない模も様ようで渦うず巻まき、一度天空に舞い上がった樹木と土ど砂しやがあちこちに降ふり注そそぐ。まるで神話に出てくるこの世の終わりだ。

　レベンスはエリザをかばいながら、必死に上空に目を凝こらす。

　そして彼は目もく撃げきした。

　ふわりと、まるで時を小こ刻ぎざみに進めたように、一人の少女が舞い上がっていた。その体に力はなく、一枚の大きな羽のように強風にあおられて運ばれていく。

「師し匠しよう……っ!!」

　森の中に落ちていく師匠に、彼は手を伸ばす。強風と轟ごう音おん、嵐あらしの濁だく流りゆうに飲まれたような世界の中で、なぜか師匠の周りだけはとても静かに、ゆっくりと見えた。

　ヴァリエガータが近くの地面に落ちる。その体はぴくりとも動かない。

　師匠！

　強風が少しずつ収まる中、レベンスは一いち目もく散さんに師匠の元へと走る。

　ヴァリエガータは目を閉じて、脱力したように四し肢しを投げ出している。生きているのか死んでいるのかも分からない。

「師匠……！　おい師匠……！」

「ヴァーちゃん！」「ヴァーさま！」と他の二人も駆かけ寄り、ヴァリエガータに呼びかける。だが、彼女は目を覚さまさない。

　──！

　やがて、木々の奥から、ゆっくりと『それ』は近づいてきた。

　闇やみをかたどったような黒い人影に、手から伸びる長剣のような物体。そして何より──




　光り輝かがやく両りよう眼め。




「う……っ」

　レベンスの脳のう裏りに、忌いまわしい記き憶おくが蘇よみがえる。故こ郷きようを焼き、父を、母を、妹を、隣りん人じんを、容よう赦しやなく皆みな殺しにした存在。忘れもしない、幼よう少しようのレベンスの胸をえぐるように深く焼きついた恐きよう怖ふと憎ぞう悪おの権ごん化げ。

　レベンスの心は久方ぶりに黒い憎にくしみで塗ぬり潰つぶされる。全身の血が逆流するような感情の熱ねつ波ぱ。喉のどの奥からせり上がる不快感。

　──逃げろ！

　父は首を跳はねられて惨ざん殺さつされた。

　──フーシェを連れて逃げなさい！

　母は上半身を吹き飛ばされてむごたらしく殺された。

　──おにいちゃん……！

　妹は目の前で放り投げられ、そして八つ裂ざきになった。

「ぐ、ぎ、ぐぐ……」

　奥歯が砕くだけそうなほど歯は軋ぎしりをして、レベンスは迫せまり来る仇を睨にらみつける。腕の古傷が痛み、ドクン、ドクン、ドクンと心しん臓ぞうが脈みやく打うつ。それが、殺せ、殺せ、殺せとリズムになって彼を支配する。

　黒い剣士は、不ぶ気き味みな影のごとくゆっくりと迫ってくる。

　こいつだ……！

　胸の奥底に焼きついた『仇かたき』の姿が、今、はっきりと目の前の剣士と重なる。

　これがデュランダルの正体。剣けん聖せいの変わり果てた姿──剣けん魔ま。

　そして──




　光る眼めの剣士……!!




「ぶっ殺してやる……っ!!」

　憎ぞう悪おが爆ばく発はつし、彼は斬きりかかろうと前に踏ふみ出す。

　だが、そのときふいに背中を引っ張られた。

「レ、レベンス!!」

　エリザが珍めずらしく震ふるえる声で呼び止める。

「止めるな、これは俺おれの仇なんだ!!」

「違うの、あ、あ、あれを──」

　エリザの普通ではない声音に、彼は「なんだ!?」と振ふり向く。

　──！

　そして彼は息を飲んだ。




　もう一人、いた。




　背後の林から、同じように『光る眼の剣士』が迫せまってくる。黒い人型に、光る両眼。

「な、な……!?」

　レベンスは再び前方を見る。だが、そこには変わらず『光る眼の剣士』がいる。ゆっくりと、まるでこちらに驚おどろく時間を与えるように悠ゆう然ぜんと迫ってくる。

　ヤツが二人……!?

　彼は混こん乱らんする。

　なぜ仇が二人いる？　これは幻覚か？　それとも何かのトリックか？

　つい先ほどまで、残る最後の剣けん聖せい、カレン・デュランダルこそが『光る眼の剣士』で、『剣魔』で、自分の『仇』であると思い込んでいた。多少の姿や形は違えど、あの強い師し匠しようを倒す人物は、『神の領りよう域いき』と謳うたわれる剣聖デュランダルをおいて他にはありえない。それ以外の解かい釈しやくなどありえない。なぜなら師匠がやられたのだ、あの強い師匠が。

　思考が堂どう々どう巡めぐりし、錯さく綜そうし、混こん乱らんを極める。

　だが、彼の疑問は次の瞬しゆん間かん、さらにすべてをひっくり返す勢いで上書きされる。

「お、あ……!?」

　言葉にならなかった。

　二人目が現れたと思った『光る眼めの剣士』は、側面の林からさらにもう一人が現れ、それに驚おどろく間もなく四人目、五人目、六人目と、レベンスたち三人を取り囲むように続々と出没した。全員が黒く染そまった体に光る両眼を持つ、禍まが々まがしい異い形ぎようの剣士。

　今まで気の遠くなるような死し闘とうと激げき闘とうの果てに、六人の剣けん聖せいを退しりぞけてきた。だが、今はさらにそれを上回る人数で、『光る眼の剣士』たちはレベンスたちを取り囲んでいる。一人一人がヴァリエガータを倒す実力の持ち主が、あろうことか八人。




「あらぁ、みなさんおそろいねぇ」




　突とつ如じよ、上空から声がして、三人は空を見上げる。

　そこには木の枝に座った水色の髪かみの少女がいた。

　剣聖カレン・デュランダルは、憎にくらしいほどの甘あまったるい声でこちらを見下ろす。

「あなたの故こ郷きようを滅ほろぼしたのが私だなんて、誰だれが決めたのかしらねぇ？」

　レベンスの胸中を見み透すかしたようにデュランダルは微笑ほほえむ。

　──ど、どういうことだ……!?

　ここにいる八人すべてが剣けん魔ま？　光る眼の剣士？　だとしたら、デュランダルはいったい何者なんだ……？

[image: ]

　レベンスが混こん乱らんのきわみにある中、デュランダルはくるくると手にした傘かさを回し、ふざけたように言った。




「さぁさぁ、一人くらいは倒してねぇ？」


（了）












　　　あとがき




　少女剣士。

　……という言葉から思い描えがくイメージは、やはり黒くろ髪かみで和風で清せい楚そで凛りんとした『大和やまと撫子なでしこ』ではないでしょうか（力説）。武器はもちろん日本刀で、性格はちょっときつめ、剣けん術じゆつ一ひと筋すじで育ったのでやや世間ずれしている。それが、少女剣士と聞いて私が真っ先に浮かべるイメージです。本シリーズに出てくる剣士のほとんどは洋の東西で分ければ西側の剣士ばかりですが、やはり剣術ものに和風黒髪キャラは欠かせません。

　本作でも、そんな『大和撫子』キャラクターを第一巻で登場させました。それが『剣けん聖せいハヅキ・ユキノシタ』だったわけですが、哀かなしいかな彼女は出て早々に退場となり、それで満を持して娘むすめのサツキが第三巻で登場となりました。つややかな黒髪をなびかせ、まっすぐな黒い瞳ひとみで相手を見み据すえ、流れるような動きで長刀を振ふるう。前巻の『師し匠しよう』ヴァリエガータに続き、『大和撫子』サツキは書いていてとても楽しいキャラです。

　また、もう一人の新キャラ『ルピナス・カーネイション』も第三巻にてやっとお披ひ露ろ目めとなりました。シリーズ構こう想そう段階から主人公を色いろ香かで誘ゆう惑わくするキャラを出したいなと思いつつ、子育てしながら戦う剣聖も書きたいな……という二つの思おも惑わくを合体させて誕たん生じようしたのがルピナスです。子供の前では途と端たんに『おかあさん』になってしまうシーンが前から書きたかったので、今回はそれが書けて満足です。あと、これは余よ談だんですが、ヴァリエガータが『ヴァーちゃん』なので、ルピナス・カーネイションは『カーちゃん』……というネタをどこかで入れたかったんですが、盛り込めそうにないのでここに書いておきます。

　[image: ]エリザ「カーちゃーん、きがえ、どこー？」




　以下、謝しや辞じです。

　本巻でも、担当編集の土つち屋や様と荒あら木き様には大変お世話になりました。粘ねばり強く改かい稿こうにお付き合い頂きまして誠に感かん謝しやの至りです。また、イラストのファルまろ様には、素す晴ばらしい大和撫子＆子持ち巨きよ乳にゆう剣聖を描かいて頂きました。素す敵てきなラフが届くたびにテンションが上がり、執しつ筆ぴつがとても捗はかどりました。本当にありがとうございます。

　この本の制作・販売・流通に携たずさわったすべてのみなさまに、この場を借りて厚あつく御おん礼れい申し上げます。

　そして読者のみなさま。いよいよ最後の剣聖も登場し、このシリーズも佳か境きようを迎むかえました。次巻がクライマックスとなりますので、エリザたちの旅路にもうしばらくお付き合い頂けましたら幸いです。


旅先のホテルにて　松まつ山やま 剛たけし
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松まつ山やま 剛たけし

突然の来訪者に驚きを隠せない著者（東京都出身）。
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イラスト／ファルまろ

１９８８年生まれ、豆腐が美味しい所に住んでいます。

ホットコーヒーが美味しい季節になりました。

最近起き抜けにきな粉牛乳を飲むようにしたところ、

何となく１日を元気に過ごせている気が致します。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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